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特
集
・
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の
仕
事
が
楽
し
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な
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英
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力
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上
法
」

すべての子供の学力を保障する

教育

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！
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特集

先生の仕事が楽しくなる
「英語力向上法」
先生の仕事が楽しくなる
「英語力向上法」

令和3年7月15日発行（毎月1回15日発行）第536号

夏からはじめよう！

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 宮尾益知
プロが教える“教室でできる作業療法” …… 福田恵美子
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

発想を引き出す工作指導

一目でわかる
板書術・ノート術
カラーで登場！
発想を引き出す工作指導

小学１年　算数 「データ活用のはじめの一歩」　鈴木恭子
小学２年　国語 「登場人物の気持ちを音読に」 松﨑　力
小学３年　国語 「ポスターを読もう」　　　　　手塚美和
小学４年　国語 「忘れもの（高田敏子）」 　 　谷　和樹
小学５年　算数 「四角形の４つの角の大きさ」　木村重夫
小学６年　算数 「考え方をパターン化」　　　　河田孝文

中学校の授業実践
英語「『小学校で指導済み』を中学校でどう引き継ぐか」
数学「『数学レポート』で『学んでいる先』を学ばせる」

永久
保存版！

４・８・１月号限定
TOSS 授業技量検定 高段者の国算授業

もうすぐワクワク夏休み
先生は英語でスキルアップ！
もうすぐワクワク夏休み
先生は英語でスキルアップ！
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生徒の言葉や思いが形として残るよう
な掲示物を心がけた。ポイントはカッ
コいいこと。格言や自分の名前一文字
を使っての学級旗など、生徒からも歓
声が上がるような掲示物で学級を明る
く、元気にした。

↑カウントダウンカレンダーに、自分の好きな格言を書かせる。
カレンダーを終えるたびに、教室の周りに貼り出していく。学
年末まで自分の作品が残るので、生徒にも好評であった。

↑全校で実施した生活アンケートで、学級の「良
いところ」「課題」を書かせた。そのコメントを
AIテキストマイニングで※可視化した。自分たち
の良いところを自覚することができ、好評であっ
た。

千葉県匝瑳市立野栄中学校 吉
よし

原
わら

 尚
なお

寛
ひろ

教室の
風景

↑道徳の授業で、「天国言葉」「地獄言葉」の授業を行った。
授業だけで終えずに、掲示物として教室に言葉を残した。「地
獄言葉」については、時々見ることができるように清掃用具
の扉の裏に貼った。こういうヤンチャさも大切。

↑学級旗は手形で作成することが多いが、今年は自分の名前の漢字
一文字をなぞらせた。布の上からお手本をなぞるので、失敗がない。

※大量の文章データから有用な情報を取り出す分析方法。

小学校高学年や中学生は言葉を心の栄養にする。
だからこそ、言葉を視覚化し、吸収させる。
そして、カッコいいことに憧れるのがこの年代の
子供たちである。

タイアップ企画

⇒ 詳しくは54ページをお読みください。

百玉そろばん
2,000円（税込）
特典：１回の注文ごとに、九九下敷き　
　　　１枚プレゼント
パスワード：wrbtsm

かけ算九九計算尺セット
「かけ算九九の助」
１冊　350円（税込）
特典：�１回の注文ごとに、一筆箋「算数の

時間」　１冊プレゼント
パスワード：i9yscg

教育技術
研究所

『教育トー
ク

ライン』＆＆

９月号
で紹介！

新授業ファイル
特別価格　360円 

（税込・定価：400円のところ）
特典：特別価格でのご提供
パスワード：n7luad

７月号
で紹介！

TOSSオリジナル教材　https://www.tiotoss.jp/
★掲載商品のタイアップ期間は2021年６月15日～９月14日
※パスワードを入力して、３か月間お得に購入できます。

お申込み先

とってもお得な

今月のご紹介教材
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一目で分かる指導のコツ
で解説！
写 真

  2021. 81

快
適
だ
。

　

ノ
ー
ト
指
導
す
る
際
、
余
白
の
位
置
を
示
す

た
め
に
「
黄
色
い
磁
石
」
を
使
う
と
、
子
供
の

ミ
ス
が
減
る
。

　

例
え
ば
、
原
稿

用
紙
の
使
い
方
を

教
え
る
場
面
で
は
、

書
き
出
し
の
一
マ

ス
空
け
の
余
白
マ

ス
に
黄
色
い
磁
石

を
置
く
。

　

ま
た
、
下
の
写

真
の
よ
う
に
、
算

数
ノ
ー
ト
指
導
の
余
白
表
記
に
も
有
効
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
な
ぜ
黄
色
か
と
い
う
と
、
色
覚

異
常
の
子
供
へ
の
配
慮
で
あ
る
。

実
践
前

4
　

余
白
を
表
す
た
め
に
チ
ョ
ー
ク
で
○
印
を
か

く
と
、
ど
う
言
っ
て
も
○
を
視
写
し
て
し
ま
う

子
が
出
て
し
ま
っ
た
。

実
践
後

5
　

余
白
を
黄
色
い
磁
石
に
し
た
こ
と
で
、
余
白

を
表
す
○
を
視
写
す
る
子
が
皆
無
と
な
っ
た
。

微差力
教師の

ノ
ー
ト
の
余
白
指
導
は

黄
色
磁
石
を
使
お
う

視
写
で
ミ
ス
を
さ
せ
な
い
技
術
。

T
O
S
S
青
梅
教
育
サ
ー
ク
ル　

村む
ら

野の 

聡さ
と
し

対
象
学
年
・
準
備
物

1
　

全
学
年
対
象

　

黄
色
い
磁
石
・「
ジ
ャ
ン
ボ 

ホ
ワ
イ
ト
・
Ｔ

Ｏ
Ｓ
Ｓ
ノ
ー
ト
」（
教
育
技
術
研
究
所
）

ア
イ
デ
ィ
ア
の
ね
ら
い

2
　

右
の
写
真
の
よ
う
に
余
白
に
手
が
き
で
○
を

か
き
、「
こ
の
○
は
写
し
ま
せ
ん
よ
」
と
言
っ

て
も
、
子
供
に
よ
っ
て
は
ど
う
し
て
も
○
を
視

写
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
を
解
決
す
る
た
め
の
ア

イ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。

ポ
イ
ン
ト

3
　
「
ジ
ャ
ン
ボ 

ホ
ワ
イ
ト
・
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ノ
ー

ト
」
を
活
用
し
て
ノ
ー
ト
指
導
を
し
て
い
る
。



TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
教育技術研究所　0120-00-6564 2

１　
「
歴
史
」
の
人
物
関
係
図

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
を
使
っ
て
、
簡
単
に
で
き
る

歴
史
人
物
関
係
図
の
作
り
方
を
紹
介
す
る
。

　

次
の
三
つ
の
ス
テ
ッ
プ
で
で
き
る
。

①
人
物
を
調
べ
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
に
書
く
。

②
人
物
同
士
の
関
係
を
考
え
て
つ
な
ぐ
。

③
ノ
ー
ト
の
余
白
に
関
連
情
報
を
書
く
。

　

詳
細
は
本
誌
「
社
会
科
」
の
ペ
ー
ジ
に
書
い

た
の
で
、
そ
ち
ら
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
に
、
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
使
え
る
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
学

習
シ
ー
ト
」
を
用
意
し
た
。
Ａ
４
表
裏
印
刷
す

れ
ば
一
枚
の
シ
ー
ト
に
な
る
。

　

子
供
た
ち
に
ノ
ー
ト
ま
と
め
の
見
通
し
を
も

た
せ
る
た
め
に
、
表
面
に
は
ゴ
ー
ル
ま
で
の
ス

テ
ッ
プ
を
載
せ
た
。

　

裏
面
に
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
に
ど
う
書
け
ば

い
い
の
か
迷
う
子
の
た
め
に
、
お
手
本
も
載
せ

た
。

　

そ
の
す
ぐ
下
に
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
を
貼
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
作
業
ス
ペ
ー
ス
も
作
っ
た
。

　

苦
手
な
子
に
は
、
一
枚
目
は
「
お
手
本
を
写

す
」
作
業
か
ら
始
め
さ
せ
る
と
よ
い
。
写
し
な

が
ら
や
り
方
を
学
ん
で
い
く
。

　

二
学
期
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
、
鎌
倉
時

代
、
戦
国
時
代
、
江
戸
時
代
の
三
つ
の
シ
ー
ト

を
用
意
し
た
。
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

あ
る
。

２　
「
物
語
」
の
人
物
関
係
図

　

物
語
の
全
体
像
を
つ
か
む
時
に
も
、
人
物
関

係
図
を
活
用
で
き
る
。

　

や
り
方
は
、
歴
史
ノ
ー
ト
ま
と
め
の
時
と
全

く
同
じ
で
あ
る
。

①�

主
な
登
場
人
物
を
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
に
ま

と
め
る
。

②
人
物
同
士
の
関
係
を
考
え
て
つ
な
ぐ
。

③
ノ
ー
ト
の
余
白
に
関
連
情
報
を
書
く
。

　

余
白
に
は
イ
ラ
ス
ト
だ
け
で
な
く
、「
場
面

ご
と
の
要
約
」
や
「
登
場
人
物
の
定
義
」
な

ど
、
授
業
で
扱
っ
た
こ
と
も
書
か
せ
て
お
く
と

よ
い
。

板書術・
ノート術

超凄腕

島
根
県
川
面
町
立
川
本
小
学
校　

太お
お

田た

　
政ま

さ

男お

子供が

変わる
！

授業が
変わる！

人
物
関
係
図
で
ま
と
め
る
ノ
ー
ト
指
導

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
を
活
用
し
て
、
ノ
ー
ト
ま
と
め
の
ス
テ
ッ
プ
を
細
分
化
す
る
。

TOSSメモ（赤・紺・さくら）

教育技術研究所



一目で分かる指導のコツ
で解説！
写 真

  2021. 83

▲６年社会「鎌倉時代」「戦国時代」のノートまとめ

▲６年国語「風切るつばさ」「ヒロシマのうた」のノートまとめ

▲子供たちが自分で学習を進められるように作ったTOSSメモ学習シート



大成功の
絵画工作
授業

4
■�創造モデルの中心軸には「価値観の形成」を位置付けた。形や色などの選択に関する判断の拠り所は「何
をよしとするのか」という自分自身の価値観になるからである。

多
様
な
発
想
を

生
み
出
す
創
造
モ
デ
ル

―
教
材「
ペ
ー
パ
ー
ガ
ー
ラ
ン
ド
」を
事
例
と

し
て
―

福
島
学
院
大
学
教
授

　
佐さ

藤と
う 

昌ま
さ

彦ひ
こ

　
二
〇
二
一
年
四
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
教
材

「
ペ
ー
パ
ー
ガ
ー
ラ
ン
ド
」
を
授
業
で
取
り
上

げ
た
。
ど
の
よ
う
に
発
想
が
広
が
っ
た
の
か
。

そ
れ
が
分
か
る
事
例
と
し
て
、
学
生
の
作
品
を

下
に
示
し
た
。

　
教
材
は
次
の
創
造
モ
デ
ル
に
基
づ
い
た
も
の

で
あ
る
。「
創
造
モ
デ
ル
」
と
は
、
多
様
な
発
想

を
生
み
出
す
た
め
の
基
本
的
な
考
え
方
を
指
す
。

　
つ
く
ろ
う
と
す
る
も
の
が
思
い
浮
か
ん
だ
と

き
に
は
そ
れ
を
形
に
す
る
。
つ
く
ろ
う
と
す
る

も
の
が
思
い
浮
か
ば
な
い
と
き
に
は
、
と
り
あ

え
ず
（
思
い
切
っ
て
）、
一
つ
の
形
を
つ
く
っ

て
目
の
前
に
お
く
。
そ
し
て
目
の
前
の
形
を
じ

っ
と
見
て
、
次
に
ど
う
す
る
か
を
考
え
る
。

　
こ
の
繰
り
返
し
で
、
つ
く
ろ
う
と
す
る
も
の

の
形
を
明
確
に
し
て
い
く
。

1作目（にこやかな顔）を見ていたら、2作目
の顔（怒っているような顔）が浮かんできま
した。（学生）

紙を切っていくうちに新たな発想が浮かんできました。（学生）



一目で分かる指導のコツ
で解説！
写 真

  2021. 85
■教材「ペーパーガーランド」（紙とひもでつくる壁飾り）　作品／福島学院大学・学生

�

（
創
造
モ
デ
ル
）

　「
形
」
と
い
う
言
葉
は
、「
色
」「
質
」「
動

き
」「
音
」
な
ど
、
目
の
前
の
状
況
を
表
す
言

葉
と
入
れ
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
制
作
後
に
は
、
創
造
モ
デ
ル
に
関
す
る
感
想

が
多
く
の
学
生
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
。
以
下
に
そ

の
一
例
を
掲
載
し
た
。
教
材
の
試
作
に
よ
っ
て

視
野
を
広
げ
た
喜
び
が
、
強
く
伝
わ
っ
て
く

る
。

　
十
五
枚
の
色
紙
か
ら
ま
ず
二
枚
選
び
、
自
分

の
中
に
あ
っ
た
イ
メ
ー
ジ
に
基
づ
い
て
つ
く
り

ま
し
た
。
し
か
し
三
枚
目
は
つ
く
ろ
う
と
す
る

も
の
の
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
ば
ず
、
は
さ
み
を
入

れ
て
か
ら
考
え
よ
う
と
思
い
、「
と
り
あ
え
ず
」

と
い
う
気
持
ち
を
大
切
に
し
て
つ
く
り
ま
し

た
。
す
る
と
、
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
よ
う
な

素
敵
な
も
の
が
で
き
ま
し
た
。
で
き
あ
が
っ
た

「
形
」
を
見
て
一
人
で
感
動
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　

つ
く
ろ
う
と
す
る
も
の
が
思
い
浮
か
ば
ず
、

ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
小
学

生
の
自
分
に
、「
と
り
あ
え
ず
や
っ
て
み
よ
う
」

と
い
う
気
持
ち
を
教
え
た
く
な
り
ま
し
た
。

�

（
福
島
学
院
大
学
・
学
生
）

思い切ってはさみを入れて切ることができました。（学生）

条件を踏まえて、様々な顔をつくることができました。（学生）



①本誌の内容の全部または一部を無断でインターネット等で転載することを禁じます。②向山著作をはじめとするTOSS関連論文を追試、その他の名目
でインターネット上で公開することも禁じます。③授業または研究等で必要な場合は、TOSS最高顧問向山洋一までご連絡下さい。④著作権法を無視し
続けた場合には、法的措置を取らせていただきます。

注
意

78 ◆ TOSS最新セミナー情報　手塚美和
78 ◆ 全国のTOSSサークル紹介　田代勝巳／小塚祐爾
79 ◆ 向山・谷日記　向山洋一／谷　和樹
80 ◆ 今月のデジタル・トークライン／編集後記／次号予告

向山型に挑戦！　 
国語・算数の難問良問

48　長谷川博之

授業が激変！　TOSS教材活用法 
クラス全員が熱中するこの教材！

54　小島庸平
55　宇野可紗
55　清水康弘
56　川原雅樹

特別支援教育　 
専門家の視点&全国で大人気　 
“特別支援教育の指導システム”

50　宮尾益知
51　小嶋悠紀
52　太田政男
53　福田恵美子

働き方改革！　 
教師が「やりがい」と向き合うために

57　許　鍾萬
58　吉川たえ
59　菅野真智
60　山崎克洋
61　A 中井　光

授業技量向上の法則

62　加藤雅成
63　長谷川博之
64　谷　和樹
65　伴　一孝
66　吉永順一
67　林　健広

道標：教師としての高みを目指して

68　向山行雄
70　西阪　昇

72　松井　明

特
別
連
載

人気女性ライター　 
トークラインだけの裏話

74　師尾喜代子
75　美崎眞弓

社会貢献活動への 
取り組み

76　田丸義明

4・8・1月号特別企画！ 
あの高段者の国語・算数授業

40 社会 歴史人物の関係に着目させた 
ノートまとめの方法 � 太田政男

41 社会 1人1台端末で行う新時代の 
「ノートまとめ」 � 太田政男

「基礎・基本の授業例」と 
「主体的・対話的で深い学びの授業例」

42 道徳 2学期最初の道徳授業で 
クラスの空気を引き締める� 三枝亜矢子

43 英語 「夏休みの思い出」は楽しい状況設定を！ 
� 松原幸司

44
プログラ
ミング

「Scratch」を授業する③  
� 許　鍾萬

新学習指導要領対応　道徳・英語・ 
プログラミングの授業実践

46 英語 「小学校で指導済み」を 
中学校でどう引き継ぐか。 � 加藤　心

47 数学 「数学レポート」で「学んでいる先」を 
学ばせる � 星野優子

中学校でのTOSS実践

28 データ活用のはじめの一歩　 
エラーレスで組み立てる� 鈴木恭子

30 登場人物の気持ちを音読に 
反映させる方法� 松﨑　力

32 ポスターを読もう� 手塚美和

34 四年国語「忘れもの」（高田敏子）の 
授業展開例� 谷　和樹

36
たった1つの図の提示方法にも 
意味があり、子供の事実があり、 
科学がある� 木村重夫

38 考え方をパターン化して 
身に付けさせる � 河田孝文

１
年

国語

国語

国語

算数

算数

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

算数



デジタル連動

デジタル・トークライン　http://talkline.tos-land.net
大好評の「お悩み解決!　谷編集長の5min.アンサー」。今月のテーマは「1人1台端末でできること」です。
その他、必見・必聴の動画や画像、音声を本誌読者に限定公開中!　本誌連動の画像も満載です。

12

写真で解説！　一目で分かる指導のコツ

夏からはじめよう！　先生の仕事が楽しくなる

「英語力向上法」

2021
月号8

14　効率の問題だ。オンライン英会話と自動翻訳機で効率を上げる！ 	 加藤　心
15　継続力がない人でも、オンライン英会話を千回達成する仕組みを作る 	 井戸砂織
16　結局単語。単語を効果的に覚える私の方法	 若井貴裕
17　「穴あき文章聞き取りトレーニング」がベスト	 芹沢晴信
18　英語を学び、使い、情報を得よ	 佐藤智彦
19　英語文献へのアクセスが特別支援教育に新しいアイディアをもたらす	 小嶋悠紀
20　「読解」の捉え方が広く、深い	 長谷川博之
21　動画を使った外国の筆算指導〜数学は世界共通言語〜	 村瀬　歩
22　子供は教師が思っている以上に、英語のプログラムに慣れていく 	 林　健広
23　英語で動画を読解させる手法を学び、日本の教室で実践してみよう 	 塩谷直大
24　英語論文を検索して、世界の英知を情報源にしよう！	 西田真依子
25　�1人1台端末と、優れた教育プログラムが	
〈超一流の目線〉と〈再現能力〉を補っていた	 手塚美和

   　ボストンで見た特別支援教育の凄さ 	 川原雅樹
26　英語を学んで最先端情報を手に入れる	 関根朋子
   　夏からはじめよう！　英会話 	 鈴木恭子
27　授業して感じた上海の子供たちの圧倒的な「英語力」と「知的レベル」	 許　鍾萬
   　上海の子供たちに英語で授業～国際教育交流の良さ～	 小林智子

10　オピニオン　今、教育界で起こっていること
　　 教育「ハイブリッド化」が今後の重要テーマである。今すぐ研究を開始しよう	 谷　和樹

1　教師の微差力 　村野　聡

2　子供が変わる！　授業が変わる！　超凄腕　板書術・ノート術 　太田政男

4　大成功の絵画工作授業　佐藤昌彦

9　向山洋一に聞く　教育Q&A
　 第24回　A　向山洋一

No.536
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お得が
 いっぱい！

お試し版も
はじめました！

今すぐアクセス！

ID・パスワードなしで見られる
お試しページを開設しました。
周囲の方に、ぜひ、ご紹介ください‼

谷編集長の濃厚すぎる5分間

ダウンロード 
コンテンツも 
満載！

本誌 PDF データも 
ダウンロードできます！

56 ページの連動企画
では、そのまま使え
る資料をダウンロー
ドできます！

アクセス方法
PC・スマホでサイトにアクセス !
トップページのログインをクリックし、 
ID とパスワードを入力してください。
※ TOSS-SNS に入会されている方は、 
　 SNS からアクセスできます。

今、ここでしか
見られない動画！

３か月の
期間限定

公開！  

トップペー
ジの下に 
あるこの 
バナーを 

クリック！

そのほかの内容は p.80 をご覧ください。
とてつもなく大好評！ TOSS教師Q&A

デジタルトークライン 検索http://talkline.tos-land.net

Digital Talkline

購読者限定WEBサー
ビス

購読者限定WEBサー
ビス

今月のトークラインID・パスワード
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・
先
生
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仕
事
が
楽
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英
語
力
向
上
法
」

すべての子供の学力を保障する

教育

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！

2021
8
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教育技術研究所
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「英語力向上法」
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夏からはじめよう！

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 宮尾益知
プロが教える“教室でできる作業療法” …… 福田恵美子
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

発想を引き出す工作指導

一目でわかる
板書術・ノート術
カラーで登場！
発想を引き出す工作指導

小学１年　算数 「データ活用のはじめの一歩」　鈴木恭子
小学２年　国語 「登場人物の気持ちを音読に」 松﨑　力
小学３年　国語 「ポスターを読もう」　　　　　手塚美和
小学４年　国語 「忘れもの（高田敏子）」 　 　谷　和樹
小学５年　算数 「四角形の４つの角の大きさ」　木村重夫
小学６年　算数 「考え方をパターン化」　　　　河田孝文

中学校の授業実践
英語「『小学校で指導済み』を中学校でどう引き継ぐか」
数学「『数学レポート』で『学んでいる先』を学ばせる」

永久
保存版！

４・８・１月号限定
TOSS 授業技量検定 高段者の国算授業

もうすぐワクワク夏休み
先生は英語でスキルアップ！
もうすぐワクワク夏休み
先生は英語でスキルアップ！
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生活科の指導案
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回答：向
むこう

山
やま

 洋
よう

一
いち

質問：師
もろ

尾
お

 喜
き

代
よ

子
こ

（TOSS最高顧問）

（TOSS中央事務局）

一学期の終わりにやるべきこと
第24回

い
う
こ
と
を
、
き
ち
ん
と
教
師
が
チ
ェ
ッ
ク
を

し
、
確
認
を
し
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

国
語
に
関
し
て
は
、
一
学
期
で
学
習
し
た
漢

字
に
つ
い
て
、
全
部
の
子
供
が
テ
ス
ト
で
き
ち

ん
と
書
け
て
い
る
か
を
確
認
し
ま
す
。
で
き
て

い
な
い
子
に
対
し
て
は
、
き
ち
ん
と
フ
ォ
ロ
ー

が
さ
れ
て
い
て
、
乗
り
越
え
ら
れ
て
い
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ほ
と
ん
ど
の
子
供
は
で
き
て
い
る
で
し
ょ
う
。

大
事
な
の
は
最
後
に
残
る
二
、
三
人
の
子
供
た

ち
で
す
。
そ
の
子
た
ち
に
至
る
ま
で
、
き
ち
ん

と
で
き
て
い
る
か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

そ
れ
が
プ
ロ
教
師
と
し
て
の
、
向
山
の
基
本

的
な
視
点
で
す

　

二
つ
目
は
、
子
供
た
ち
の
自
主
的
な
活
動
に

つ
い
て
で
す
。
例
え
ば
係
活
動
で
は
、
ど
ん
な

係
で
も
い
い
の
で
す
が
、
ど
の
子
も
自
主
的
な

活
動
を
や
っ
て
い
て
、「
ぼ
く
は
こ
れ
を
や
っ

た
ん
だ
よ
」
と
言
え
る
よ
う
な
こ
と
が
で
き
て

い
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

　

そ
れ
か
ら
、
学
校
に
来
る
の
を
渋
り
が
ち
な

子
供
が
い
た
ら
、
当
然
、
き
ち
ん
と
目
を
配
っ

て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
健
康
診
断
な
ど
で
健
康
に
問
題
が

あ
っ
た
子
供
に
つ
い
て
は
、
そ
の
こ
と
に
つ
い

て
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
く
こ
と
も
必
要
で
す
。

　
一
学
期
の
終
わ
り
に
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
行
っ
て
お
け
ば
い
い
で
し
ょ
う
か
。

　

一
学
期
の
終
わ
り
に
あ
た
っ
て
、
確
認
し
て

お
か
な
く
て
は
い
け
な
い
こ
と
な
ど
は
あ
り
ま

す
か
。
向
山
先
生
ご
自
身
が
や
っ
て
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
大
事
な
観
点
は
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
授

業
に
関
す
る
こ
と
、
も
う
一
つ
は
子
供
た
ち
自

身
に
関
す
る
こ
と
で
す
。

　

一
学
期
の
終
わ
り
に
あ
た
っ
て
、
観
点
と
す

る
こ
と
は
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
は
授
業
、
勉
強
に
関
す
る
こ
と
で
す
。

学
習
の
進
度
が
き
ち
ん
と
で
き
て
い
る
か
。
特

に
算
数
と
、
国
語
の
漢
字
で
す
。

　

算
数
に
関
し
て
は
、
教
科
書
の
問
題
を
全
部

や
っ
て
あ
り
、
間
違
い
の
箇
所
は
き
ち
ん
と
や

り
直
し
を
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
一

学
期
の
終
わ
り
の
単
元
ま
で
終
わ
っ
て
い
る
と

向 山 洋 一 に 聞 く QQ&AA教育
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本誌編集長

谷
たに

 和
かず

樹
き

教
育
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
」
が
今
後
の
重
要
テ
ー
マ
で

あ
る
。
今
す
ぐ
研
究
を
開
始
し
よ
う

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
日
常
的
に
、
ま
さ
に
「
文
房
具
」
の
よ
う
に
使
い
こ
な
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
毛

嫌
い
し
、
ま
る
で
子
供
た
ち
の
発
達
に
害
が
あ
る
か
の
よ
う
な
論
調
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
そ
れ
は
使
い
方
の
問

題
で
あ
る
。
諸
外
国
か
ら
大
幅
な
遅
れ
を
と
っ
て
い
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
と
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
」
は
急
務
だ
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
、�

�

①
す
ぐ
に
で
も

②
ど
の
教
科
等
で
も

③
誰
で
も

活
用
で
き
る
環
境
を
整
え
、

日
常
的
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

児
童
生
徒
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

「
文
房
具
」
と
し
て

自
由
な
発
想
で
活
用
で
き
る

�

（
太
字
・
番
号
・
改
行
は
谷
）

　

こ
れ
が
、「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
」
の
冒
頭

に
表
現
さ
れ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
な
の
で
あ
る
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
は
そ
れ
が
目
的
で
は
な
い
。

手
段
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
文
房
具
」
と
同
じ

で
あ
り
、
目
的
に
合
わ
せ
て
使
い
こ
な
す
た

二
　
教
育
の「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
」が
重
要

　

そ
の
答
申
に
は
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
」
が

明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
や
、対
面
指
導
と
遠
隔
・

オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
と
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化

に
よ
る
指
導
の
充
実
（
答
申
七
七
頁
）

　

答
申
で
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
に
関
す
る
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
が
八
点
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

中
で
も
重
要
な
の
は
、
次
の
点
で
あ
る
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
日
常
的
な
活
用

「
日
常
的
」
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
た
め
に
、

答
申
で
は
「
文
房
具
」
と
表
現
し
た
。

一
　
中
教
審
答
申
を
熟
読
す
る

　

令
和
三
年
一
月
二
六
日
。
次
の
中
教
審
答

申
が
出
さ
れ
た
。

　

既
に
何
度
か
述
べ
た
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
何
度
も
強
調
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

今
後
十
年
間
の
教
育
の
方
向
性
を
示
す
重

要
な
文
書
で
あ
る
。

「
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
」
の
構
築

を
目
指
し
て
〜
全
て
の
子
供
た
ち
の
可

能
性
を
引
き
出
す
、
個
別
最
適
な
学
び
と
、

協
働
的
な
学
び
の
実
現
〜
（
答
申
）

　

文
科
省
の
サ
イ
ト
に
全
文
が
あ
る
。

　

ぜ
ひ
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
熟
読
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

オピニオン

今  教育界で起こっていること
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不
登
校
の
子
や

療
養
し
て
い
る
子

に
も
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
授
業
を
提

供
す
る
。

　

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

日
常
の
授
業
に
お

い
て
も
、
対
面
と

遠
隔
・
オ
ン
ラ
イ

ン
を
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
化
す
る
。

　

遠
隔
地
の
子
供

た
ち
同
士
が
交
流

し
た
り
、
海
外
と

接
続
し
た
り
す
る

こ
と
が
当
た
り
前

に
な
る
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
は
、

令
和
三
年
を
「
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
元

年
」
と
位
置
付
け
、

研
究
・
実
践
を
開

始
し
て
い
る
。
全

国
で
動
き
を
創
り

出
し
た
い
。

め
の
日
常
的
な
道
具
な
の
だ
。

　

そ
の
上
で
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
キ
ー

ワ
ー
ド
が
登
場
し
て
い
る
。

①
ス
タ
デ
ィ
・
ロ
グ

②
個
別
最
適
な
学
び

③
対
面
と
遠
隔
と
の
融
合

　

対
面
と
遠
隔
と
を
融
合
さ
せ
た
「
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
化
」
と
し
て
、
中
教
審
で
は
次
の
資

料
も
提
示
さ
れ
て
い
る
。

　

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
段
階
に
お
け
る
新

た
な
学
び
の
実
現
（
イ
メ
ー
ジ
）（
令
和

二
年
七
月
一
七
日
）（
下
図
）

三
　
具
体
的
に
動
き
始
め
よ
う

　

こ
う
し
た
資
料
を
じ
っ
く
り
検
討
し
、
ぜ

ひ
校
内
で
も
提
案
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

も
は
や
「
学
び
」
を
教
室
の
中
に
留
め
て

い
る
時
代
で
は
な
い
。

　

臨
時
休
校
中
に
は
、
当
然
の
よ
う
に
オ
ン

ラ
イ
ン
を
使
い
こ
な
す
。

[３A：18 字×22 行×3 段 （タイトル 15 行を含む）] 
教育トークライン原稿 ○月号 P.○ 

常
的
な
道
具
な
の
だ
。 

そ
の
上
で
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
キ
ー
ワ
ー

ド
が
登
場
し
て
い
る
。 

 

①
ス
タ
デ
ィ
・
ロ
グ 

②
個
別
最
適
な
学
び 

③
対
面
と
遠
隔
と
の
融
合 

 

対
面
と
遠
隔
と
を
融
合
さ
せ
た
「
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
化
」
と
し
て
、
中
教
審
で
は
次
の
資
料
も

提
示
さ
れ
て
い
る
。 

 

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
段
階
に
お
け
る
新
た
な

学
び
の
実
現
（
イ
メ
ー
ジ
）（
令
和
二
年
七

月
一
七
日
）
（
下
図
） 

  三三  

具具
体体
的的
にに
動動
きき
始始
めめ
よよ
うう 

こ
う
し
た
資
料
を
じ
っ
く
り
検
討
し
、
ぜ
ひ

校
内
で
も
提
案
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

も
は
や
「
学
び
」
を
教
室
の
中
に
留
め
て
い

る
時
代
で
は
な
い
。 

臨
時
休
校
中
に
は
当 

然
の
よ
う
に
オ
ン
ラ
イ 

ン
を
使
い
こ
な
す
。 

不
登
校
の
子
や
療
養 

し
て
い
る
子
に
も
オ
ン 

ラ
イ
ン
で
の
授
業
を
提 

供
す
る
。 

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
日 

常
の
授
業
に
お
い
て
も
、 

対
面
と
遠
隔
・
オ
ン
ラ 

イ
ン
を
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

化
す
る
。 

遠
隔
地
の
子
供
た
ち 

が
交
流
し
た
り
、
海
外 

と
接
続
し
た
り
す
る
こ 

と
が
当
た
り
前
に
な
る
。 

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
は
、
令
和
い 

三
年
を
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ 

ド
元
年
」
と
位
置
づ
け
、 

研
究
・
実
践
を
開
始
し 

て
い
る
。
全
国
で
動
き 

を
創
り
出
し
た
い
。 

 
     

ポポスストトココロロナナのの段段階階ににおおけけるる新新たたなな学学びびのの実実現現（（ イイメメーージジ））

海外の児童⽣徒と交流をすることに
より、多様な⽂化に触れる機会を設
ける。

多様な考えに触れたり、協働して学習
に取り組む機会の充実を図る。また、
複数の⾼等学校をネットワーク化し、
科⽬の相互履修が可能となる新たな仕
組みを構築する。

病気療養児が、病室等で在籍校の
授業を受ける（出席扱い）。

不登校児童⽣徒と学校をつなぎ、授
業への参加（出席扱い）や、教師、
スクールカウンセラー等による相談
を⾏う。

国内外の⼤学や研究機関、企業等の多様
な⼈材・リソースを活⽤し、最先端のア
カデミックな知⾒を⽤いて特異な才能を
持つ児童⽣徒に対する指導を⾏う。

同時双⽅向型の遠隔授業の実施につい
て、単位数の算定などの要件の⾒直し
を⾏い、多様かつ⾼度な学習機会の充
実を図る。

対⾯指導と遠隔・オンライン教育のハイブリッド化

学習者⽤デジタル教科書・
教材の普及促進

学習履歴等を活⽤した
きめ細かい指導の充実や学習の改善

⾼等学校における遠隔授業の活⽤

病気療養児に対する学習指導

⼤学等と連携した指導

不登校児童⽣徒に対する学習指導

海外の学校との交流学習

中⼭間地域の学校における遠隔授業の活⽤

対面指導の重要性、遠隔・オンライン教育等の実践で明らかになる成果や課題を踏まえ、発達段階に応じて、ICTを活用しつつ、教師が対面指導と家庭や地域社会と
連携した遠隔・オンライン教育とを使いこなす（ ハイブリッド化） ことで協働的な学びを展開する。

※※臨臨時時休休業業時時等等にに学学校校とと児児童童生生徒徒等等のの関関係係をを継継続続しし 、、 学学びびをを保保障障すするるたた
めめ学学校校のの教教育育活活動動をを継継続続すするるたためめのの計計画画をを作作成成すするるななどどのの取取組組をを進進めめるる。。

臨時休業時における
オンラインを含む家庭学習

多多様様なな子子供供たたちちをを誰誰一一人人取取りり 残残すすここととののなないいよようう 、、 個個別別最最適適化化さされれたた
学学びびとと 、、 社社会会ととつつななががるる協協働働的的・・ 探探究究的的なな学学びびをを実実現現。。

令和２年７月1 7日 第11回特別部会
資資 料料 ５５ －－ ３３
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2021年
8月号
特集

英語力
向上法

先生の仕事が楽しくなる

1　私のとっておき英語上達法を公開

2　英語ができるとこんなに得するこの指導法

3　もっと英語ができれば！　海外交流で知った英語の大切さ

イラスト：中濱麻美

夏からはじめよう！



夏
か
ら
は
じ
め
よ
う
！
　
先
生
の
仕
事
が
楽
し
く
な
る 

英
語
力
向
上
法

英
語
力
向
上
法

特集

13   2021. 8

１　

�
小
中
学
校
の
す
べ
て
の
教
師
に
英
語
力
が

必
要
な
時
代

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
の
中
で
、
国
際

共
通
語
で
あ
る
英
語
力
の
向
上
は
日
本
の

将
来
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

平
成
二
六
年
の
「
英
語
教
育
の
在
り
方
に
関

す
る
有
識
者
会
議
」
の
提
言
で
す
。
こ
れ
か
ら

の
日
本
の
教
育
に
と
っ
て
、
英
語
は
極
め
て
重

要
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
小
学
生
の
子
供
た
ち

の
英
語
は
必
修
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、
学
校
の
先
生
方
の
意
識
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
英
語
専
科
の
先
生
で
な
け
れ

ば
、
自
分
自
身
の
英
語
力
は
必
要
な
い
。
そ
う

考
え
て
い
る
方
が
大
半
か
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
教
師
に
こ
そ
英
語
力
が
必
要
で
す
。

教
材
研
究
の
と
き
、
私
は
英
語
で
検
索
し
、

情
報
を
得
て
い
ま
し
た
。
二
〇
年
以
上
前
か
ら

で
す
。
教
科
内
容
に
せ
よ
、
指
導
方
法
に
せ
よ
、

最
先
端
の
有
益
情
報
の
多
く
は
、
ま
ず
英
語
で

発
信
さ
れ
ま
す
。
九
九
％
以
上
が
英
語
で
す
。

２　

国
際
的
な
交
流
が
よ
り
重
要
に
な
る
時
代

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
は
一
九
九
四
年
か
ら
上
海
市
実

験
学
校
と
の
授
業
交
流
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

二
〇
一
六
年
に
は
和
久
田
学
先
生
（
公
益
社

団
法
人
子
ど
も
の
発
達
科
学
研
究
所
）
の
ご
紹

介
で
ミ
シ
ガ
ン
州
の
最
先
端
幼
児
教
育
を
見
学
。

翌
年
か
ら
は
ボ
ス
ト
ン
の
特
別
支
援
教
育
を
、

二
〇
一
八
年
か
ら
は
シ
ア
ト
ル
の
学
校
を
視
察

し
て
い
ま
す
。

そ
の
間
、
さ
ら
に
韓
国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

台
湾
、
香
港
、
中
国
（
深
圳
）
等
も
訪
問
し
ま

し
た
。

こ
れ
ら
の
す
べ
て
の
国
で
、「
英
語
」
は
中

心
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
言
語
で
し
た
。

現
地
の
言
葉
が
分
か
ら
な
く
て
も
、
英
語
が
で

き
れ
ば
仕
事
上
の
意
思
疎
通
は
で
き
ま
す
。

お
か
げ
で
、
非
常
に
た
く
さ
ん
の
有
益
な
情

報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
等
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
が
日

常
的
に
な
っ
て
き
た
現
在
、
こ
う
し
た
機
会
は

さ
ら
に
増
え
る
で
し
ょ
う
。

３　

教
師
こ
そ
、
英
語
力
を
身
に
付
け
る
時
代

子
供
た
ち
の
前
に
立
つ
教
師
だ
か
ら
こ
そ
、

英
語
を
学
ぶ
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
な
感
覚
を
身
に
付
け
、
様
々
な

国
の
様
々
な
教
師
、
様
々
な
職
種
の
方
々
と
ク

ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
す
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
英
語

力
は
必
須
で
す
。
Ａ
Ｉ
翻
訳
機
が
進
化
し
て
い

る
と
は
い
え
、
そ
れ
を
使
っ
て
い
る
人
と
は
、

ど
こ
か
ぎ
こ
ち
な
い
交
流
に
な
り
ま
す
。

何
よ
り
、
自
分
自
身
が
英
語
を
駆
使
し
て
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
楽
し
い
も
の
で
す
。

教
師
と
し
て
の
自
信
も
付
き
ま
す
。
新
し
い
学

び
へ
の
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
す
。

私
の
企
画
チ
ー
ム
で
は
、
毎
月
の
会
議
は
す

べ
て
英
語
で
行
っ
て
い
ま
す
。
英
語
で
の
会
議

を
二
〇
一
七
年
に
開
始
し
て
か
ら
、
丸
四
年
た

ち
ま
し
た
。
最
初
は
た
ど
た
ど
し
く
、
ス
ト
レ

ス
も
あ
り
ま
し
た
。
今
で
は
相
当
流
暢
に
話
す

人
が
複
数
名
出
て
き
て
い
ま
す
。

全
国
の
先
生
方
が
率
先
し
て
、
子
供
た
ち
と

共
に
英
語
を
学
び
、
活
用
し
て
下
さ
る
こ
と
を

願
っ
て
の
特
集
で
す
。

�

（
本
誌
編
集
長　

谷
和
樹
）
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二
〇
年
以
上
前
、
私
は
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
の
英

語
で
、
二
〇
〇
点
満
点
の
一
九
八
点
だ
っ
た
。

　

受
験
英
語
は
ク
リ
ア
し
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
で
は
歯
が
立
た
な
か
っ
た
。

　

九
か
月
間
、
交
換
留
学
生
と
し
て
ア
メ
リ
カ
で
生
活
し
、

向
山
浩
子
氏
の
ご
著
書
に
あ
る
こ
と
と
同
じ
体
験
を
し
た
。

　

あ
る
大
学
の
授
業
で
、
教
授
に
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
た
。

「
次
の
授
業
（
来
週
）
ま
で
に
こ
の
本
を
読
ん
で
、
レ

ポ
ー
ト
を
書
い
て
き
て
く
だ
さ
い
」

　

愕
然
と
し
な
が
ら
次
の
授
業
に
行
っ
た
私
は
、
ま
た
別

の
教
授
に
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
言
わ
れ
た
。

「
次
の
授
業
（
来
週
）
ま
で
に
こ
の
本
を
読
ん
で
き
て
く

だ
さ
い
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
ま
す
」

　

も
う
、
ど
う
し
て
い
い
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。

結
論
１　

受
験
英
語
力
と
使
え
る
英
語
力
は
異
な
る
。

　

使
え
る
英
語
力
と
は
、 「
四
技
能
の
統
合
」
で
あ
る
。

　

四
技
能
と
は
、「
聞
く
、
話
す
、
読
む
、
書
く
」
で
あ
る
。

　

四
技
能
の
内
、「
聞
く
、
話
す
」
の
二
技
能
を
高
速
で

何
往
復
も
行
う
こ
と
を
、「
や
り
と
り
」
と
浩
子
氏
は
呼

ぶ
。

　

今
の
私
は
、
あ
る
程
度
、「
や
り
と
り
」
が
で
き
る
。

結
論
２　
「
や
り
と
り
」
の
上
達
方
法
は
留
学
す
る
こ
と
。

　

し
か
し
、
留
学
は
お
金
も
時
間
も
か
か
っ
て
し
ま
う
。

　

そ
こ
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
で
あ
る
。

　

そ
れ
を
ど
う
活
用
す
る
か
。

　

ど
の
会
社
の
も
の
で
も
良
い
。
私

は
「N

ative Cam
p

」※
。

　

使
い
方
は
「
フ
リ
ー
ト
ー
ク
」
を

勧
め
る
。

　

し
か
し
、
そ
れ
で
も
留
学
に
比
べ

る
と
効
率
は
落
ち
る
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
で
一
〇
〇
時
間
話
し
て
も
、
留
学

に
は
か
な
わ
な
い
。

　

か
な
わ
な
い
な
ら
ば
、
効
率
を
良
く
す
れ
ば
良
い
。

　

認
知
力
の
高
い
大
人
に
は
、
英
語
の
文
字
と
日
本
語
を

兼
用
し
て
、
記
憶
に
残
り
や
す
く
す
る
こ
と
を
勧
め
る
。

　

ま
ず
、
話
し
た
い
話
題
（
音
楽
、
芸
能
、
ス
ポ
ー
ツ
、

教
育
、
料
理
、
趣
味
、
家
族
、
映
画
な
ど
）
を
決
め
る
。

　

次
に
、
自
動
翻
訳
機
で
自
分
が
言
い
た
い
こ
と
を
英
語

の
文
字
に
直
し
、
そ
れ
を
暗
記
す
る
。
一
～
二
文
で
い
い
。

「
Ｕ
Ｄ
ト
ー
ク
」
と
い
う
無
料
ア
プ
リ
な
ど
何
で
も
良
い
。

　

そ
れ
を
暗
記
し
た
上
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
に
挑
む
。

　

闇
雲
に
や
り
と
り
を
す
る
よ
り
も
、
効
率
が
上
が
る
。

結
論
３　

オ
ン
ラ
イ
ン
英

会
話
と
自
動
翻
訳
機
の
併

用
で
効
率
を
上
げ
る
。

　

英
語
の
音
素
は
多
い
。
発
音
の
意
図
的
練
習
も
必
要
で

あ
る
。

北海道幕別町立忠類中学校　加
か

藤
とう

 心
しん

効率の問題だ。オンライン英会話と自動
翻訳機で効率を上げる！
「やりとり力」はフリートーク（自由会話）で自然に徐々に身に付く。留学で３年くらい？　
オンライン英会話で数百時間？　しかし、時間がかかる。事前に１、２文暗記してからフリー
トークに挑む！　効率ははるかに上がる！

私のとっておき英語上達法を公開

※ �https://nativecam
p.net



　

夏
か
ら
は
じ
め
よ
う
！
　
先
生
の
仕
事
が
楽
し
く
な
る
英
語
力
向
上
法

英
語
力
向
上
法

特集

15   2021. 8

継続力がない人でも、 
オンライン英会話を 
千回達成する仕組みを作る
まず、必ず英語力を向上させると発奮し、オンライン英会話に申し込む。次にライングルー
プを立ち上げ、いつまでに何回行うかを決め、仲間と共に回数を記録し、報告し合う。1年
で千回でも達成できる。

　

二
〇
一
七
年
、
当
時
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
代
表
で
あ
っ
た
向
山
洋

一
氏
の
口
か
ら
、
英
語
を
勉
強
す
る
よ
う
に
と
何
度
も
話

が
あ
っ
た
。「
や
ら
な
い
な
ら
、
中
央
事
務
局
に
来
な
く

て
い
い
」（
文
責
：
井
戸
）
と
い
う
言
葉
が
出
た
と
き
、

私
は
決
心
し
た
。
読
む
の
も
書
く
の
も
得
意
で
は
な
い
が
、

そ
れ
以
上
に
苦
手
意
識
が
あ
っ
た
「
話
す
力
」
を
付
け
る

た
め
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
を
始
め
よ
う
と
。

四
～
五
回
の
オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
体
験
を
行
っ
た
後
、

「N
ative Cam

p

」
に
正
式
に
申
し
込
ん
だ
。iPhone

一

つ
で
、
ア
プ
リ
を
立
ち
上
げ
て
無
制
限
で
レ
ッ
ス
ン
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
だ
。

　

さ
ら
に
私
を
発
奮
さ
せ
た
の
は
、
現
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
代
表
の

谷
和
樹
氏
で
あ
る
。
二
〇
一
七
年
十
二
月
、
中
央
事
務
局

会
議
の
忘
年
会
で
、
谷
氏
が
ス
ピ
ー
チ
に
立
っ
た
。
手
に

は
手
帳
。
谷
氏
は
、
そ
の
手
帳
を
見
な
が
ら
、
オ
ン
ラ
イ

ン
英
会
話
を
始
め
て
一
年
に
な
る
こ
と
、
回
数
が
三
六
五

回
を
超
え
て
い
る
こ
と
、
つ
ま
り
こ
の
一
年
間
、
一
日
に

一
回
以
上
実
施
し
た
こ
と
を
話
さ
れ
た
。

谷
氏
は
正
確
に
手
帳
に
記
録
し
て
い
た
の
だ
。

　

衝
撃
だ
っ
た
。
谷
氏
に
し
て
こ
の
努
力
。
私
も
や
ら
な

く
て
は
と
思
っ
た
。
ま
ず
、
明
確
に
数
値
目
標
を
決
め
た
。

一
年
間
で
千
回
。
模
擬
授
業
を
千
回
達
成
し
た
経
験
か

ら
、
百
回
で
は
大
き
な
変
化
が
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
た

か
ら
だ
。

さ
っ
そ
く
ノ
ー
ト
を
一
冊
用
意
し
、
記
録
を
始
め
た

（
左
写
真
）。
数
百
回
記
録
し
た
の
ち
、「N

ative Cam
p

」

の
ア
プ
リ
に
毎
回
の
学
習
記
録
が
残
る
こ
と
を
知
り
、
手

書
き
の
記
録
は
終
え
た
。
し
か
し
、
最
初
に
こ
の
よ
う
な

目
に
見
え
る
形
で
記
録
し
て
始
め
た
こ
と
は
、
継
続
に
向

け
て
気
持
ち
を
高
め
る
上
で
意
味
の
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

私
は
も
う
一
つ
大
き
な
工
夫
を
し
た
。
共
に
千
回
取
り

組
み
た
い
と
い
う
強
い
意
思
あ
る
仲
間
を
集
め
、
ラ
イ
ン

グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
た
。
そ
し
て
、
毎
日
の
実
施
回
数

と
合
計
回
数
を
記
録
、
報
告
し
合
っ
た
の
で
あ
る
。

結
果
、
十
ヶ
月
で
千
回
達
成
し
、
一
年
で
千
二
百
回
を

超
え
た
。
拙
く
と
も
、
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
る
楽
し
さ
を
強
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
貴
重
な
修
業
で
あ
っ
た
。
達
成
で
き
た
メ
ン
バ
ー
は
七

人
い
た
。
そ
の
後
、
私
の
オ

ン
ラ
イ
ン
英
会
話
へ
の
熱
は

一
旦
冷
め
た
。

だ
が
、
二
〇
二
一
年
、
再

度
発
奮
。
次
は
、
毎
朝
六
時

か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
。

一
月
か
ら
毎
日
続
け
て
い
る
。

愛知県豊田市立東保見小学校　井
い

戸
ど

 砂
さ

織
おり

私のとっておき英語上達法を公開
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今
年
、
英
検
準
一
級
の
一
次
試
験
に
合
格
し
た
。
準
一

級
は
単
語
が
大
き
な
カ
ギ
と
な
る
。
英
検
に
限
ら
ず
、
単

語
力
は
英
語
力
の
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る
。
私
の
単

語
学
習
法
を
紹
介
す
る
。

１　

お
す
す
め
暗
記
カ
ー
ド
ア
プ
リ
「
A
n
k
i
」

　

単
語
を
覚
え
る
た
め
に
私
が
使
っ
て
い
る
の
が
「
Ａ
ｎ

ｋ
ｉ
」

※
１

と
い
う
暗
記
カ
ー
ド
ア
プ
リ
で
あ
る
。
自
分

で
英
単
語
と
意
味
を
登
録
し
て
、
単
語
帳
を
作
成
す
る
。

作
成
し
た
単
語
帳
を
開
く
と
左
の
①
の
よ
う
な
画
面
に
な

る
。
い
わ
ば
単
語
カ
ー
ド
の
表
面
で
あ
る
。
画
面
を
タ
ッ

プ
す
る
と
②
の
よ
う
に
答
え
が
表
示
さ
れ
た
画
面
に
な
る
。

10分後
もう１度

18日後
簡単

  5  日後
普通

  1  日後
難しい

タップ

①

②

　

こ
の
ア
プ
リ
の
優
れ
た
点
は
、
右
の
②
の
下
部
で
あ
る
。

難
易
度
に
応
じ
て
、
次
は
い
つ
復
習
す
る
か
を
選
べ
る
。

で
き
な
か
っ
た
問
題
だ
け
を
集
中
的
に
復
習
で
き
る
。
向

山
型
漢
字
学
習
シ
ス
テ
ム
と
同
じ
で
あ
る
。

こ
の
ア
プ
リ
は
パ
ソ
コ
ン
と
同
期
で
き
る
。
パ
ソ
コ
ン

にExcel

フ
ァ
イ
ル
で
単
語
を
入
れ
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
ア

プ
リ
に
流
し
込
む
こ
と
が
で
き
る
。「Q

uizlet

」※
２

な
ど

を
見
れ
ば
、
メ
ジ
ャ
ー
な
単
語
帳
が
す
で
に
登
録
さ
れ
て

い
る
。
自
分
の
目
的
や
力
に
応
じ
た
単
語
帳
を
、
そ
こ
か

ら
コ
ピ
ペ
し
てExcel

に
貼
り
付
け
れ
ば
い
い
。

２　

オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
で
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る

　

ボ
キ
ャ
ブ
ラ
リ
ー
に
は
以
下
の
二
種
類
が
あ
る
。

パ
シ
ブ
ボ
キ
ャ
ブ
ラ
リ
ー
：Passive vocabulary

（
読
ん
だ
り
、
聞
い
た
り
で
き
る
単
語
）

ア
ク
テ
ィ
ブ
ボ
キ
ャ
ブ
ラ
リ
ー
：A

ctive vocabulary

（
書
い
た
り
、
話
し
た
り
で
き
る
単
語
）

パ
シ
ブ
ボ
キ
ャ
ブ
ラ
リ
ー
を
ア
ク
テ
ィ
ブ
ボ
キ
ャ
ブ
ラ

リ
ー
に
す
る
た
め
に
は
、
意
識
的
に
使
う
場
面
が
必
要
だ
。

そ
こ
で
役
立
つ
の
が
オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
で
あ
る
。
私
は

「N
ative Cam

p

」を
使
っ
て
い
る
。
レ
ッ
ス
ン
回
数
が
無

制
限
だ
か
ら
だ
。
使
う
単
語
を
レ
ッ
ス
ン
前
に
準
備
し
て

お
き
、
実
際
に
使
っ
て
み
る
。
伝
わ
っ
た
と
き
の
喜
び
は

言
い
よ
う
が
な
い
。
こ
う
し
た
体
験
が
定
着
を
促
す
の
で

あ
る
。

滋賀県野洲市立野洲小学校　若
わか

井
い

 貴
たか

裕
ひろ

結局単語。 
単語を効果的に覚える私の方法
向山型学習システムでインプットした単語を、オンライン英会話でアウトプットする。

私のとっておき英語上達法を公開

Native
Camp
output input

Anki

※
１ �https://apps.ankiw

eb.net

※
２ �https://quizlet.com

/ja



　

夏
か
ら
は
じ
め
よ
う
！
　
先
生
の
仕
事
が
楽
し
く
な
る
英
語
力
向
上
法

英
語
力
向
上
法

特集

17   2021. 8

私
の
お
す
す
め
英
会
話
レ
ッ
ス
ン
は
こ
れ
で
あ
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話N

ativeC
am
p

T
O

EIC®
L&

R T
EST

 

６
０
０
点
対
策
コ
ー
ス

谷
和
樹
氏
の
英
語
学
習
会
に
参
加
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。

そ
の
時
、
谷
氏
が
こ
う
言
わ
れ
た
。

「
英
語
を
聞
き
取
る
力
を
付
け
る
の
は
、
と
て
も
難

し
い
」�

（
文
責　

芹
沢
）

　

そ
こ
で
、
谷
氏
は
リ
ス
ニ
ン
グ
力
を
鍛
え
る
様
々
な
ア

プ
リ
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

そ
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
英
語
を
聞
い
て
、
英
文
の

空
欄
に
入
る
単
語
は
何
か
、
回
答
す
る
も
の
だ
っ
た
。

幸
運
に
も
、
私
が
取
り
組
ん
で
い
る
オ
ン
ラ
イ
ン
英
会

話
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
中
に
、
こ
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
と
同

じ
学
習
方
法
が
含
ま
れ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
英
検
上
級
レ
ベ
ル
の
日
本

人
英
会
話
講
師
に
相
談
す
る
と
「
そ
の
方
法
が
い
い
！　

私
も
そ
の
方
法
で
リ
ス
ニ
ン
グ
力
を
短
期
間
で
上
げ
る
こ

と
に
成
功
し
た
」
と
教
え
て
く
れ
た
の
だ
。

そ
れ
が
「
穴
あ
き
文
章
聞
き
取
り
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
だ
。

要
す
る
に
、
文
章
の
所
々
の
単
語
が
空
欄
に
な
っ
て
お
り
、

ネ
イ
テ
ィ
ブ
が
ど
ん
な
単
語
を
発
音
し
た
の
か
を
答
え
る

問
題
だ
。

こ
の
学
習
を
続
け
て
き
た
こ
と
で
、
腹
の
底
か
ら
実
感

す
る
こ
と
が
二
つ
あ
っ
た
。

　

一
つ
め
は
、
聞
こ
え
て
く
る
英
語
の
ス
ピ
ー
ド
が

以
前
よ
り
も
遅
く
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で

あ
る
。

続
け
て
い
く
う
ち
に
、
ニ
ュ
ー
ス
英
語
な
ど
が
ゆ
っ
た

り
と
し
た
ス
ピ
ー
ド
に
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　

二
つ
め
は
、「
な
ん
と
な
く
、
こ
ん
な
こ
と
を
言

い
た
い
ん
だ
な
あ
」
と
い
う
、
文
章
の
概
略
を
掴
め

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
ま
だ
ま
だ
聞
き
取
る
力
は
不
足
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
穴
あ
き
文
章
聞
き
取
り
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

継
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
確
実
に
聞
き
取
る
力
を
上
げ

る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

静岡県公立小学校　芹
せり

沢
ざわ

 晴
はる

信
のぶ

「穴あき文章聞き取りトレーニング」が 
ベスト
文章全体をしっかり聞き取るための１番優れたリスニングトレーニングが「穴あき文章聞き
取りトレーニング」だ。

私のとっておき英語上達法を公開
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１　

圧
倒
的
な
「
英
語
」
に
よ
る
情
報

　

谷
和
樹
氏
は
教
員
の
専
門
性
の
一
つ
を
こ
う
述
べ
る
。

「
様
々
な
オ
プ
シ
ョ
ン
、
方
法
を
豊
富
に
知
っ
て

い
る
こ
と
」
が
重
要
。

　

そ
し
て
谷
氏
は
「butterfly 

m
ethod

」
に
言
及
し
て
い
る

※
１

。

こ
れ
は
「w

ritten m
ethod

（
補

助
計
算
）」
の
一
つ
で
あ
る
。

『Y
ahoo! Japan

』
な
ら
「
補
助
計
算　

算
数
」、『Y

ahoo!

（http://w
w

w
.yahoo.com

）』
な
ら
「w

ritten m
ethod 

m
ath
」
と
、
動
画
検
索
す
る
。
ヒ
ッ
ト
数
は
後
者
が
多
い
。

「box m
ethod

」「lattice m
ethod

」
な
ど
、
多
様
に
紹

介
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
様
々
な
方
法
（m

ethod

）
を
教
師
が
豊

富
に
知
っ
て
い
れ
ば
こ
そ
、
教
室
の
子
供
の
実
態
に
応
じ

て
指
導
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

『Google Scholar

』
で
も
同
様
で
あ
る
。
英
語
論
文
の

数
は
圧
倒
的
で
、
日
本
語
の
そ
れ
と
は
桁
が
違
う
。
情
報

も
目
新
し
い
。

　

英
語
で
得
ら
れ
る
情
報
の
量
と
質
は
、
日
本
語
の
比
で

は
な
い
の
だ
。

２　

教
師
が
「
な
ん
で
英
語
や
る
の
？
」

　

四
〇
年
以
上
前
、
中
津
燎
子
氏
は
『
な
ん
で
英
語
や
る

の
？
』（
午
夢
舘
※
現
在
は
文
春
文
庫
）
に
お
い
て
、
日
本

人
が
英
語
を
勉
強
す
る
意
義
を
「
世
界
共
通
語
の
英
語
を

知
ら
な
け
れ
ば
、
生
き
て
ゆ
く
の
に
不
便
だ
か
ら
」
と
述

べ
た
。

　

こ
の
意
義
は
現
在
で
も
不
変
で
あ
る
。

加
え
て
、「
教
育
し
て
い
く
の
に
不
便
」
と
も
言
え
る
。

　

中
央
教
育
審
議
会
は
答
申
で
、
教
師
に
求
め
ら
れ
る
資

質
・
能
力
に
「
教
科
や
教
職
に
関
す
る
専
門
的
知
識
」
を

挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
時
代
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
に
、

「
継
続
的
に
新
し
い
知
識
・
技
能
を
学
び
続
け
て
い
く
こ

と
が
必
要
」
と
も
述
べ
て
い
る

※
２

。

　

英
語
を
学
び
、
英
語
で
情
報
を
得
る
こ
と
。

　

そ
の
情
報
を
活
用
し
て
教
育
す
る
こ
と
。

が
教
師
に
は
必
要
だ
。

　

な
お
、「
自
動
翻
訳
シ
ス
テ
ム
が
完
成
さ
れ
れ
ば
、
英

語
を
学
ぶ
必
要
が
な
く
な
る
」
と
い
う
考
え
が
あ
る
よ
う

だ
。
し
か
し
「
自
動
翻
訳
が
一
〇
〇
％
の
精
度
で
可
能
に

な
る
未
来
は
永
遠
に
来
な
い
」
と
断
言
す
る
研
究
者
も
い

る
※
３

。

　

こ
れ
か
ら
も
、
英
語
を
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

山形県山形市立蔵王第一小学校　佐
さ

藤
とう

 智
とも

彦
ひこ

英語を学び、使い、情報を得よ
日本語だけで「専門的知識」や「新しい技能」を習得するのは困難である。

私のとっておき英語上達法を公開

※‌ ‌

１ �『
第
５
回
Ａ
Ｌ
Ｌ
谷
和
樹
セ
ミ
ナ
ー
ｉ
ｎ
群
馬
』（
冊
子
）（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
群
馬
教
師
力
向
上
学
校
）

※‌

２ �『「
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
」
の
構
築
を
目
指
し
て 

～
全
て
の
子

供
た
ち
の
可
能
性
を
引
き
出
す
、
個
別
最
適
な
学
び
と
、
協
働
的
な

学
び
の
実
現
～
（
答
申
（
中
教
審
第
２
２
８
号
））』（
文
部
科
学
省
）

※‌
３ �『
教
育
の
未
来
を
つ
く
る
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
へ
』（『
教
職
研
修
』

編
集
部
編　

教
育
開
発
研
究
所
）



　

夏
か
ら
は
じ
め
よ
う
！
先
生
の
仕
事
が
楽
し
く
な
る
英
語
力
向
上
法

英
語
力
向
上
法

特集

19   2021. 8

英語文献へのアクセスが特別支援教育に
新しいアイディアをもたらす
簡単な検索から、ぜひトライしよう。

　

ア
メ
リ
カ
へ
の
特
別
支
援
教
育
の
視
察
を
数
年
間
続
け

て
い
る
。

　

自
分
自
身
が
見
た
こ
と
の
な
い
支
援
方
法
や
ア
セ
ス
メ

ン
ト
ツ
ー
ル
を
用
い
て
の
支
援
が
日
常
化
さ
れ
て
お
り
、

毎
回
、
心
か
ら
驚
い
て
い
る
。

　

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
視
察
に
行
か
ず
と
も
、
世
界
の
特

別
支
援
教
育
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
れ
が
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
英
語
検
索
」
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
す
ぐ
に
で
き
る
。

「
で
も
英
語
は
読
め
な
い
し
…
…
」

と
い
う
先
生
方
も
大
丈
夫
で
あ
る
。

「Google

画
像
検
索
」
を
使
う
の
で
あ
る
。

　

実
際
に
、
そ
の
場
面
を
紹
介
す
る
。

例
え
ば
「
ト
ー
ク
ン
エ
コ
ノ
ミ
ー
」
で
あ
る
。

Google

で
「
ト
ー
ク
ン
エ

コ
ノ
ミ
ー　

英
訳
」
と
入
れ

る
。

　

す
る
と
す
ぐ
に

「token econom
y

」
と
出

て
く
る
。

　

こ
れ
で
検
索
が
可
能
で
あ

る
。
た
だ
し
、
ト
ー
ク
ン
エ

コ
ノ
ミ
ー
は
教
育
の
分
野
だ

け
の
単
語
で
な
い
の
で
、
違

う
分
野
の
も
の
も
出
て
く
る
。

　

そ
こ
で
、
検
索
に
必
須
の

単
語
が
あ
る
。

「education

」
で
あ
る
。

こ
れ
で
ど
の
よ
う
な
単
語

の
検
索
も
「
教
育
関
連
」
の

も
の
が
ト
ッ
プ
に
出
て
く
る
。

　

た
だ
し
、Google

で
普
通

の
検
索
を
し
て
し
ま
う
と
、

下
記
の
よ
う
な
英
語
が
並
ぶ

画
面
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
心
が
折
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
検
索
タ
ブ
を
「
画
像
検
索
」
に
し
て
み
て
ほ

し
い
。

　

一
気
に
様
々
な
ト
ー
ク
ン
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
画
像
が
出
て

く
る
。
英
語
が
読
め
な
く
て
も
、
す
ぐ
に
使
え
そ
う
な
ア

イ
デ
ィ
ア
が
見
つ
か
る
。

　

も
し
、
サ
イ
ト
の
詳
細
が
知
り
た
か
っ
た
ら
、
そ
の
サ

イ
ト
をGoogle

翻
訳
に
か
け
れ
ば
良
い
。

　

正
し
い
翻
訳
で
は
な
い
が
、
大
ま
か
な
内
容
を
掴
む
こ

と
が
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
世
界
の
最
先
端
の
特
別
支
援
教
育
に
、

家
か
ら
気
軽
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。

　

最
も
良
く
な
い
こ
と
は
「
英
語
だ
か
ら
難
し
い
」
と
壁

を
作
っ
て
し
ま
う
こ
と
だ
。

長野県長野市通明小学校　小
こ

嶋
じま

 悠
ゆう

紀
き

英語ができるとこんなに得するこの指導法
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Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
で
常
に
上
位
を
占
め
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
、

読
解
教
育
が
国
語
教
育
の
中
核
に
位
置
付
け
ら
れ
、
書

く
・
話
す
・
聞
く
な
ど
の
技
能
も
読
解
教
育
の
一
環
と
し

て
育
成
さ
れ
て
い
る
。

　

国
語
で
扱
う
情
報
源
は
、
教
材
、
自
分
の
知
識
、
経
験

の
三
つ
で
あ
る
。
授
業
で
は
情
報
を
集
め
、
選
別
す
る
と

い
う
作
業
を
す
る
。
そ
の
作
業
を
踏
ま
え
て
自
分
の
考
え

を
構
築
す
る
。
そ
の
う
え
で
考
え
を
論
証
し
た
り
、
他
者

の
考
え
と
比
較
し
て
吟
味
し
た
り
し
、
最
後
に
形
式
を
整

え
て
発
表
す
る
。
向
山
型
分
析
批
評
、
討
論
、
評
論
文
執

筆
の
過
程
と
重
な
る
。

　

こ
れ
ら
一
連
の
作
業
は
、「
読
み
」
で
も
「
書
き
」
で

も
変
わ
ら
な
い
と
い
う
。
外
部
情
報
を
基
に
、
そ
れ
を
自

分
の
知
識
や
経
験
で
理
解
し
た
り
必
要
な
情
報
を
補
っ
た

り
し
な
が
ら
、
自
身
の
考
え
を
形
作
る
過
程
が
「
読
解
」

と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
日
本
の
読
解
教
育
の
大
半
が
、

未
だ
文
脈
の
正
し
い
理
解
、
す
な
わ
ち
正
答
主
義
に
止

ま
っ
て
い
る
現
状
と
の
差
は
大
き
い
。

　

読
解
の
た
め
の
教
材
が
多
種
多
様
で
あ
る
こ
と
も
面
白

い
。
文
学
的
文
章
や
説
明
的
文
章
以
外
の
も
の
を
多
く
取

り
入
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
漫
画
教
材
だ
。
顔
を
し
か

め
て
い
る
お
兄
さ
ん
が
い
る
。
彼
は
家
族
と
一
緒
に
ピ
ク

ニ
ッ
ク
に
来
た
が
意
欲
が
全
く
な
い
。「
ピ
ク
ニ
ッ
ク
を

楽
し
ん
で
い
な
い
こ
と
が
漫
画
の
絵
の
ど
こ
で
分
か
る
の

か
説
明
し
な
さ
い
」
等
の
設
問
が
示
さ
れ
る
。

　

広
告
教
材
も
あ
る
。
携
帯
電
話
の
広
告
で
、
設
問
で
は
、

こ
の
広
告
が
テ
ィ
ー
ン
エ
イ
ジ
ャ
ー
に
最
も
訴
え
か
け
て

い
る
こ
と
を
分
析
さ
せ
、
説
明
さ
せ
る
。
こ
の
種
の
教
材

は
日
本
の
教
科
書
に
も
少
し
ず
つ
浸
透
し
て
い
る
。

　

読
解
教
育
の
到
達
目
標
も
興
味
深
い
。

①
復
唱
読
解　

�

情
報
を
そ
の
ま
ま
取
り
出
す
こ
と
が
で
き

る
レ
ベ
ル
。

②
推
論
読
解　

�

表
示
さ
れ
た
結
論
、
あ
る
い
は
当
然
の
結

論
を
、
文
中
よ
り
証
拠
と
な
る
情
報
を
取

り
出
し
て
論
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
レ
ベ

ル
。

③
評
価
読
解　

�

情
報
と
自
分
の
知
識
や
経
験
と
を
結
び
付

け
、
新
た
な
結
論
を
導
き
出
す
こ
と
が
で

き
る
レ
ベ
ル
。

　

③
の
例
の
一
つ
が
、
登
場
人
物
の
行
動
が
適
切
か
否
か

を
検
討
す
る
学
習
で
あ
る
。
こ
れ
は
私
自
身
も
採
り
入
れ

て
い
る
。
分
析
批
評
の
「
批
評
」
部
分
で
あ
る
。

　

海
外
の
実
践
に
は
「
使
え
る
」
情
報
が
多
々
あ
る
。

※
参
考
資
料

LITER
A

C
Y

 IN
 FIN

LA
N

D
 C

O
U

N
TR

Y
 REP

O
R

T （ELIN
ET

）

FIN
LA

N
D

 - P
IR

LS
 2

0
1

6
 International R

esults in 
R

eading

（IEA

）

東
京
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
教
育
研
究
創
発
機
構
　
教
育
測
定
・

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
（
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
講
座
　
他

埼玉県吉見町立吉見中学校　長
は

谷
せ

川
がわ

 博
ひろ

之
ゆき

「読解」の捉え方が広く、深い
正答主義を脱し、自身の考えを形づくるための「読解」授業を展開したい。それはまさに
向山型国語そのものである。

英語ができるとこんなに得するこの指導法
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数
学
は
世
界
共
通
の
言
葉
で
あ
る
。

Y
ou T

ube

で
「
わ
り
算
の
筆
算
」
の
動
画

を
見
せ
る
。
な
お
、「
わ
り
算
の
筆
算
」
は

「long division colum
n m

ethod

」
で
検

索
で
き
る
。

指
示
１　

わ
り
算
の
筆
算
の
動
画
で
す
。
み
な
さ
ん
が

学
校
で
習
っ
た
筆
算
と
違
う
と
こ
ろ
を
、
で
き
る
だ
け

た
く
さ
ん
見
つ
け
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

　

ノ
ー
ト
に
か
か
せ
て
、
発
表
さ
せ
る
。

「『
ひ
き
算
記
号
』
を
か
い
て
い
る
」

「
お
ろ
す
と
き
、『
下
向
き
の
矢
印
』
を
か
い
て
い
る
」

「『
あ
ま
り
は
Ｒ
』
と
か
い
て
い
る
」
…

指
示
２　

日
本
式
の
筆
算
と
全
く
同
じ
と
こ
ろ
は
ど
こ

で
す
か
。

「『
た
て
る
、
か
け
る
、
ひ
く
、
お
ろ
す
』
の
手
順
が
同
じ
」

発
問
１　

英
語
が
す
ご
く
苦
手
な
人
で
も
、
動
画
を
見

れ
ば
、
わ
り
算
の
筆
算
の
や
り
方
が
分
か
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
ど
う
し
て
な
の
で
す
か
。

「
四
年
生
で
勉
強
し
た
方
法
と
同
じ
」

「
手
順
が
日
本
と
同
じ
だ
か
ら
」
…
…

「
数
学
は
世
界
共
通
の
言
葉
な
の
で
す
ね
」

　

次
に
、「Box M

ethod for Long D
ivision

」
に
挑
戦

さ
せ
る
。

指
示
３　

み
な
さ
ん
が
学
校
で
習
っ
た
筆

算
と
違
う
と
こ
ろ
を
、
で
き
る
だ
け
た
く

さ
ん
見
つ
け
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

「『
商
に
０
が
つ
い
て
、
０
９
４
』
と
か
か
れ
て
い
る
」

「『
７−

０
の
計
算
』
を
し
て
い
る
」

「
お
ろ
す
（Bring dow

n

）
で
は
な
く
、『
上
げ
る
（Bring 

up

）』
に
な
っ
て
い
る
」
…

発
問
２　

英
語
が
す
ご
く
苦
手
な
人
も
、
動
画
を
見
れ

ば
、
こ
の
新
し
い
筆
算
の
や
り
方
が
分
か
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
ど
う
し
て
な
の
で
す
か
。

「
数
学
が
世
界
共
通
の
言
葉
だ
か
ら
で
す
」

東京都立工芸高等学校　村
むら

瀬
せ

 歩
あゆむ

動画を使った外国の筆算指導 
～数学は世界共通言語～
数学は世界共通の学問である。英語を学べば、数学の知識を深めることができるし、数学
によって英語を学ぶこともできる。

英語ができるとこんなに得するこの指導法
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子
供
た
ち
が
大
人
に
な
る
頃
、
今
以
上
に
、
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
は
大
事
な
ス
キ
ル
と
な
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
は
英
語
で
あ
る
。
Ｉ
Ｔ
エ
ン
ジ
ニ
ア

の
西
野
竜
太
郎
氏
は
、「
Ｉ
Ｔ
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
と
っ
て
英

語
が
必
須
で
あ
る
と
い
う
状
況
は
続
く
」「『
苦
手
だ
か
ら

嵐
が
過
ぎ
去
る
ま
で
待
つ
』
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な

い
」
と
書
い
て
い
る
。

で
は
、
教
師
で
あ
る
私
は
、
教
室
で
い
か
な
る
実
践
を

し
て
い
る
の
か
？

私
は
、
二
つ
の
こ
と
を
し
て
い
る
。

「
ア
ワ
ー
オ
ブ
コ
ー
ド
」※
→
コ
ー
ド
の
表
示

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
学
べ
る
「
ア
ワ
ー
オ
ブ
コ
ー
ド
」。

子
供
た
ち
が
楽
し
く
学
べ
る
サ
イ
ト
だ
。「
コ
ー
ド
の

表
示
」
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
英
語
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
表

示
さ
れ
る
。
子
供
た
ち
が
、「
ア
ワ
ー
オ
ブ
コ
ー
ド
」
に

慣
れ
て
き
た
ら
、
指
示
す
る
。

「
実
行
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
前
に
、

コ
ー
ド
の
表
示
を
し
て
ご
ら
ん

な
さ
い
。
英
語
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
見
ら
れ
る
か
ら
ね
」

　

さ
ら
に
慣
れ
て
き
た
ら
、
日

本
語
サ
イ
ト
で
は
な
く
、
英
語

サ
イ
ト
を
紹
介
す
る
。

　

子
供
た
ち
は
「
で
き
る
！
」
と
喜
ぶ
。
教
師
が
思
っ
て

い
る
以
上
に
、
子
供
は
英
語
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
使
い
こ
な

す
。

　

電
子
黒
板
で
提
示

す
る
際
、
私
は
自
分

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
と
子

供
一
人
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
提
示
し
て
い
る
。

　

教
師
画
面
と
子
供

画
面
を
提
示
す
る
こ

と
で
、「
み
ん
な
、

こ
こ
に
（
提
示
し
て

い
る
子
供
の
画
面
を
指
し
な
が
ら
）『
ア
ワ
ー
オ
ブ
コ
ー

ド
』
と
入
れ
な
さ
い
。
そ
う
す
る
と
、
先
生
と
同
じ
画
面

が
で
て
き
ま
す
」
と
指
示
が
し
や
す
く
な
る
。

ス
ク
ラ
ッ
チ
→
中
を
見
る

　

ス
ク
ラ
ッ
チ
に
は
、
世
界
中
の
人
が
作
っ
た
楽
し
い
作

品
が
あ
る
。
見
る
だ
け
で
は
な
い
。「
中
を
見
る
」
を
ク

リ
ッ
ク
す
る
と
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
今
、
見
て
い
た

サ
イ
ト
が
、
誰
か
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、

英
語
で
、
作
ら
れ
た
こ
と
を
体
感
さ

せ
る
。

山口県下関市立清末小学校　林
はやし

 健
たけ

広
ひろ

子供は教師が思っている以上に、 
英語のプログラムに慣れていく
～オススメ２つのサイトと指示～

英語ができるとこんなに得するこの指導法

↑�原稿の内容を、動画で�
紹介しています。

引
用
文
献　
『
現
場
で
困
ら
な
い
！　

Ｉ
Ｔ
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
た
め
の
英
語

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
』（
西
野
竜
太
郎
著　

翔
泳
社
）

※ �https://hourofcode.jp
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１　

欧
州
の
動
画
読
解
教
育

諸
外
国
の
動
画
を
用
い
た
教
育
を
調
べ
た
。
英
文
サ
イ

ト
や
資
料
・
論
文
を
翻
訳
し
な
が
ら
読
む
。
映
画
や
動
画

を
教
材
に
し
た
教
育
の
多
さ
に
驚
愕
す
る
。「
動
画
は
文

章
と
同
じ
よ
う
に
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
」
と
い
う
考
え
方
が

根
本
に
あ
る
。
Ｂ
Ｆ
Ｉ
（
英
国
映
画
協
会
）
で
は
、「
映

画
教
育
」
の
枠
組
み
を
作
成
し
て
い
る
。
批
判
的
思
考

（
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
）
な
ど
、
単
に
映
画
を
楽

し
む
た
め
の
も
の
で
は
な
く
、
映
像
の
「
構
造
」
や
「
効

果
」、
時
代
背
景
や
政
治
的
背
景
ま
で
を
読
み
取
ら
せ
る

教
材
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム 

が
存
在
す
る
。
そ
の
Ｂ
Ｆ
Ｉ
で

作
成
し
て
い
る
教
師
の
た
め
の
動
画
読
解
の
指
導
書
が

『LOOK
 A

GA
IN

!

』（BFI Education

）
で
あ
る
（LOOK

 
A

GA
IN

!  BFI
で
検
索
す
る
と
閲
覧
可
能
）。『LO

O
K

 
A

GA
IN

!

』
に
は
基
本
的
な
動
画
教
育
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
が

八
つ
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
に

音
と
画
像　

Sound and im
age

が
あ
る
。
効
果
音
や
Ｂ
Ｇ
Ｍ
の
イ
メ
ー
ジ
、
効
果
を
発

問
で
読
み
取
ら
せ
る
。
動
画
に
お
け
る
「
音
」
と
い
う

コ
ー
ド
を
教
え
、
読
み
取
ら
せ
る
方
法
は
日
本
の
子
供
た

ち
に
も
有
効
で
あ
る
。
次
の
よ
う
な
授
業
を
行
っ
た
。

２　
「
音
」
を
読
解
さ
せ
る
授
業

最
初
に
動
画
を
見
せ
る
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
①
）。

発
問　

ど
ん
な
感
じ
が
し
ま
す
か
。

「
怖
い
感
じ
」「
お
化
け
屋
敷
」「
ホ

ラ
ー
」
な
ど
が
出
さ
れ
た
。

発
問　

何
種
類
の
音
が
出
て
き
ま
す
か
。

再
び
再
生
し
、
考
え
さ
せ
る
。
Ｂ
Ｇ
Ｍ
と
効
果
音
の
２

種
類
だ
。
次
の
動
画
を
見
せ
る
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
②
）。
映

像
自
体
は
何
も
変
わ
ら
な
い
が
、

「
音
」
だ
け
が
異
な
る
。

発
問　

ど
ん
な
感
じ
が
し
ま
す
か
。

「
可
愛
い
感
じ
」「
面
白
い
」「
笑
え

る
」
な
ど
が
出
さ
れ
る
。

発
問　

何
種
類
の
音
が
出
て
き
ま
す
か
。

こ
れ
も
Ｂ
Ｇ
Ｍ
と
効
果
音
の
二
種
類
だ
。

指
示　

二
つ
の
動
画
を
見
て
、
分
か
っ
た
こ
と
・
気
付

い
た
こ
と
・
思
っ
た
こ
と
を
書
き
な
さ
い
。

「
映
像
は
同
じ
で
も
音
楽
が
違
う
」「
音
楽
が
違
う
だ
け

で
、
雰
囲
気
が
全
然
違
う
」
な
ど
の
考
え
が
出
さ
れ
る
。

こ
の
後
、
有
名
な
映
画
の
予
告
編
な
ど
を
見
せ
て
、
音

の
効
果
を
分
析
さ
せ
る
と
面
白
い
。

英
語
で
諸
外
国
の
先
行
実
践
を
学
ぶ
こ
と
で
、
動
画
読

解
の
授
業
を
よ
り
楽
し
く
組
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

北海道北見市立三輪小学校　塩
しお

谷
や

 直
なお

大
ひろ

英語で動画を読解させる手法を学び、 
日本の教室で実践してみよう

動画読解とは「動画から情報を取り出し、分析し、
読み解くこと」である。これは谷和樹氏の言葉を
もとにした定義だ。イギリスやスコットランドな
どの諸外国では先進的に動画読解を教育に取り
入れている。

英語ができるとこんなに得するこの指導法
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１　

日
本
語
と
英
語
で
は
ヒ
ッ
ト
数
が
桁
違
い

下
は
、
グ
ー
グ
ル
ス
カ

ラ
ー
（Google Scholar

）※

で
、
日
本
語
と
英
語
そ
れ
ぞ

れ
で
検
索
し
た
場
合
の
画
面

で
あ
る
。

「
学
び
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

化
」「H

ybrid Learning　

M
odels

」、
つ
ま
り
同
じ
意

味
の
論
文
を
検
索
し
た
時
の

そ
れ
ぞ
れ
の
ヒ
ッ
ト
数
は
、

約
千
八
百
件
と
約
百
八
十
万

件
で
あ
る
。

文
字
通
り
桁
違
い
で
あ
る
。

２　

英
語
論
文
検
索
で
、
世
界
の
英
知
を
情
報
源
に
！

「H
ybrid Learning　

M
odels

」
と
似
た
言
葉
に

「Blended Learning M
odels

」（
ブ
レ
ン
デ
ィ
ッ
ド 

ラ
ー
ニ
ン
グ 

モ
デ
ル
ズ
）
が
あ
る
。

こ
れ
は
、「
一
部
が
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
か
ら
成
り
、
生

徒
自
身
が
学
習
の
時
間
、
場
所
、
方
法
ま
た
は
ペ
ー
ス
を

管
理
す
る
正
式
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
こ
と
で
あ
る
。

（『
ブ
レ
ン
デ
ィ
ッ
ド
・
ラ
ー
ニ
ン

グ
の
衝
撃
』（
マ
イ
ケ
ル
・
Ｂ
・

ホ
ー
ン
／
ヘ
ザ
ー
・
ス
テ
イ
カ
ー

著　

教
育
開
発
研
究
所
）
よ
り
引

用
）

　

こ
れ
に
つ
い
て
も
グ
ー
グ
ル
ス

カ
ラ
ー
で
検
索
し
た
。

下
の
画
面
で
あ
る
。

　

二
番
目
の
記
事
「B

uilding 
Effective Blended Learning 
Program

s

」（
効
果
的
な
ブ
レ
ン

デ
ィ
ッ
ド
ラ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
）
を
読
ん
だ
。

　

左
下
は
、「K

han’s O
ctagonal Fram

ew
ork

」
と
呼

ば
れ
る
図
で
あ
る
。

　

一
番
外
側
に
あ
る
八
つ
の
項
目
を
適
切
に
ブ
レ
ン
ド
し

て
、
効
果
的
な
ブ
レ
ン
デ
ィ
ッ
ド
ラ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
構
築
す
る
た
め

に
活
用
す
る
。

　

学
び
の
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
化
を
目
指
し

て
い
る
私
た
ち
に

と
っ
て
、
と
て
も
興

味
深
い
内
容
で
あ
る
。

兵庫県姫路市立高岡小学校　西
にし

田
だ

 真
ま

衣
い

子
こ

英語論文を検索して、 
世界の英知を情報源にしよう！
検索した時のヒット数を比べると、英語の方が日本語より桁違いに多い。最先端の知識の
多くが英語で発信される現実を受け止め、有益な英語論文にアクセスしよう。

英語ができるとこんなに得するこの指導法

教育トークライン特集原稿 22 字×23 行×2＋タイトル 

タ
イ
ト
ル 

英
語
論
文
を
検
索
し
て
、
世
界
の
英
知
を
情
報
源
に
し
よ

う
！ 

リ
ー
ド
文 

日
本
語
と
英
語
で
は
、
検
索
し
た
と
き
の
ヒ
ッ
ト
数
が
桁

違
い
で
あ
る
。
最
先
端
内
容
の
多
く
が
英
語
で
発
信
さ
れ

る
現
実
を
受
け
止
め
、
有
益
な
英
語
論
文
に
ア
ク
セ
ス
し

よ
う
。 

兵
庫
県
姫
路
市
立
高
岡
小
学
校 

西
田

真
衣
子 

（
に
し
だ

ま
い
こ
） 

    

一一
．．
日日
本本
語語
とと
英英
語語
でで
はは
ヒヒ
ッッ
トト
数数
がが
桁桁
違違
いい  

左
は
、
※
グ
ー
グ
ル
ス
カ

ラ
ー
（G

oogle Scholar

）

で
、
日
本
語
と
英
語
そ
れ
ぞ

れ
で
検
索
し
た
場
合
の
画

面
で
あ
る
。 

「
学
び
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
化
」「

」
、
つ
ま
り
同
じ
意

味
の
論
文
を
検
索
し
た
時

の
そ
れ
ぞ
れ
の
ヒ
ッ
ト
数

は
、
約
千
八
百
件
と
約
百
八

十
万
件
で
あ
る
。 

文
字
通
り
桁
違
い
で
あ

る
。  

二二
．．
英英
語語
論論
文文
検検
索索
でで
、、
世世
界界
のの
英英
知知
をを
情情
報報
源源
にに
！！  

「

」
と
似
た
言
葉
に

「

」（
ブ
レ
ン
デ
ィ
ッ
ド 

ラ

ー
ニ
ン
グ 

モ
デ
ル
ズ
）
が
あ
る
。 

こ
れ
は
、「「
一一
部部
がが
オオ
ンン
ララ
イイ
ンン
学学
習習
かか
らら
成成
りり
、、
生生
徒徒

自自
身身
がが
学学
習習
のの
時時
間間
、、
場場
所所
、、
方方
法法
まま
たた
はは
ペペ
ーー
スス
をを
管管
理理

すす
るる
正正
式式
なな
教教
育育
ププ
ロロ
ググ
ララ
ムム
」」
の
こ
と
で
あ
る
。（「
ブ

レ
ン
デ
ィ
ッ
ド
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
衝

撃
」
マ
イ
ケ
ル
・B

・
ホ
ー
ン
＋
ヘ
ザ

ー
・
ス
テ
イ
カ
ー
著 

よ
り
引
用
。
文

責
：
西
田
） 

こ
れ
に
つ
い
て
も
グ
ー
グ
ル
ス

 

カ
ラ
ー
で
検
索
し
た
。 

下
の
画
面
で
あ
る
。 

二
番
目
の
記
事
「Building 

Effective Blended Learning 
Program

s

」（
効
果
的
な
ブ
レ
ン
デ

ィ
ッ
ド
ラ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
構
築
）
を
読
ん
だ
。 

左
下
は
、「Khan

’s O
ctagonal Fram

ew
ork

」
と

呼
ば
れ
る
図
で
あ
る
。 

一
番
外
側
に
あ
る
八
つ 

の
項
目
を
適
切
に
ブ
レ
ン
ド 

し
て
、
効
果
的
な
ブ
レ
ン
デ 

ィ
ッ
ド
ラ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ 

ラ
ム
を
構
築
す
る
た
め
に
活 

用
す
る
。 

学
び
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化 

を
目
指
し
て
い
る
私
た
ち
に 

と
っ
て
、
と
て
も
興
味
深
い
内
容
で
あ
る
。 

※
グ
ー
グ
ル
ス
カ
ラ
ー
（Google Scholar

）…

グ
ー
グ
ル
が
提

供
す
る
論
文
検
索
サ
ー
ビ
ス
。https://scholar.google.co.jp/ 

約１，８１０件

約１，８１０，０００件
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、、
方方
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ペペ
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をを
管管
理理
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るる
正正
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なな
教教
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ププ
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ググ
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ムム
」」
の
こ
と
で
あ
る
。（「
ブ

レ
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ィ
ッ
ド
・
ラ
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ニ
ン
グ
の
衝

撃
」
マ
イ
ケ
ル
・B

・
ホ
ー
ン
＋
ヘ
ザ
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・
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テ
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カ
ー
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よ
り
引
用
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文

責
：
西
田
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こ
れ
に
つ
い
て
も
グ
ー
グ
ル
ス

 

カ
ラ
ー
で
検
索
し
た
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下
の
画
面
で
あ
る
。 

二
番
目
の
記
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「Building 
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」（
効
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的
な
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レ
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デ

ィ
ッ
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ラ
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ニ
ン
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ロ
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ム

の
構
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）
を
読
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だ
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下
は
、「Khan

’s O
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ork

」
と

呼
ば
れ
る
図
で
あ
る
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に
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の
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目
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、
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築
す
る
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に
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す
る
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の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化 

を
目
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て
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る
私
た
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て
、
と
て
も
興
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深
い
内
容
で
あ
る
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※
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ル
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カ
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（Google Scholar

）…
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ー
グ
ル
が
提

供
す
る
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文
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で
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る
。
最
先
端
内
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の
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が
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る
現
実
を
受
け
止
め
、
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に
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う
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立
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（
に
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だ

ま
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こ
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日日
本本
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とと
英英
語語
でで
はは
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数数
がが
桁桁
違違
いい  

左
は
、
※
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ル
ス
カ

ラ
ー
（G
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で
、
日
本
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と
英
語
そ
れ
ぞ

れ
で
検
索
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た
場
合
の
画

面
で
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る
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」
、
つ
ま
り
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意
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の
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文
を
検
索
し
た
時

の
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ぞ
れ
の
ヒ
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ト
数

は
、
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と
約
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万
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で
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通
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違
い
で
あ

る
。  

二二
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文文
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でで
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のの
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知知
をを
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にに
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と
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に
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レ
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グ 
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）
が
あ
る
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は
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成成
りり
、、
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身身
がが
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のの
時時
間間
、、
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所所
、、
方方
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はは
ペペ
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スス
をを
管管
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るる
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式式
なな
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育育
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ロロ
ググ
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」」
の
こ
と
で
あ
る
。（「
ブ

レ
ン
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ッ
ド
・
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ン
グ
の
衝
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」
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イ
ケ
ル
・B

・
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ー
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ザ

ー
・
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テ
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り
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。
文

責
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田
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に
つ
い
て
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カ
ラ
ー
で
検
索
し
た
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下
の
画
面
で
あ
る
。 

二
番
目
の
記
事
「Building 

Effective Blended Learning 
Program

s

」（
効
果
的
な
ブ
レ
ン
デ

ィ
ッ
ド
ラ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
構
築
）
を
読
ん
だ
。 

左
下
は
、「Khan

’s O
ctagonal Fram

ew
ork

」
と

呼
ば
れ
る
図
で
あ
る
。 

一
番
外
側
に
あ
る
八
つ 

の
項
目
を
適
切
に
ブ
レ
ン
ド 

し
て
、
効
果
的
な
ブ
レ
ン
デ 

ィ
ッ
ド
ラ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ 

ラ
ム
を
構
築
す
る
た
め
に
活 

用
す
る
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学
び
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化 

を
目
指
し
て
い
る
私
た
ち
に 

と
っ
て
、
と
て
も
興
味
深
い
内
容
で
あ
る
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※
グ
ー
グ
ル
ス
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ラ
ー
（Google Scholar

）…

グ
ー
グ
ル
が
提

供
す
る
論
文
検
索
サ
ー
ビ
ス
。https://scholar.google.co.jp/ 

約１，８１０件

約１，８１０，０００件

※ �

グ
ー
グ
ル
ス
カ
ラ
ー
（G

oogle S
cholar

）
…
グ
ー
グ
ル
が
提
供
す

る
論
文
検
索
サ
ー
ビ
ス
。https://scholar.google.co.jp/



　

夏
か
ら
は
じ
め
よ
う
！
　
先
生
の
仕
事
が
楽
し
く
な
る
英
語
力
向
上
法

英
語
力
向
上
法

特集
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兵庫県丹波篠山市立味間小学校　川
かわ

原
はら

 雅
まさ

樹
き

ボストンで見た特別支援教育の凄さ
メタ認知※１している生の声を理解できなければ、世界最先端の特別支援教育は理解できない。

もっと英語ができれば！　海外交流で知った英語の大切さ

　

Ｌ
Ｄ

※
２

の
専
門
学
校
「
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
ス
ク
ー
ル
」
指
導
原
則
６
「
メ
タ

認
知
」。
視
察
し
た
ボ
ス
ト
ン
の
公
立

小
学
校
も
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
ス
ク
ー
ル
も
、

子
供
の
メ
タ
認
知
を
重
要
視
し
て
い
た
。

そ
れ
は
活
動
を
見
た
ら
何
と
な
く
分

か
る
。
し
か
し
、
授
業
中
の
子
供
と

教
師
の
発
言
が
英
語
で
聞
き
取
れ
な
い
。

解
説
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
の
英

語
も
聞
き
取
れ
な
い
。

英
語
が
分
か
ら
な
い
と
、
本
質
が
百
分
の
一
も
理

解
で
き
な
い
。

　

メ
タ
認
知
の
最
終
形
が
、
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
ス
ク
ー
ル
の
高
校
生
に
よ
る

「
自
分
の
特
性
を
説
明
す
る
た
め
の
プ

レ
ゼ
ン
作
り
」
で
あ
っ
た
。
上
の
画
像

は
生
徒
が
調
べ
て
い
た
も
の
だ
。
調
べ

な
が
ら
、
生
徒
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
出
会
っ
て
き
た
理

不
尽
を
語
り
合
っ
て
い
た
。
こ
れ
も
内
容
が
聞
き
取
れ

な
い
。
生
の
声
・
主
張
が
分
か
ら
な
い
の
だ
。
英
語
が

分
か
ら
な
い
と
世
界
最
先
端
の
特
別
支
援
教
育
は
分
か

ら
な
い
。「
も
っ
と
英
語
が
で
き
れ
ば
！
」
子
供
の
た
め
、

日
本
の
た
め
、
英
語
の
勉
強
を
今
も
な
お
続
け
て
い
る
。

※
１ �

自
分
自
身
の
思
考
、
行
動
、
感
情
な
ど
を
客
観
的
に
認
識
し
、
制
御

す
る
こ
と
。

※
２ 
学
習
障
害

　

ビ
バ
リ
ー
地
区
の
公
立Hannah

小
学
校
。
全
て
の
子
が
、

確
実
に
力
を
付
け
る
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
て
い
た
。

校
長
先
生
自
ら
案
内
、
丁
寧
に
説
明
し
て
く
れ
た
。
Ｉ

Ｔ
機
器
の
操
作
を
実
際
に
見
な
が
ら
聞
い
て
い
た
の
で
、

大
体
の
仕
組
み
は
分
か
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
質
問
し

た
い
こ
と
が
次
々
に
湧
い
て
き
た
。
し
か
し
、
突
っ
込
ん

だ
質
問
を
す
る
に
は
、
英
語
力
が
不
足
し
て
い
た
。

算
数
で
は
「ST

 M
ath

」
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
採

用
し
て
い
た
。

①�

子
供
の
答
え
に
対
し
て
、
瞬
時
に
Ｐ
Ｃ
が
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
を
示
す

②�

子
供
が
、
レ
ベ
ル
を
ク
リ
ア
す
る
ま
で
は
、
何
度
も

挑
戦
で
き
る
。

③�

問
題
を
ク
リ
ア
す
る
と
、
ア
プ
リ
が
褒
め
て
く
れ
る
。

学
習
全
体
で
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

１
）�

Ｐ
Ｃ
を
使
っ
た
個
別
学
習

２
）�

教
師
に
よ
る
一
斉
学
習
（
同
じ
レ
ベ
ル
の
子
へ
の

一
斉
授
業
）

３
）�Project Based Learning

（
問
題
解
決
型
学
習
）

さ
ら
に
、
家
庭
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
ロ
グ
イ
ン
し
、
学

習
を
進
め
る
こ
と
も
で
き
る
。
学
習
状
況
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
上
に
全
て
記
録
さ
れ
る
。

英
語
を
も
っ
と
使
い
こ
な
し
、
も
っ
と
細
部
ま
で
理

解
し
た
い
。
そ
う
痛
感
し
た
海
外
視
察
だ
っ
た
。

静岡県公立小学校　手
て

塚
づか

 美
み

和
わ

1人1台端末と、優れた教育プログラムが 
〈超一流の目線〉と〈再現能力〉を補っていた
アメリカには、1人残らずどの子にも力を付ける教育プログラムがたくさんあった。英語力
を高めてもっと学びたい。

もっと英語ができれば！　海外交流で知った英語の大切さ



26

東京都公立小学校　関
せき

根
ね

 朋
とも

子
こ

英語を学んで最先端情報を手に入れる
〜ミシガン州「超」最先端幼児教育見学会で痛感〜

もっと英語ができれば！　海外交流で知った英語の大切さ

神奈川県相模原市立大島小学校　鈴
すず

木
き

　恭
きょう

子
こ

夏からはじめよう！　英会話
ミシガン州の「超」最先端幼児教育の場で。

もっと英語ができれば！　海外交流で知った英語の大切さ

　
私
立
幼
稚
園
の
廊
下
に
は
、
長
短
何
本
も
の
ビ
ニ
ー

ル
テ
ー
プ
が
貼
ら
れ
、「Lengths

」Polar bear 7ft 

等
、

動
物
名
と
身
長
が
記
し
て
あ
っ
た
。
可
視
化
に
よ
り
、

動
物
の
大
き
さ
を
比
較
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

公
立
幼
稚
園
で
は
、
ス
ロ
ー
プ
を
組
み
立
て
ミ
ニ

カ
ー
を
走
ら
せ
て
い
た
。
ス
ロ
ー
プ
の
角
度
を
変
え
、

車
の
速
度
と
の
関
係
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
っ
た
。

遊
び
や
生
活
の
中
に
、
学
び
の
要
素S

（Science

）

T

（T
echnology

）E

（Engineering

）M

（M
ath

）

を
自
然
に
織
り
交
ぜ
、
多
角
的
に
物
事
を
捉
え
る
よ
う

工
夫
さ
れ
て
い
た
。

「
ハ
イ
ス
コ
ー
プ
」
指
導
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
私
立
公

立
問
わ
ず
、
州
で
一
貫
し
て
進
め
ら
れ
て
い
た
。
指
示

発
問
を
含
む
指
導
法
が
共
有
さ
れ
、
園
内
に
は
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
が
掲
示
さ
れ
て
い
た
。
子
供
の
習
熟
状
況
に

合
わ
せ
た
指
導
法
も
明
確
に
さ
れ
て
い
た
。

ハ
イ
ス
コ
ー
プ
の
実
践
を
こ
の
目
で
見
た
く
て
現
地

に
赴
い
た
。
訪
米
時
「
オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
」
は
三
年

が
経
過
し
て
い
た
。
し
か
し
、
現
地
で
は
専
門
的
な
や

り
と
り
は
全
く
理
解
で
き
ず
、
留
学
経
験
者
の
通
訳
に

頼
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

殆
ど
の
科
学
論
文
が
英
語
で
書
か
れ
て
い
る
時
代
だ
。

最
新
情
報
を
得
る
た
め
に
も
、
英
語
を
学
ぶ
こ
と
は
急

務
と
痛
感
し
て
い
る
。

　
教
室
に
入
っ
て
す
ぐ
目

に
付
い
た
も
の
が
【
プ
ロ

グ
ラ
ム
】
だ
。

教
師
が
子
供
の
学
び
方

や
遊
び
方
を
意
図
的
に
誘

導
し
、
子
供
が
自
ら
計
画

を
立
て
て
行
動
し
結
果
を

振
り
返
る
。「
学
び
方
」

が
全
て
の
教
室
に
掲
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
何
が

行
わ
れ
て
い
る
の
か
、
ワ
ク
ワ
ク
し
た
。
実
際
に
指
導

し
て
い
る
場
面
も
見
学
で
き
た
。
目
の
前
で
展
開
さ
れ

る
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
授
業
は
衝
撃
的
だ
っ
た
。

　
実
際
に
こ
の
目
で
見
た
感
動
と
裏
腹
に
、
大
き
な
敗

北
感
も
味
わ
っ
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
に
挑
戦
し
始

め
て
半
年
く
ら
い
。
ま
だ
ま
だ
会
話
が
で
き
る
レ
ベ
ル

で
は
な
か
っ
た
。
教
育
用
語
は
歯
が
立
た
な
い
。
苦
肉

の
策
で
私
が
用
意
し
た
の
は
【
ポ
ケ
ト
ー
ク
】。
三
万

円
の
翻
訳
機
。
で
も
一
度
も
使
え
な
か
っ
た
。

　
指
導
し
て
い
る
先
生
に
直
接
お
聞
き
す
る
た
め
に
、

遥
か
ミ
シ
ガ
ン
ま
で
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
子
供
た

ち
と
も
話
し
て
み
た
か
っ
た
。
ハ
イ
ス
コ
ー
プ
の
先
生

方
に
も
、
自
分
が
感
じ
た
こ
と
や
実
践
し
て
い
る
こ
と

を
直
接
伝
え
た
か
っ
た
。
英
語
で
会
話
で
き
る
こ
と
が

私
の
夢
に
な
っ
た
。



　

夏
か
ら
は
じ
め
よ
う
！
　
先
生
の
仕
事
が
楽
し
く
な
る
英
語
力
向
上
法

英
語
力
向
上
法

特集
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上
海
実
験
学
校
の
子
供
た
ち
は
、
日
常
の
英
会
話
な

ら
ほ
と
ん
ど
ス
ト
レ
ス
な
く
で
き
る
。
私
が
授
業
し
た

五
年
生
の
子
供
た
ち
も
、
オ
ー
ル
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
で

普
通
に
授
業
が
成
り
立
っ
て
い
た
。

授
業
の
中
で
「
土
」
と
い
う
漢
字
の
成
り
立
ち
を

扱
っ
た
。「
十
字
架
」
と
い
う
言
葉
が
出
な
か
っ
た
子

が
、
自
分
の
知
っ
て
い
る
英
単
語
を
使
っ
て
発
言
し
て

い
た
。
う
ま
く
表
現
で
き
な
く
て
も
、
臆
す
る
こ
と
な

く
英
語
で
発
言
し
て
い
た
。

T
O
S
S
側
の
授
業
の
後
に
、
実
験
学
校
の
先
生
が

英
語
の
授
業
を
し
た
。
リ
ズ
ム
と
テ
ン
ポ
も
良
く
、
褒

め
言
葉
も
豊
富
だ
っ
た
。
実
験
学
校
の
先
生
ク
ラ
ス
の

英
語
授
業
は
、
T
O
S
S
以
外
の
先
生
で
ま
ず
見
た
こ

と
が
な
い
。
読
む
、
書
く
、
聞
く
は
も
ち
ろ
ん
、
会
話

力
は
日
本
の
先
生
よ
り
も
圧
倒
的
に
上
だ
っ
た
。

今
回
、
八
歳
の
娘
を
一
緒
に
連
れ
て
行
っ
た
。
谷
氏

の
英
語
の
授
業
で
は
、
四
年
生
の
子
供
た
ち
が
全
て
通

訳
な
し
で
聞
き
取
っ
て
い
た
。
発
表
と
や
り
と
り
も
、

も
ち
ろ
ん
英
語
で
出
来
て
い
た
。
同
じ
場
に
、
通
訳
な

し
で
は
授
業
に
参
加
で
き
な
い
私
の
娘
が
い
た
。
こ
の

差
は
今
後
も
広
が
る
に
違
い
な
い
。
一
〇
年
後
、
国
際

舞
台
の
中
心
で
出
会
っ
た
と
き
、
日
本
の
子
供
た
ち
は

全
く
太
刀
打
ち
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
英
語
と
I
C
T
を

も
っ
と
や
ら
な
け
れ
ば
国
が
滅
び
る
。

上
海
の
子
供
た
ち
に
、
日
本
の
文
化
に
つ
い
て
の
授

業
を
行
っ
た
。
教
室
に
入
り
、
子
供
た
ち
に
英
語
で
話

し
か
け
た
。
小
学
校
二
年
生
で
あ
る
。

　

日
本
で
、
二
年
間
英
語
を
学
ん
で
き
た
六
年
生
に
話

す
の
よ
り
高
度
な
内
容
で
話
し
て
も
、
返
答
が
ス
ム
ー

ズ
で
あ
っ
た
。
何
よ
り
英
語
を
話
す
こ
と
へ
の
抵
抗
を

感
じ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
先
生
方
の
英
語
も
大
変
流
暢

で
あ
っ
た
。
英
語
の
授
業
を
参
観
す
る
機
会
も
あ
り
、

上
海
と
日
本
の
授
業
の
差
を
痛
感
し
た
。

英
語
の
時
数
、
開
始
時
期
、
教
科
書
等
、
様
々
な
要

因
が
考
え
ら
れ
る
が
、
教
師
の
英
語
力
に
も
大
き
な
差

が
あ
る
よ
う
に
感
じ
た
。
台
湾
で
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
、

教
師
の
英
語
が
流
暢
だ
っ
た
。
留
学
歴
が
あ
る
方
が
多

か
っ
た
。
教
師
の
発
音
を
聞
い
て
学
ん
で
き
た
子
供
の

発
音
も
き
れ
い
で
あ
る
。

ま
た
、
内
容
も
実
践
的
で
あ
っ
た
。
一
つ
の
内
容
を

様
々
な
表
現
で
言
い
換
え
て
教
え
て
い
た
。
日
本
の
教

科
書
で
は
「I‌t's Septem

ber 1st.

」
と
一
つ
の
言
い

方
で
教
え
る
が
、「I‌t's the 1st of Septem

ber.

」
と
、

別
の
表
現
も
同
時
に
教
え
て
い
た
。「
英
語
で
は
、
同

じ
内
容
を
違
う
言
い
方
に
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
」
と

い
う
文
化
を
理
解
す
る
こ
と
に
な
る
。

小
学
校
教
師
の
英
語
力
向
上
は
、
日
本
の
英
語
の
授

業
向
上
の
た
め
に
、
ま
す
ま
す
重
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

東京都公立小学校　小
こば

林
やし

　智
とも

子
こ

上海の子供たちに英語で授業 〜国際教育交流の良さ〜
小学校２年生の子供たちの英語力に衝撃を受けた。
世界のレベルを知ることで、自分がなすべきことが明確になった。

もっと英語ができれば！　海外交流で知った英語の大切さ

兵庫県姫路市立英賀保小学校　許
ほ

　鍾
じょん

萬
まん

授業して感じた上海の子供たちの 
圧倒的な「英語力」と「知的レベル」
このままでは「国が滅びる」。教師自身がもっともっと世界へ出ないとダメだ。
もう英語から逃げるのはやめよう。

もっと英語ができれば！　海外交流で知った英語の大切さ
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神奈川県相模原市立大島小学校

鈴
すず

木
き

　恭
きょう

子
こ

データ活用のはじめ
の一歩　エラーレス
で組み立てる
身の回りの事象を用いて算数学
習と生活をつなげる。

東京書籍・１年②・P32-34

1年

　

し
ほ
さ
ん
も
読
み
ま
す
。「
何
が

一
番
多
い
の
か
な
。」

発
問　

何
が
一
番
多
い
と
思
い
ま

す
か
？　

お
隣
さ
ん
に
言
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。

指
示　

確
か
め
ま
し
ょ
う
。

	

問
題
を
読
む
。

１　

か
ず
を
わ
か
り
や
す
く
せ
い

り
し
ま
し
ょ
う
。

発
問　

り
く
さ
ん
が
整
理
し
ま
し

た
。

３

入
る
こ
と
は
、
必
然
性
が
な
い
。

　

ま
ず
は
、
全
員
が
こ
の
絵
に
集
中

で
き
る
こ
と
が
肝
心
で
あ
る
。

指
示　

先
生
が
言
っ
た
も
の
に
指

差
し
な
さ
い
。

「
か
に
」（
指
を
置
く
）

「
た
こ
」（
指
を
置
く
）

「
い
か
」（
指
を
置
く
）

　

あ
と
何
が
い
ま
す
か
？

　

お
隣
さ
ん
に
言
っ
て
み
て
。

（
さ
か
な
）

指
示　

全
部
で
い
く
つ
あ
る
か
な
。

（
二
四
）

　

整
理
す
る
と
き
は
、
全
体
の
数
を

押
え
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

	

課
題
を
つ
か
む

指
示　

そ
の
下
、
こ
う
た
く
ん
が

話
し
て
い
る
よ
。

※�

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
が
あ
れ
ば
、
こ

う
た
く
ん
だ
け
を
拡
大
す
る
。

　

読
み
ま
し
ょ
う
。「
い
か
は
少
な

そ
う
だ
ね
。」

　

こ
う
た
く
ん
の
意
見
と
同
じ
人
？

ち
が
う
人
？

２

「
デ
ー
タ
の
活
用
」
の
領
域
と
し
て

一
年
生
で
見
付
け
さ
せ
た
い
こ
と
は
、

次
の
点
で
あ
る
。

①　

ア　

知
識
及
び
技
能

（
１
）�

絵
や
図
を
用
い
た
数
量
の
表
現

②　

イ　

�

思
考
力
、判
断
力
、表
現
力

等

（
２
）�

デ
ー
タ
の
個
数
に
着
目
し
、

身
の
回
り
の
事
象
の
特
徴
を

捉
え
る
こ
と

�

（
小
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
算
数
編
）

	

絵
や
図
を
用
い
た
数
量
の
表
現

Ⅰ　

挿
絵
の
取
り
扱
い

　

い
き
な
り
表
に
ま
と
め
る
作
業
に

１

Mathematics
算数

TOSS授業技量検定三段
鈴木恭子の算数授業

※イラストは教科書をもとにかき起こしました。



国
Japanese

国語

Math
emat

ics算数
算 4・8・1月号特別企画！ 鈴木恭子の算数授業

29   2021. 8

特
徴
を
捉
え
る
こ
と
」
を
扱
う
。

　

教
科
書
の
設
問
を
テ
ン
ポ
よ
く
問

う
。
多
い
も
の
、
少
な
い
も
の
、
同

じ
も
の
、
個
別
の
数
、
等
。
隣
の
人

と
気
付
き
を
言
い
合
い
た
い
。

　

こ
の
活
動
を
日
常
生
活
や
学
校
生

活
の
場
面
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
。

　

例
え
ば
、「
輪
投
げ
し
て
棒
に
入
っ

た
数
」
を
人
ご
と
に
、「
ア
サ
ガ
オ

の
花
が
咲
い
た
数
」
や
「
自
分
か
ら

朝
の
あ
い
さ
つ
を
言
え
た
人
の
数
」

を
曜
日
ご
と
に
記
録
す
る
。
分
か
っ

た
こ
と
、
気
付
い
た
こ
と
を
出
し
合

い
、
算
数
の
学
習
を
有
効
に
活
用
し

て
い
き
た
い
。

の
つ
ぶ
や
き
に
注
目
す
る
。
文
の
続

き
（
…
の
部
分
）
を
考
え
る
こ
と
で
、

考
え
方
を
言
語
化
す
る
。

（
は
る
と
）
横
も
揃
え
る
よ
う
に
す

る
と
…
分
か
り
や
す
い
。

（
み
さ
き
）
端
を
揃
え
る
の
は
長
さ

く
ら
べ
の
時
と
…
同
じ
。

指
示　

そ
れ
ぞ
れ
の
数
だ
け
色
を

塗
り
ま
し
ょ
う
。

　

手
順
な
く
塗
ら
せ
る
と
、
重
複
や

飛
ば
し
が
あ
り
、
正
確
な
グ
ラ
フ
は

つ
く
れ
な
い
。
エ
ラ
ー
レ
ス
対
応
の

作
業
を
教
え
る
。

　

こ
こ
で
は
【
一
対
一
対
応
】。
教

科
書
通
り
に
進
め
る
。

教
科
書
に
は
、

上
の
絵
に
１
つ
ず
つ
印
を
付

け
な
が
ら
、
色
を
塗
っ
て
い

こ
う
。

　

絵
→
グ
ラ
フ
の
変
換
。

「
い
か
」
を
一
つ
塗
っ
た
ら
、
一

つ
消
す
（
／
）。

　

塗
り
方
「
は
み
出
さ
な
い
よ
う

に
」
と
指
示
す
る
。

　

一
つ
塗
り
一
つ
消
し
た
ら
、
先
生

に
見
せ
に
来
さ
せ
る
。
多
く
作
業
し

て
か
ら
直
す
こ
と
は
、
や
る
気
が
な

く
な
っ
て
し
ま
う
。

　

合
格
し
た
ら
「
い
か
」
を
全
部
や

る
。
で
き
れ
ば
、
こ
の
時
点
で
も

チ
ェ
ッ
ク
し
た
い
。

「
さ
か
な
」「
か
に
」「
た
こ
」
は
、

一
気
に
や
ら
せ
る
。

　

終
了
後
、
数
の
確
認
を
す
る
。
グ

ラ
フ
に
数
を
書
き
込
む
作
業
を
す
る
。

発
問　
「
い
か
」
は
い
く
つ
で
す
か
。

（
四
）

指
示　

表
の
「
い
か
」
の
下
に
「
４
」

と
書
き
な
さ
い
。

　

他
も
同

じ
よ
う
に

書
く
。

	
デ
ー
タ
か
ら
分
か
る
こ
と

　

こ
こ
か
ら
「（
イ
）
デ
ー
タ
の
個

数
に
着
目
し
、
身
の
回
り
の
事
象
の

５

　
�

り
く
さ
ん
は
、
ど
の
よ
う
に
整
理

し
ま
し
た
か
？

（
同
じ
も
の
を
集
め
た
）

ゆ
さ
ぶ
り　

一
番
多
い
の
は
、「
た

こ
」
で
す
ね
。（
違
う
）

　

だ
っ
て
、
一
番
高
い
で
す
よ
。

（
で
も
、
大
き
さ
が
違
う
よ
）

　

こ
こ
で
は
、
教
科
書
の
登
場
人
物

「
り
く
」
の
発
言
を
読
ん
で
、
問
題

点
を
共
有
す
る
。
グ

ラ
フ
を
か
く
時
に
必

須
の
「
１
め
も
り
」
の

大
き
さ
を
揃
え
る
こ

と
を
取
り
あ
げ
る
。

	

い
き
な
り
全
部
を
塗
ら
せ
な
い

　

次
に
、「
は
る
と
」
や
「
み
さ
き
」

４
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て
い
っ
た
と
想
像
で
き
る
。

　

子
供
た
ち
か
ら
「
ね
こ
」
が
出
た

ら
す
か
さ
ず
「
ね
こ
を
丸
で
囲
み
な

さ
い
」
と
し
て
、
登
場
人
物
を
確
定

さ
せ
る
。

ね
こ
が
来
た
ら
、
ど
う
し
て
逃

げ
る
の
で
す
か
。

　

ね
こ
に
捕
ま
る
と
「
食
べ
ら
れ
て

し
ま
う
」
と
い
う
こ
と
を
押
さ
え
、

ね
ず
み
に
と
っ
て
ね
こ
は
、
も
の
す

ご
く
恐
い
存
在
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
実
際
に

は
命
を
取
ら
れ
か
ね
な
い
恐
ろ
し
い

状
況
な
の
に
、
近
所
の
お
じ
さ
ん
の

よ
う
に
ね
こ
と
接
す
る
三
匹
の
呑
気

な
態
度
の
面
白
さ
に
気
付
か
せ
た
い
。

	

音
読
を
工
夫
さ
せ
る

　

本
時
の
ね
ら
い
で
あ
る
音
読
の
工

夫
を
考
え
さ
せ
る
。
工
夫
の
ポ
イ
ン

ト
に
な
る
の
は
、
音
読
す
る
声
の
大

き
さ
で
あ
る
。

ね
こ
の
最
初
の
言
葉
に
線
を
引

３

「
子
ね
ず
み
が
三
び
き
」
も
丸
で
囲

ま
せ
た
後
、
線
で
結
ば
せ
る
。

　

し
ば
ら
く
す
る
と
、
み
ん
な
い
な

く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、

先
生
と
子
ね
ず
み
た
ち
を
手
の

平
で
隠
し
な
さ
い
。

と
指
示
す
る
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、

た
く
さ
ん
い
た
は
ず
の
ね
ず
み
た
ち

が
一
匹
も
い
な
く
な
っ
て
、
三
匹
だ

け
が
取
り
残
さ
れ
た
こ
と
を
イ
メ
ー

ジ
で
き
る
。
そ
の
上
で
、

先
生
と
子
ね
ず
み
た
ち
は
、
ど

う
し
て
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
す
か
。

と
、
理
由
を
問
う
。
正
解
は
本
文
に

は
な
い
が
「
勉
強
が
終
わ
っ
た
か
ら

帰
っ
た
」
と
い
う
答
え
の
他
に
、「
ね

こ
が
来
た
か
ら
逃
げ
た
」
と
い
う
こ

と
に
も
気
付
か
せ
た
い
。

　

ね
こ
の
恐
さ
を
知
っ
て
い
る
の
は

先
生
だ
け
な
の
で
、
遠
く
に
い
る
ね

こ
の
存
在
に
気
付
い
た
先
生
が
、
慌

て
て
子
ね
ず
み
た
ち
を
連
れ
て
逃
げ

	

本
教
材
で
教
え
た
い
こ
と

　

二
年
生
国
語
の
九
月
の
物
語
教
材

は
「
ニ
ャ
ー
ゴ
」（
東
京
書
籍
）
で

あ
る
。
本
教
材
の
目
標
の
一
つ
に
、

「
登
場
人
物
の
気
持
ち
を
音
読
で
表

す
」
が
あ
る
。
二
年
生
の
表
現
レ
ベ

ル
で
考
え
る
と
、
声
の
大
き
さ
を
変

え
な
が
ら
音
読
で
き
れ
ば
良
い
と
考

え
る
。

　

た
だ
し
、「
な
ぜ
そ
の
大
き
さ
で

音
読
を
し
た
の
か
」
と
い
う
理
由
付

け
を
は
っ
き
り
し
な
く
て
な
ら
な
い
。

「
何
と
な
く
大
き
な
声
で
読
む
」
で

は
な
く
、「
こ
こ
に
こ
の
よ
う
に
書

い
て
あ
る
の
で
、
気
持
ち
を
考
え
れ

１

ば
大
き
な
声
で
読
ん
だ
方
が
良
い
」

と
い
う
レ
ベ
ル
ま
で
も
っ
て
い
き
た

い
。

	
設
定
を
掴
ま
せ
る

　

授
業
は
範
読
か
ら
入
る
。
教
師
は

気
持
ち
を
入
れ
ず
淡
々
と
読
む
。
子

供
も
自
分
な
り
の
読
み
方
で
良
い
と

す
る
。こ
の
後
、読
み
を
変
化
さ
せ
る
。

　

ま
ず
は
登
場
人
物
を
確
定
さ
せ
る
。

本
文
の
「
先
生
」
を
丸
で
囲
み

な
さ
い
。
先
生
の
イ
ラ
ス
ト
も

丸
で
囲
み
な
さ
い
。
線
で
結
び

な
さ
い
。

　

同
様
に
「
子
ね
ず
み
た
ち
」
と

２

栃木県真岡市立真岡東小学校

松
まつ

﨑
ざき

 力
つとむ

登場人物の気持ちを
音読に反映させる 
方法
会話文の前後の文章表現に着目
させて、登場人物の気持ちを表
現させる。
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Math
emat

ics算数
算

ら
っ
た
桃
を
「
だ
い
じ
そ
う
に
」
抱

え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

	

カ
ギ
括
弧
下
の
ス
ペ
ー
ス

　

ね
こ
の
鳴
き
声
で
あ
る
「
ニ
ャ
ー

ゴ
」
に
は
、
カ
ギ
括
弧
が
付
い
て
い

な
い
。
こ
れ
は
統
一
さ
れ
て
い
る
の

で
、
表
現
法
の
一
つ
と
捉
え
ら
れ
る
。

他
の
会
話
文
を
見
る
と
、
カ
ギ
括
弧

の
下
に
は
、
文
が
続
い
て
い
な
い
。

　

し
か
し
、「
お
前
た
ち
を
食
っ
て

や
る
」
は
、「
言
お
う
と
し
て
い
る
」

時
で
あ
り
、
ま
だ
声
を
出
し
て
い
な

い
。
会
話
で
は
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、

他
の
会
話
と
同
様
に
カ
ギ
括
弧
の
下

が
空
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
二
年

生
に
は
難
し
い
の
で
発
問
は
し
な
い

が
、
教
師
は

教
材
研
究
の

段
階
で
、
理

由
を
考
え
て

お
き
た
い
部

分
で
あ
る
。

４

　

ね
こ
に
「
お
じ
さ
ん
、
だ
あ
れ
」

と
尋
ね
る
言
葉
は
、「
元
気
よ
く
聞

い
て
い
る
」
と
あ
る
の
で
「
大
き
な

声
で
読
む
」
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
会
話
文
の
前
後
に
、

音
読
の
声
の
大
き
さ
を
判
断
す
る
ヒ

ン
ト
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
、
次

の
よ
う
に
説
明
す
る
。

話
し
て
い
る
言
葉
の
前
や
後
に
、

声
の
大
き
さ
や
態
度
が
書
か
れ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
れ
ら
を
見
付
け
て
声
の
大
き

さ
を
工
夫
で
き
た
ら
「
ス
ー

パ
ー
二
年
生
」
で
す
。

　

し
か
し
、
難
し
い
箇
所
も
あ
る
。

ね
こ
が
自
分
の
名
前
の
「
た
ま
」
を

告
げ
る
場
面
は
、
言
っ
た
後
に
「
少

し
顔
を
赤
く
し
ま
し
た
」
と
し
か
表

現
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
は
、
教

師
が
「
こ
う
読
み
な
さ
い
」
と
指
示

し
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
自
分
の

読
み
方
の
理
由
を
考
え
さ
せ
る
。
例

え
ば
、「
恥
ず
か
し
い
か
ら
小
さ
な

声
」「
自
己
紹
介
だ
か
ら
は
っ
き
り

し
た
声
」
な
ど
、
二
年
生
な
り
の
理

由
が
考
え
ら
れ
れ
ば
良
い
。

　

タ
イ
ト
ル
に
な
っ
て
い
る

「
ニ
ャ
ー
ゴ
」
は
、
全
部
で
六
回
出

て
く
る
。

　

怖
い
声
で
叫
ん
だ
ね
こ
の

「
ニ
ャ
ー
ゴ
」
は
大
き
く
読
み
、
三

匹
の
ね
ず
み
の
「
ニ
ャ
ー
ゴ
」
も
、

叫
ん
で
い
る
の
で
、
大
き
な
声
で
読

む
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　

問
題
と
な
る
の
は
最
後
の

「
ニ
ャ
ー
ゴ
」
で
あ
る
。
声
の
大
き

さ
は
、「
小
さ
な
声
」
と
書
か
れ
て

い
る
の
で
、
小
さ
く
読
む
の
で
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
な
意
味
が
含
ま
れ
て

い
る
の
か
を
考
え
さ
せ
た
い
。
三
匹

に
よ
れ
ば
「
ニ
ャ
ー
ゴ
」
に
は
「
こ

ん
に
ち
は
」
や
「
さ
よ
な
ら
」
と
い

う
意
味
が
あ
る
。
な
ら
ば
最
後
の

「
ニ
ャ
ー
ゴ
」
に
も
、
意
味
が
含
ま

れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。「
三
匹
を

食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
た
戸
惑
い
」
か

「
三
匹
を
食
べ
よ
う
と
し
て
い
た
恥

ず
か
し
さ
」
な
の
か
。
手
掛
か
り
と

な
る
の
は
、
ね
こ
が
三
匹
か
ら
も

き
な
さ
い
。

「
ニ
ャ
ー
ゴ
」
で
あ
る
こ
と
を
確
か

め
た
後
、
声
の
大
き
さ
を
問
う
こ
と

で
、
読
み
方
を
考
え
さ
せ
る
。

大
き
な
声
、
中
ぐ
ら
い
の
声
、

小
さ
な
声
の
ど
れ
で
読
み
ま
す

か
。

　

子
供
た
ち
か
ら
は
「
大
き
な
声
」

が
出
さ
れ
る
の
で
、
理
由
を
問
う
。

「
大
き
な
ね
こ
と
書
い
て
あ
る
か
ら
」

や
「
手
を
ふ
り
上
げ
て
い
る
の
で
、

大
き
な
声
の
は
ず
」
な
ど
の
意
見
が

出
さ
れ
る
。

　

三
匹
の
会
話
で
あ
る
「
び
っ
く
り

し
た
ね
」
以
降
の
読
み
方
も
同
様
に
、

「
大
き
な
声
、
中
ぐ
ら
い
の
声
、
小

さ
な
声
の
ど
れ
で
読
み
ま
す
か
」
と

問
う
。
こ
こ
で
は
「
ひ
そ
ひ
そ
話
」

と
い
う
言
葉
に
気
付
か
せ
、
小
さ
な

声
で
音
読
さ
せ
る
。

三
匹
の
言
葉
は
、
ず
っ
と
小
さ

く
読
む
の
で
す
か
。

イラスト：ナカジマ　ヤヨイ
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ポスターを読もう
日常生活の中で、目にする機会
の多いポスター。実際のポス
ターを見ながら人を引きつける
工夫について考える。
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い
だ
。（
絵
）

Ｃ　

�

肩
車
を
し
な
が
ら
本
を
読
ん
で

る
人
が
い
る
。（
絵
）

Ｃ　

�

逆
立
ち
し
な
が
ら
本
を
読
ん
で

い
る
人
も
い
る
ね
。（
絵
）

Ｃ　

お
侍
さ
ん
も
い
る
よ
。（
絵
）

Ｃ　

面
白
い
ポ
ス
タ
ー
だ
。（
絵
）

説
明
こ
の
楽
し
い
絵
に
引
き
つ
け

ら
れ
た
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す

ね
。

〈
２
〉

説
明「
ポ
ス
タ
ー
を
読
も
う
」
と
い

う
お
勉
強
で
す
。
ポ
ス
タ
ー
に
か

か
れ
て
い
る
の
は
、
絵
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

指
示
こ
の
ポ
ス
タ
ー
に
は
三

つ
の
お
知
ら
せ
し
た
い
こ
と

が
書
い
て
あ
り
ま
す
。
こ
の

ポ
ス
タ
ー
の
中
で
、
お
知
ら

せ
し
た
い
こ
と
は
ど
れ
で
す

か
。
指
を
置
き
ま
し
ょ
う
。

　
（
一
人
指
名
す
る
）

Ｃ　

知
ら
せ
た
い
内
容
で
す
。

	

ポ
ス
タ
ー
を
読
ま
せ
る

〈
１
〉

指
示
先
生
の
後
に
つ
い
て
読
み
ま

す
。「
ポ
ス
タ
ー
を
読
も
う
」

発
問
こ
の
ポ
ス
タ
ー
を
見
て
、
思
っ

た
こ
と
気
付
い
た
こ
と
な
ど
を
、

お
隣
の
人
に
お
話
し
し
て
ご
ら

ん
。

Ｃ　

�

本
を
読
ん
で
い
る
人
が
い
っ
ぱ

２

　
「
非
連
続
型
テ
キ
ス
ト
」
の
読
み

取
り
と
し
て
も
大
切
な
学
習
で
あ
る
。

２
つ
の
ポ
ス
タ
ー
を
見
比
べ
て
共
通

点
と
相
違
点
を
考
え
、
さ
ら
に
自
分

で
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
す
る
こ
と
で
、

情
報
を
伝
え
る
た
め
の
工
夫
を
学
ぶ
。

	

指
導
計
画

第
一
時
（
本
時
）

　

ポ
ス
タ
ー
を
見
比
べ
て
工
夫

を
知
る
。

第
二
時

　

ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
て
、
工

夫
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
。

１

TOSS授業技量検定八段
手塚美和の国語授業[４：14 字×24 行×4 段 （タイトル 15 行を含む）] 

教育トークライン原稿 ４月号 P.32 

ポポ
スス
タタ
ーー
をを
読読
もも
うう  

日
常
生
活
の
中
で
、
目
に
す
る
機
会

の
多
い
ポ
ス
タ
ー
。
実
際
の
ポ
ス
タ

ー
を
見
な
が
ら
工
夫
に
つ
い
て
考
え

る
。「
非
連
続
型
テ
キ
ス
ト
」
の
読
み

取
り
と
し
て
も
大
切
な
学
習
で
あ
る
。

二
つ
の
ポ
ス
タ
ー
を
見
比
べ
て
共
通

点
と
相
違
点
を
考
え
、
さ
ら
に
自
分

で
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
す
る
こ
と
で
、

情
報
を
伝
え
る
た
め
の
工
夫
を
学
ぶ
。 

光
村
図
書 

三
年
わ
か
ば
「
ポ
ス
タ

ー
を
読
も
う
」p118

〜 

静
岡
県 

小
学
校 

手
塚 

美
和 

 
 

（
て
づ
か 

み
わ
） 

奈
良
部 

芙
由
子 

 

（
な
ら
べ 

ふ
ゆ
こ
） 

 一一  

指指
導導
計計
画画  

 

第
一
時(

本
時)

 

ポ
ス
タ
ー
を
見
比
べ
て
工
夫

を
知
る
。 

第
二
時 

ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
て
、
工
夫

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
。 

   

二二  

ポポ
スス
タタ
ーー
をを
読読
まま
せせ
るる  

〈
１
〉 

指
示
：
先
生
の
後
に
つ
い
て
読
み
ま

す
。
ポ
ス
タ
ー
を
読
も
う 

発
問
：
こ
の
ポ
ス
タ
ー
を
見
て
、
思

っ
た
こ
と
気
付
い
た
こ
と
な

ど
を
お
隣
の
人
に
お
話
し
し

て
ご
ら
ん
。 

Ｃ 

本
を
読
ん
で
い
る
人
が
い
っ
ぱ

い
だ
。
（
絵
） 

Ｃ 

肩
車
を
し
な
が
ら
本
読
ん
で
る

人
が
い
る
。
（
絵
） 

Ｃ 

逆
立
ち
し
な
が
ら
本
を
読
ん
で

い
る
人
も
い
る
ね
。
（
絵
） 

Ｃ 

お
侍
さ
ん
も
い
る
よ
。
（
絵
） 

Ｃ 

面
白
い
ポ
ス
タ
ー
だ
。
（
絵
） 

説
明
：
こ
の
楽
し
い
絵
に
ひ
き
つ
け

ら
れ
た
人
が
た
く
さ
ん
い
ま

す
ね
。 

〈
２
〉 

説
明
：
ポ
ス
タ
ー
を
読
も
う
と
い
う

お
勉
強
で
す
。
ポ
ス
タ
ー
に

書
か
れ
て
い
る
の
は
、
絵
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

指
示
：
こ
の
ポ
ス
タ
ー
に
は
三

つ
の
お
知
ら
せ
し
た
い
こ

と
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。

こ
の
ポ
ス
タ
ー
の
中
で
、

お
知
ら
せ
し
た
い
こ
と
は

ど
れ
で
す
か
。
指
を
置
き

ま
し
ょ
う
。 

 

（
一
人
指
名
す
る
。
） 

Ｃ 

：
知
ら
せ
た
い
内
容
で
す
。 

指
示
：
知
ら
せ
た
い
内
容
の
上
に
、

①
と
書
き
ま
す
。 

発
問
：
何
を
知
ら
せ
た
い
の
か
な
？ 

（
五
人
指
名
す
る
。
読
書
週
間
、
第

７
０
回
、
開
催
期
間
な
ど
を
読
み

取
ら
せ
る
。
） 

Ｃ 

：
「
読
書
週
間
が
あ
る
よ
」
っ

1 0月2 7日は文字・ 活字文化の日 

※�ポスターは教科書をもとにかき起こしてい
ます。
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指
示
先
生
に
見
せ
た
ら
、
パ
ソ
コ

ン
に
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
打
ち

込
み
ま
し
ょ
う
。

　
（Google

ス
ラ
イ
ド
に
、ポ
ス
タ
ー

を
人
数
分
貼
り
付
け
て
お
く
。

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
部
分
だ
け
、
書

き
込
み
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
お

く
）

指
示
右
側
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を

ス
ラ
イ
ド
に
打
ち
込
ん
だ
ら
、
左

側
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
も
考
え

ま
す
。

指
示
自
分
の
作
っ
た
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
を
読
み
ま
す
。

　
（
大
型
テ
レ
ビ
に
、児
童
の
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
を
提
示
し
な
が
ら
、
次
々

と
発
表
さ
せ
る
）

〈
６
〉

説
明
次
の
時
間
は
、
自
分
で
ポ
ス

タ
ー
を
作
り
ま
す
。
楽
し
み
で
す

ね
。

	

二
つ
の
ポ
ス
タ
ー
を
比
較
す
る

指
示
コ
ス
モ
ス
祭
り
の
ポ
ス
タ
ー

の
絵
や
写
真
を
四
角
で
囲
み
ま

す
。「
①
絵
や
写
真
」
と
書
き
ま
す
。

指
示
右
と
左
の
両
方
が
で
き
た
人

は
、
先
生
の
と
こ
ろ
に
持
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
。

指
示
丸
を
も
ら
っ
た
人
は
、
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
と
、
知
ら
せ
た
い
内
容

も
四
角
で
囲
ん
で
、「
②
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
」「
③
お
知
ら
せ
し
た

い
こ
と
」
と
書
い
て
い
ま
し
ょ
う
。

〈
４
〉

発
問
ど
ち
ら
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

が
好
き
で
す
か
。

指
示
ノ
ー
ト
に
そ
の
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
が
好
き
な
理
由
を
書
き
ま

す
。
コ
ス
モ
ス
園
の
方
か
ら
好
き

な
理
由
を
話
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｃ　

�

コ
ス
モ
ス
園
の
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
は
、
子
供
や
家
族
に
言
っ

て
い
る
感
じ
が
し
て
、
優
し
い

感
じ
が
し
ま
す
。

Ｃ　

�「
集
ま
れ
」
っ
て
い
う
と
こ
ろ

３

が
よ
び
か
け
て
い
て
、
楽
し
そ

う
だ
か
ら
元
気
が
あ
っ
て
い
い

な
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

Ｃ　

�

五
〇
万
本
と
い
う
た
く
さ
ん
コ

ス
モ
ス
が
あ
る
感
じ
が
す
る
か

ら
好
き
で
す
。

Ｃ　

�

五
〇
万
本
っ
て
想
像
が
付
か
な

い
か
ら
見
て
み
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

〈
５
〉

発
問
知
ら
せ
た
い
内
容
は
、
な
ん

で
す
か
？

Ｃ　

コ
ス
モ
ス
祭
り
。

Ｃ　

日
に
ち
。

Ｃ　

場
所
。

Ｃ　

会
場
。

Ｃ　

お
問
い
合
わ
せ
。

Ｃ　

何
を
や
る
の
か
。

	

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
作
り
に
挑
戦

発
問
み
ん
な
も
、
コ
ス
モ
ス
祭
り

の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
考
え
ま

す
。
右
側
の
ポ
ス
タ
ー
の
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
を
考
え
て
、
ノ
ー
ト
に

書
き
ま
す
。

４

指
示
知
ら
せ
た
い
内
容
の
上
に
、

①
と
書
き
ま
す
。

発
問
何
を
知
ら
せ
た
い
の
か
な
？

　
（
五
人
指
名
す
る
。
読
書
週
間
、

第
七
〇
回
、
開
催
期
間
な
ど
を
読
み

取
ら
せ
る
）

Ｃ　

�「
読
書
週
間
が
あ
る
よ
」
っ
て

知
ら
せ
た
い
。

Ｃ　

�「
一
〇
月
二
七
日
か
ら
始
ま
る

よ
」
っ
て
知
ら
せ
た
い
。

発
問
後
二
つ
、
知
ら
せ
た
い
こ
と

を
見
付
け
た
ら
、
手
を
挙
げ
ま

し
ょ
う
。

Ｃ　

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
。

Ｃ　

絵
。

〈
３
〉

指
示
絵
や
写
真
の
横
に
②
と
書
き

ま
す
。
お
知
ら
せ
し
た
い
こ
と
の

上
に
③
と
書
き
ま
す
。

説
明
「
絵
や
写
真
」
だ
け
で
な

く
、「
お
知
ら
せ
し
た
い
こ

と
」
や
「
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
」

は
、
だ
い
た
い
ど
の
ポ
ス

タ
ー
に
も
あ
り
ま
す
。
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神奈川県川崎市立西御幸小学校

四年国語「忘れもの」 
（高田敏子）の授業展開例
夏休み明けの授業におすすめ。「子
供に問いを出させる授業展開」の
留意点と、「熱中する」発問例。

光村図書・４年上・Ｐ114-115

4年

も
の
っ
て
誰
の
忘
れ
も
の
だ

ろ
う
」
と
言
っ
た
○
○
さ
ん

の
意
見
は
大
変
素
晴
ら
し
い

で
す
ね
。
と
て
も
い
い
着
眼

点
だ
と
思
い
ま
す
。

・�

△
△
さ
ん
と
□
□
さ
ん
も
、

そ
れ
に
近
い
こ
と
を
発
言
し

て
い
ま
し
た
ね
。

　

例
え
ば
こ
の
よ
う
に
、
子
供
た
ち

の
発
表
し
た
こ
と
を
価
値
付
け
、
他

の
子
に
も
つ
な
げ
て
い
く
よ
う
な
展

開
に
し
て
い
く
。

　

箇
条
書
き
に
さ
せ
て
発
表
さ
せ
る

授
業
に
は
、
高
度
な
授
業
力
が
必
要

な
の
で
あ
る
。

	

向
山
洋
一
氏
の
実
践

　

向
山
氏
の
実
践
に
「
大
造
じ
い
さ

ん
と
ガ
ン
」
が
あ
る
。テ
ー
マ
は
「
四

百
一
問
の
問
題
を
解
く
」（『
国
語
教

育
』
誌
一
九
八
七
年
連
載
）
で
あ
る
。

　

こ
の
実
践
は
、「
子
供
た
ち
の
問

い
」
か
ら
始
ま
る
授
業
を
突
き
詰
め

３

そ
の
後
の
授
業
を
展
開
し
て
い
か
な

け
れ
ば
意
味
が
な
い
。

　

子
供
た
ち
の
意
見
は
そ
れ
ま
で
の

授
業
の
反
映
で
あ
る
。

　

教
師
に
力
が
な
け
れ
ば
、
子
供
た

ち
の
意
見
は
少
な
く
な
り
、
そ
の
質

も
ま
た
貧
弱
に
な
る
。

　
「
数
」
が
最
重
要
で
は
な
い
が
、

時
に
は
、
次
の
よ
う
な
投
げ
か
け
も

必
要
だ
。

・�

四
年
一
組
の
意
見
は
こ
れ
で

全
部
で
す
か
？

・�

四
年
生
な
ら
、
普
通
は
四
〇

個
以
上
は
出
ま
す
よ
。

・
一
人
五
個
以
上
で
合
格
で
す
。

　

子
供
か
ら
出
た
意
見
は
す
べ
て
認

め
、
褒
め
る
。

　

ち
ょ
っ
と
し
た
光
る
意
見
を
取
り

上
げ
、
意
味
付
け
し
、
全
体
に
広
げ

て
や
る
よ
う
な
、
教
師
の
授
業
構
成

能
力
が
必
須
で
あ
る
。

・�

と
こ
ろ
で
、
さ
っ
き
「
忘
れ

	
�

音
読
を
大
切
に

　

詩
の
授
業
に
限
ら
ず
、
国
語
の
授

業
で
は
「
音
読
」
が
重
要
で
あ
る
。

　

す
ら
す
ら
と
楽
し
く
音
読
で
き
る

こ
と
。
そ
れ
が
第
一
で
あ
り
、
そ
れ

だ
け
で
も
十
分
な
く
ら
い
だ
。

　

声
量
豊
か
に
、
リ
ズ
ム
良
く
、
楽

し
く
読
ま
せ
る
。
交
代
読
み
等
の

様
々
な
読
み
方
を
経
験
さ
せ
る
。

　

良
い
詩
な
ら
、
子
供
た
ち
は
自
然

に
暗
唱
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

　

そ
の
上
で
、
い
く
つ
か
の
発
問
を

し
な
が
ら
、
楽
し
い
授
業
を
展
開
し

た
い
。

１

	
�「

わ
き
お
」
を
書
か
せ
る
こ
と

か
ら
始
め
る
授
業
で
気
を
付
け

た
い
こ
と

発
問
例

　

こ
の
詩
を
読
ん
で
、「
分
か
っ

た
こ
と
、気
付
い
た
こ
と
、思
っ

た
こ
と
」
を
で
き
る
だ
け
た
く

さ
ん
、
箇
条
書
き
に
し
ま
し
ょ

う
。

　

こ
う
し
た
発
問
か
ら
入
る
授
業
も

あ
り
得
る
。

　

た
だ
し
、
こ
の
場
合
に
は
、
子
供

た
ち
か
ら
出
た
意
見
を
も
と
に
し
て
、

２

TOSS授業技量検定十段
谷和樹の国語授業

Japanese
国語
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Ａ
と
Ｂ
ど
ち
ら
の
解
釈
が
妥
当
な

の
か
討
論
さ
せ
る
。

　

次
の
よ
う
に
問
う
こ
と
も
で
き
る
。

発
問

　
「
も
う
一
度
も
ど
っ
て
こ
な

い
か
な
◯
◯
の
忘
れ
も
の
を
と

り
に
さ
」

　

◯
◯
に
は
「
キ
ミ
」
と
「
ぼ

く
」
の
ど
ち
ら
が
入
り
ま
す
か
。

　

考
え
る
根
拠
と
し
て
は
、
例
え
ば
、

「
ぼ
く
の
耳
に
く
っ
つ
い
て
離
れ
な

い
波
の
音
」
の
表
現
で
あ
る
。

・�「
ぼ
く
」
の
耳
に
く
っ
つ
い
て
い

る
の
だ
か
ら
、「
ぼ
く
」
の
忘
れ

も
の
と
い
う
意
見
。

・�「
夏
休
み
」
が
ぼ
く
の
耳
に
く
っ

つ
け
た
の
だ
か
ら
、「
夏
休
み
」

の
忘
れ
も
の
と
い
う
意
見
。

　

も
ち
ろ
ん
確
定
す
る
こ
と
は
出
来

な
い
が
、
文
章
を
根
拠
に
意
見
を
出

さ
せ
る
こ
と
が
大
切
だ
。

　

も
ち
ろ
ん
、
討
論
に
足
る
問
題
を

見
抜
く
力
量
が
教
師
に
な
け
れ
ば
、

こ
う
し
た
こ
と
は
で
き
な
い
。

	

子
供
た
ち
が
熱
中
す
る
発
問
例

　

さ
て
、
向
山
氏
の
よ
う
な
展
開
が

難
し
い
場
合
に
は
、
教
師
か
ら
発
問

す
る
こ
と
に
な
る
。

　
「
忘
れ
も
の
」
の
熱
中
す
る
発
問

例
を
、
い
く
つ
か
紹
介
し
よ
う
。

発
問

　

何
月
何
日
の
話
で
す
か
。

　

地
域
や
そ
の
年
の
状
況
に
も
よ
る

が
、夏
休
み
明
け
初
日
（
九
月
一
日
）

と
い
う
意
見
が
多
い
だ
ろ
う
。

発
問

　

何
を
忘
れ
た
の
で
す
か

「
迷
子
の
セ
ミ
」

「
さ
び
し
そ
う
な
麦
わ
ら
帽
子
」

「
ぼ
く
の
耳
に
く
っ
つ
い
て
離
れ
な

４

い
波
の
音
」

　

こ
の
三
つ
は
、
本
文
中
に
あ
る
。

　

さ
ら
に
問
う
。

「
三
つ
だ
け
で
す
か
」

「
そ
れ
以
外
に
は
ど
ん
な
も
の
が
あ

り
そ
う
で
す
か
」

　

書
い
て
は
い
な
い
が
、「
き
っ
と

こ
う
い
う
も
の
を
忘
れ
た
ん
じ
ゃ
な

い
か
な
」
と
、
子
供
た
ち
の
イ
メ
ー

ジ
を
広
げ
る
。

発
問

　
「
夏
休
み
」
が
忘
れ
も
の
を

と
り
に
来
る
の
で
す
ね
。

　
「
誰
の
」
忘
れ
も
の
を
取
り

に
来
る
の
で
す
か
。

　

子
供
の
意
見
は
二
つ
に
分
か
れ
る

だ
ろ
う
。

Ａ�

「
夏
休
み
」
が
自
分
（
夏
休

み
）
の
忘
れ
も
の
を
取
り
に

来
る
。

Ｂ�
「
ぼ
く
」
の
忘
れ
も
の
を
夏

休
み
が
取
り
に
来
る
。

た
も
の
だ
。

　

向
山
氏
は
、
子
供
た
ち
の
四
百
一

問
の
問
題
を
集
め
た
問
題
集
を
作
っ

た
。す
べ
て
印
刷
し
て
配
付
し
、次
々

に
解
か
せ
て
い
っ
た
。

　

意
味
の
分
か
ら
な
い
も
の
は
問
題

を
出
し
た
本
人
に
聞
き
に
行
か
せ
る
。

解
け
な
い
も
の
は
そ
の
ま
ま
に
し
て

よ
い
。
解
け
る
も
の
は
ど
ん
ど
ん
解

か
せ
る
。

　

こ
れ
だ
け
で
熱
中
し
た
授
業
に

な
っ
た
。
つ
ま
り
、
向
山
学
級
の
子

供
た
ち
の
問
題
は
極
め
て
質
が
高

か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
の
上
で
、
今
度
は
教
師
が
問
題

を
選
択
し
、
提
示
す
る
。

　

○
○
さ
ん
た
ち
は
こ
の
問
題

が
解
け
な
い
と
言
っ
て
い
ま
す

が
、
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
挿
絵
の
大
造
じ
い
さ
ん

は
何
歳
で
し
ょ
う
か
。
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る
」
は
付
随
的
な
こ
と
だ
。
四
角
形

を
自
分
で
か
か
せ
る
こ
と
で
、
頂
点

や
辺
や
角
度
を
意
識
で
き
る
。
か
く

こ
と
で
理
解
が
進
み
、
学
力
が
付
く

手
法
な
の
だ
。

　

か
か
せ
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い
。
教

師
が
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

一
つ
か
け
た
ら
持
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
。
ミ
ニ
定
規
を
使
っ
て

な
け
れ
ば
か
き
直
し
で
す
。

　

合
格
の
子
に
は
二
つ
め
、
三
つ
め

を
か
か
せ
る
。
な
か
に
は
う
ま
く
か

け
な
い
子
も
い
る
。
赤
鉛
筆
で
薄
く

頂
点
を
四
つ
か
い
て
や
る
。
点
を
結

べ
ば
四
角
形
が
か
け
る
。

【
最
新
機
器
を
活
用
す
る
】

　

新
し
い
方
法
が
広
が
っ
て
い
る
。

 

一
人
一
台
端
末

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
や
パ
ソ
コ
ン
を
一
人

一
台
持
つ
時
代
に
入
り
つ
つ
あ
る
。

応
で
き
る
。
プ
リ
ン
ト
は
ノ
ー
ト
に

貼
ら
せ
れ
ば
保
存
で
き
る
。

　

教
師
が
見
て
「
授
業
に
役
立
つ
」

と
判
断
し
た
考
え
方
は
、
別
の
拡
大

し
た
紙
や
ボ
ー
ド
に
か
か
せ
て
、
黒
板

に
掲
示
す
る
場
合
が
多
い
。
算
数
問

題
解
決
学
習
の
公
開
授
業
で
も
、
よ

く
見
ら
れ
る
方
法
だ
。
扱
い
方
し
だ

い
で
、
子
供
の
多
様
な
発
想
が
手
軽

に
表
現
で
き
る
優
れ
た
手
法
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
紙
を
ハ
サ
ミ
で
切
っ
て

四
つ
の
角
を
合
わ
せ
る
と
三
六
〇
度

に
な
る
こ
と
が
、作
業
で
確
認
で
き
る
。

【
子
供
に
四
角
形
を
描
か
せ
る
】

こ
の
図
を
ノ
ー
ト
に
そ
っ
く
り

写
し
な
さ
い
。

　

私
も
か
つ
て
は
プ
リ
ン
ト
を
配
付

し
て
い
た
。
向
山
氏
な
ら
ど
う
さ
れ

る
か
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
変
化
し

た
。
向
山
氏
は
「
で
き
る
だ
け
教
師

が
ラ
ク
を
す
る
」
手
法
を
選
ば
れ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
「
教
師
が
ラ
ク
を
す

	

異
な
る
作
業
方
法

　

五
年
生
の
図
形
指
導
。

「
四
角
形
の
四
つ
の
角
の
大
き
さ
の

和
は
三
六
〇
度
」
こ
れ
を
作
業
を
通

し
て
理
解
さ
せ
た
い
。

　

作
業
の
方
法
は
い
く
つ
も
あ
る
。

　

子
供
の
事
実
で
検
証
し
た
い
。

　

最
新
科
学
の
方
法
も
学
び
た
い
。

　

大
き
く
分
け
て
三
通
り
の
方
法
が

あ
る
。

【
四
角
形
を
印
刷
し
て
配
る
】

　

オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
方
法
は
、
図

を
印
刷
し
た
プ
リ
ン
ト
を
子
供
に
配

る
方
法
だ
ろ
う
。
た
く
さ
ん
印
刷
し

て
お
け
ば
何
種
類
も
の
考
え
方
に
対
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の
四
つ
の
角
の
大
き
さ

の
和
は
、
何
度
に
な
り
ま
す
か
。
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異異
なな
るる
作作
業業
方方
法法

五
年
生
の
図
形
指
導
。

「
四
角
形
の
４
つ
の
角
の
大
き
さ
の

和
は
３
６
０
度
」
こ
れ
を
作
業
を
通

し
て
理
解
さ
せ
た
い
。

作
業
の
方
法
は
い
く
つ
も
あ
る
。

子
ど
も
の
事
実
で
検
証
し
た
い
。

最
新
科
学
の
方
法
も
学
び
た
い
。

ト
ー
ク
ラ
イ
ン2021

年
８
月
号

たた
っっ
たた
一一
つつ
のの
図図
のの
提提

示示
方方
法法
にに
もも
意意
味味
がが
ああ

りり
、、
子子
どど
もも
のの
事事
実実
がが

ああ
りり
、、
科科
学学
がが
ああ
るる
。。

教
師
が
お
世
話
を
焼
き
す
ぎ
る

と
子
ど
も
の
力
が
伸
ば
せ
な
い
。

教
師
が
最
新
を
学
ば
な
い
と

子
ど
も
の
力
が
伸
ば
せ
な
い
。

東
京
都
・
日
本
文
化
大
学

木
村

重
夫

四
角
形
の
４
つ
の
角
の
大
き
さ

の
和
は
、
何
度
に
な
り
ま
す
か
。

（
東
京
書
籍
５
年
上
）

大
き
く
分
け
て
３
通
り
の
方
法
が

あ
る
。

【
四
角
形
を
印
刷
し
て
配
る
】

オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
方
法
は
こ
の

図
を
印
刷
し
た
プ
リ
ン
ト
を
子
ど
も

に
配
る
方
法
だ
ろ
う
。
た
く
さ
ん
印

刷
し
て
お
け
ば
何
種
類
も
の
考
え
方

に
対
応
で
き
る
。
プ
リ
ン
ト
は
ノ
ー

ト
に
貼
ら
せ
れ
ば
保
存
で
き
る
。

教
師
が
見
て
「
授
業
に
役
立
つ
」

と
判
断
し
た
考
え
方
は
、
別
の
拡
大

し
た
紙
や
ボ
ー
ド
に
描
か
せ
て
黒
板

に
掲
示
す
る
場
合
が
多
い
。
算
数
問

題
解
決
学
習
の
公
開
授
業
で
も
よ
く

見
ら
れ
る
方
法
だ
。
扱
い
方
し
だ
い

で
子
ど
も
の
多
様
な
発
想
が
手
軽
に

表
現
で
き
る
優
れ
た
手
法
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
紙
を
ハ
サ
ミ
で
切
っ
て

４
つ
の
角
を
合
わ
せ
て
３
６
０
度
に

な
る
こ
と
が
作
業
で
確
認
で
き
る
。

【
子
ど
も
に
四
角
形
を
描
か
せ
る
】

こ
の
図
を
ノ
ー
ト
に
そ
っ
く
り

写
し
な
さ
い
。

私
も
か
つ
て
は
プ
リ
ン
ト
を
配
布

し
て
い
た
。
向
山
氏
な
ら
ど
う
さ
れ

る
か
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
変
化
し

た
。
向
山
氏
は
「
で
き
る
だ
け
教
師

が
ラ
ク
を
す
る
」
手
法
を
選
ば
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
「
教
師
が
ラ
ク
を
す
る
」

は
付
随
的
な
こ
と
だ
。
四
角
形
を
自

分
で
描
か
せ
る
こ
と
で
、
頂
点
や
辺

や
角
度
を
意
識
で
き
る
。
描
く
こ
と

で
理
解
が
進
み
、
学
力
が
つ
く
手
法

な
の
だ
。

描
か
せ
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い
。
教

師
が
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

一
つ
描
け
た
ら
持
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
。
ミ
ニ
定
規
を
使
っ
て
な

け
れ
ば
描
き
直
し
で
す
。

合
格
の
子
に
は
二
つ
め
、
三
つ
め

を
描
か
せ
る
。
な
か
に
は
う
ま
く
描

け
な
い
子
も
い
る
。
赤
鉛
筆
で
薄
く

頂
点
を
４
つ
描
い
て
や
る
。
点
を
結

べ
ば
四
角
形
が
描
け
る
。

【
最
新
機
器
を
活
用
す
る
】

新
し
い
方
法
が
広
が
っ
て
い
る
。

一
人
一
台
端
末

タ
ブ
レ
ッ
ト
や
パ
ソ
コ
ン
を
一
人

一
台
持
つ
時
代
に
入
り
つ
つ
あ
る
。
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教
室
の
子
供
の
図
は
教
科
書
よ
り

広
が
り
が
あ
る
。
先
に
そ
れ
ら
を

扱
っ
て
か
ら
教
科
書
の
図
に
い
く
。

「
〇
〇
さ
ん
式
の
考
え
だ
」
と
理
解
で

き
る
。
逆
で
は
混
乱
す
る
子
が
い
る
。

　

対
象
と
な
る
子
の
画
面
に
、
他
の

子
に
気
付
か
れ
ず
に
そ
っ
と
図
を

送
っ
て
や
れ
る
。
数
字
や
図
を
薄
い

赤
で
か
い
て
や
れ
る
。
デ
ジ
タ
ル
で

個
別
支
援
で
き
る
。

	

子
供
の
図
を
予
想
す
る

　

予
想
す
る
図
は
多
い
ほ
ど
よ
い
。

２

　

授
業
支
援
ソ
フ
ト
「
メ
タ
モ
ジ
ク

ラ
ス
ル
ー
ム
」
な
ど
を
使
え
る
な
ら

ば
、
今
ま
で
に
な
か
っ
た
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
展
開
が
考
え
ら
れ
る
。

①�

メ
タ
モ
ジ
ク
ラ
ス
ル
ー
ム
で
、
教

科
書
の
図
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
全

員
で
共
有
す
る
。

②�

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
開
き
、
自
分
の

考
え
を
か
き
込
ま
せ
る
。

③�

教
師
は
子
供
が
か
き
込
ん
で
い
る

様
子
を
、
自
分
の
端
末
で
確
認
し
、

悩
ん
で
い
る
子
供
に
支
援
を
行
う
。

④�

全
員
の
考
え
を
大
型
ス
ク
リ
ー
ン

な
ど
で
提
示
す
る
（
指
定
し
た
子

だ
け
を
提
示
す
る
こ
と
も
で
き

る
）。

⑤�

教
師
が
見
て
い
る
画
面
を
、
子
供

た
ち
全
員
の
端
末
に
飛
ば
せ
る
。

　

操
作
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、
こ
の

方
法
も
「
教
師
が
ラ
ク
を
し
て
」
子

供
に
実
力
が
付
く
方
法
に
な
る
。

　

興
味
深
い
の
は
こ
れ
だ
。

 

デ
ジ
タ
ル
赤
鉛
筆
指
導
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授
業
支
援
ソ
フ
ト
「「
メメ
タタ
モモ
ジジ
クク

ララ
スス
ルル
ーー
ムム
」」
な
ど
を
使
え
る
な
ら

ば
、
今
ま
で
に
な
か
っ
た
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
な
展
開
が
考
え
ら
れ
る
。

①
メ
タ
モ
ジ
ク
ラ
ス
ル
ー
ム
で
、
教

科
書
の
図
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
全
員

で
共
有
す
る
。

②
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
開
き
、
自
分
の

考
え
を
か
き
込
ま
せ
る
。

③
教
師
は
子
供
が
か
き
込
ん
で
い
る

様
子
を
、
自
分
の
端
末
で
確
認
し
、

悩
ん
で
い
る
子
供
に
支
援
を
行
う
。

④
全
員
の
考
え
を
大
型
ス
ク
リ
ー
ン

な
ど
で
提
示
す
る
。
（
指
定
し
た
子

だ
け
を
提
示
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
）

⑤
教
師
が
見
て
い
る
画
面
を
、
子
供

た
ち
全
員
の
端
末
に
飛
ば
せ
る
。

操
作
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、
こ
の

方
法
も
「
教
師
が
ラ
ク
を
し
て
」
子

ど
も
に
実
力
が
つ
く
方
法
に
な
る
。

興
味
深
い
の
は
こ
れ
だ
。

デ
ジ
タ
ル
赤
鉛
筆
指
導

対
象
と
な
る
子
の
画
面
に
、
他
の

子
に
気
付
か
れ
ず
に
そ
っ
と
図
を
送

っ
て
や
れ
る
。
数
字
や
図
を
薄
い
赤

で
描
い
て
や
れ
る
。
デ
ジ
タ
ル
で
個

別
支
援
で
き
る
。

二二

子子
どど
もも
のの
図図
をを
予予
想想
すす
るる

予
想
す
る
図
は
多
い
ほ
ど
よ
い
。

教
室
の
子
ど
も
の
図
は
教
科
書
よ

り
広
が
り
が
あ
る
。
先
に
そ
れ
ら
を

扱
っ
て
か
ら
教
科
書
の
図
に
い
く
。

「
〇
〇
君
式
の
考
え
だ
」
と
理
解
で

き
る
。
逆
で
は
混
乱
す
る
子
が
い
る
。
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な
ど
を
使
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る
な
ら

ば
、
今
ま
で
に
な
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っ
た
ダ
イ
ナ
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ッ
ク
な
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開
が
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え
ら
れ
る
。
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モ
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で
、
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の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
全
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で
共
有
す
る
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ワ
ー
ク
シ
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ト
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開
き
、
自
分
の
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を
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ま
せ
る
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教
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は
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が
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込
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で
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を
、
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の
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で
確
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、

悩
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で
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る
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に
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を
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う
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全
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の
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え
を
大
型
ス
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リ
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ン
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ど
で
提
示
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る
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定
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た
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だ
け
を
提
示
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と
も
で
き
る
。
）

⑤
教
師
が
見
て
い
る
画
面
を
、
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た
ち
全
員
の
端
末
に
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ば
せ
る
。

操
作
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、
こ
の

方
法
も
「
教
師
が
ラ
ク
を
し
て
」
子

ど
も
に
実
力
が
つ
く
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法
に
な
る
。

興
味
深
い
の
は
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れ
だ
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対
象
と
な
る
子
の
画
面
に
、
他
の

子
に
気
付
か
れ
ず
に
そ
っ
と
図
を
送

っ
て
や
れ
る
。
数
字
や
図
を
薄
い
赤

で
描
い
て
や
れ
る
。
デ
ジ
タ
ル
で
個

別
支
援
で
き
る
。

二二

子子
どど
もも
のの
図図
をを
予予
想想
すす
るる

予
想
す
る
図
は
多
い
ほ
ど
よ
い
。

教
室
の
子
ど
も
の
図
は
教
科
書
よ

り
広
が
り
が
あ
る
。
先
に
そ
れ
ら
を

扱
っ
て
か
ら
教
科
書
の
図
に
い
く
。

「
〇
〇
君
式
の
考
え
だ
」
と
理
解
で

き
る
。
逆
で
は
混
乱
す
る
子
が
い
る
。
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ど
を
使
え
る
な
ら

ば
、
今
ま
で
に
な
か
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た
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
な
展
開
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え
ら
れ
る
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モ
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で
、
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書
の
図
の
ワ
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を
全
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で
共
有
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る
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ワ
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シ
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ト
を
開
き
、
自
分
の
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え
を
か
き
込
ま
せ
る
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教
師
は
子
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が
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き
込
ん
で
い
る
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子
を
、
自
分
の
端
末
で
確
認
し
、

悩
ん
で
い
る
子
供
に
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援
を
行
う
。
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全
員
の
考
え
を
大
型
ス
ク
リ
ー
ン

な
ど
で
提
示
す
る
。
（
指
定
し
た
子

だ
け
を
提
示
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
）

⑤
教
師
が
見
て
い
る
画
面
を
、
子
供

た
ち
全
員
の
端
末
に
飛
ば
せ
る
。

操
作
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、
こ
の

方
法
も
「
教
師
が
ラ
ク
を
し
て
」
子

ど
も
に
実
力
が
つ
く
方
法
に
な
る
。

興
味
深
い
の
は
こ
れ
だ
。

デ
ジ
タ
ル
赤
鉛
筆
指
導

対
象
と
な
る
子
の
画
面
に
、
他
の

子
に
気
付
か
れ
ず
に
そ
っ
と
図
を
送

っ
て
や
れ
る
。
数
字
や
図
を
薄
い
赤

で
描
い
て
や
れ
る
。
デ
ジ
タ
ル
で
個

別
支
援
で
き
る
。

二二

子子
どど
もも
のの
図図
をを
予予
想想
すす
るる

予
想
す
る
図
は
多
い
ほ
ど
よ
い
。

教
室
の
子
ど
も
の
図
は
教
科
書
よ

り
広
が
り
が
あ
る
。
先
に
そ
れ
ら
を

扱
っ
て
か
ら
教
科
書
の
図
に
い
く
。

「
〇
〇
君
式
の
考
え
だ
」
と
理
解
で

き
る
。
逆
で
は
混
乱
す
る
子
が
い
る
。
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か
」

「
そ
う
だ
。
四
㎝
だ
」

「
時
間
が
二
倍
に
な
る
と
、
水
の
深

さ
は
、
何
倍
に
な
り
ま
す
か
」

「
そ
う
だ
ね
。
二
倍
に
な
る
」

「
ノ
ー
ト
に
同
じ
よ
う
に
書
い
て
お

こ
う
」

こ
れ
を
教
科
書
に
書
か
れ
て
い
る

通
り
に
進
め
る
。
時
間
が
三
分
た
っ

た
時
、
水
の
深
さ
を
聞
き
、
何
倍
か

を
問
う
。

次
は
、
四
分
た
っ
た
時
、
二
分
か

ら
見
る
と
、
時
間
は
二
倍
に
な
る
。

そ
の
時
に
、
水
の
深
さ
何
㎝
か
を
確

定
す
る
。
そ
し
て
、
何
倍
に
な
る
か

を
言
わ
せ
る
。
最
後
に
、
ノ
ー
ト
に

書
き
こ
ま
せ
る
。

こ
れ
を
繰
り
返
す
中
で
、
子
供
た

ち
は
比
例
の
表
の
横
の
見
方
を
身
に

付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

教
科
書
の
ま
と
め
は
、
読
ま
せ
て

か
ら
、

「
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
写
し
な
さ

い
」
で
一
時
間
目
の
ノ
ー
ト
が
完
成

す
る
。

①　

�

と
も
な
っ
て
変
わ
る
二
つ

の
量
を
見
付
け
る

②　

表
を
横
に
見
る
。

③　

表
を
縦
に
見
る
。

と
も
な
っ
て
変
わ
る
量
を
確
定
す

る
。

「
と
も
な
っ
て
変
わ
る
も
の
は
、
何

と
何
で
す
か
」

「
そ
う
だ
。
時
間
と
水
の
深
さ
だ

ね
」次

は
、
表
を
ノ
ー
ト
に
写
さ
せ
る

と
こ
ろ
か
ら
始
め
る
。

表
を
写
し
終
わ
っ
た
ら
、
次
は
表

を
横
に
読
ま
せ
る
。

ま
ず
は
、
教
科

書
を
な
ぞ
る
と
こ

ろ
か
ら
始
め
る
。

「
表
を
横
に
見
ま

す
よ
」

「
時
間
が
二
分
に

な
り
ま
し
た
。
水

の
深
さ
は
、
何
㎝

に
な
り
ま
し
た

	

教
科
書
を
進
め
る
上
で
の

大
原
則
を
踏
ま
え
る

　

算
数
科
の
学
習
で
大
切
な
こ
と
は
、

「
考
え
方
を
パ
タ
ー
ン
化
し
て
身
に

付
け
る
こ
と
」
で
あ
る
。

　

と
も
な
っ
て
変
わ
る
二
つ
の
量
の

見
付
け
方
、
表
を
横
（
縦
）
に
見
て

「
比
例
か
否
か
」
を
判
断
す
る
方
法

な
ど
は
、
た
だ
眺
め
て
い
れ
ば
で
き

る
技
で
は
な
い
。

　
「
ま
ず
何
を
見
て
、
次
に
何
を
す

る
の
か
」
と
い
う
手
順
通
り
に
す
れ

ば
、
解
決
で
き
る
技
術
と
い
え
る
。

『
ま
ね
る
力　

模
倣
こ
そ
が
創
造
で

あ
る
』（
斎
藤
孝
著　

朝
日
新
書
）

１

に
次
の
フ
レ
ー
ズ
が
あ
る
。

「
ま
ね
を
す
る
と
は
、
プ
ロ
セ
ス
を

理
解
す
る
こ
と
」

　

算
数
の
教
科
書
を
学
習
す
る
こ
と

は
、
ま
さ
に
こ
れ
だ
。
教
科
書
の
考

え
方
・
解
き
方
を
忠
実
に
ト
レ
ー
ス

す
る
こ
と
で
、
学
習
に
必
要
な
内
容

が
自
然
と
体
に
し
み
こ
ん
で
い
く
の

だ
。

	

比
例
の
学
習
で
の
三
つ
の

心
臓
部
で
授
業
す
る

比
例
の
学
習
の
心
臓
部
は
、
ざ
っ

く
り
い
う
と
、
以
下
の
三
つ
に
確
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

6年

山口県下関市立王喜小学校

河
かわ

田
た

 孝
たか

文
ふみ

啓林館・６年・P150-152

下
しも

窪
くぼ

 理
り

政
せい

山口県下関市立長府小学校

考え方をパターン化
して身に付けさせる
比例単元で行うことができる、ムダを
省いた６つの指示。教師の説明を究極
的に削りに削って、作業に変換させる。

TOSS授業技量検定十段
河田孝文の算数授業

Mathematics
算数

※�ノート以外の図版については教科書
をもとにかき起こしました。
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国
Japanese

国語

Math
emat

ics算数
算 4・8・1月号特別企画！ 河田孝文の算数授業

「
で
き
た
ら
、
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
」

　

こ
れ
で
、
次
の
問
題
を
解
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　

個
別
に
持
っ
て
来
さ
せ
て
、
列
に

な
ら
な
い
よ
う
に
数
秒
で
評
定
を
繰

り
返
す
。

　

説
明
を
作
業
に
変
換
す
る
こ
と
で
、

教
室
は
し
ー
ん
と
静
か
な
状
態
に
な

る
。写

す
作
業
を
通
し
て
、
子
供
た
ち

は
、
い
ろ
い
ろ
大
切
な
こ
と
に
気
づ

く
。
説
明
だ
け
だ
と
、
子
供
た
ち
の

頭
の
上
を
通
り
過
ぎ
て
い
く
。
同
じ

内
容
を
体
を
動
か
す
作
業
を
通
す
と
、

子
供
の
中
（
記
憶
）
に
し
み
こ
ん
で

い
く
の
だ
。

　

ま
た
、
目
的
が
明
確
な
の
で
、
子

供
た
ち
が
何
を
す
れ
ば
い
い
か
自
覚

で
き
る
。

④　

�「
次
を
写
し
て
持
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
」

⑤　

�「
次
の
問
題
を
や
っ
て
ご

ら
ん
な
さ
い
」

⑥　

�「
で
き
た
ら
持
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
」

「
教
科
書
一
五
二
ペ
ー

ジ
」

「
5
に
つ
い
て
読
み
ま

す
」

「
表
を
写
し
な
さ
い
」

と
し
て
、
二
人
の
考
え

に
入
る
。

「
ひ
な
た
さ
ん
の
考
え
」

「
表
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
ま
す

か
」

「
そ
う
だ
ね
。
横
か
ら
だ
」

「
ひ
な
た
さ
ん
の
考
え
を
ノ
ー
ト
に

写
し
な
さ
い
」

「
だ
い
ち
さ
ん
の
考
え
」

「
表
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
ま
す

か
」

「
そ
う
だ
。
縦
だ
ね
」

「
だ
い
ち
さ
ん
の
考
え
を
写
し
な
さ

い
」

「
こ
こ
ま
で
で
き
た
ら
、
持
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
」

こ
こ
で
確
認
を
入
れ
て
、
説
明
の

文
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
子
供
に
浸
透

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
次
の
問
題
を
や
っ
て
ご
ら
ん
な
さ

い
」

	

六
つ
の
指
示
で
、
説
明
を

作
業
に
変
換
さ
せ
る

　

六
つ
の
指
示
は
、
以
下
の
通
り
で

あ
る
。

①　

教
科
書
を
読
む

②　

�「
教
科
書
の
説
明
を
そ
っ

く
り
そ
の
ま
ま
写
し
な
さ

い
」

③　

�「
で
き
た
ら
持
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
」

３
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歴
史
は
人
物
中
心
で
教
え
て
い
く
。

だ
か
ら
、
授
業
の
最
初
か
最
後
に
、

こ
の
授
業
パ
ー
ツ
を
入
れ
て
い
る
。

歴
史
人
物
調
べ
（
ま
と
め
）

　

授
業
の
最
初
に
自
力
で
調
べ
さ
せ

て
か
ら
一
斉
授
業
に
入
る
場
合
も
あ

れ
ば
、
授
業
の
終
わ
り
に
「
○
○
に

つ
い
て
ま
と
め
な
さ
い
」
と
言
っ
て

ま
と
め
さ
せ
る
場
合
も
あ
る
。

　

そ
の
時
に
子
供
た
ち
に
渡
す
の
が

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
だ
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
は
、
手
の
ひ
ら
サ

イ
ズ
の
小
さ
な
付
箋
で
あ
る
。

　

こ
の
小
さ
さ
が
大
事
だ
。
教
科
書

や
資
料
集
か
ら
大
事
な
こ
と
を
選
び
、

要
約
し
な
が
ら
書
い
て
い
く
こ
と
に

な
る
か
ら
だ
。

　

慣
れ
て
く
る
と
一
人
物
五
分
程
度

で
ま
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

毎
時
間
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
に
人
物

ま
と
め
を
し
て
い
く
と
、
単
元
末
に

は
主
要
な
人
物
が
集
ま
る
。

　

そ
れ
を
活
用
し
て
ノ
ー
ト
ま
と
め

を
す
る
方
法
を
紹
介
す
る
。

①�

見
開
き
二
ペ
ー
ジ
に
Ｔ
Ｏ
Ｓ

Ｓ
メ
モ
を
貼
る
。

　

人
物
同
士
の
関
係
を
考
え
な
が
ら

自
由
に
配
置
さ
せ
る
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ

の
よ
さ
は
何
度
で
も
配
置
を
換
え
ら

れ
る
こ
と
だ
。
そ
れ
が
思
考
に
な
る
。

②
人
物
の
つ
な
が
り
を
書
く
。

　

線
や
矢
印
を
使
っ
て
関
係
性
を
表

し
て
い
く
。
教
師
が
い
く
つ
か
例
示

す
れ
ば
す
ぐ
に
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

③
余
白
に
関
連
情
報
を
書
く
。

「
源
平
合
戦
の
地
図
」

「
ご
恩
と
奉
公
の
関
係
図
」

「
元
の
領
土
や
兵
力
な
ど
の
情
報
」

な
ど
、
関
連
す
る
情
報
を
ビ
ジ
ュ
ア

ル
に
書
き
込
ん
で
い
け
ば
完
成
で
あ

る
。

社会

歴史人物の関係に
着目させたノート
まとめの方法
歴史人物同士のつながりを
考えさせることで、より立
体的なノートまとめをさせ
ることができる。

島根県川本町立川本小学校

太
おお

田
た

 政
まさ

男
お

基礎・基本

Social studies
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ど
の
付
箋
と
つ
な
ぐ
の
か
選
択
す

る
。
こ
れ
で
矢
印
で
結
ば
れ
る
。

　

基
本
的
に
は
右
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し

た
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
活
用
の
ノ
ー
ト
ま

と
め
と
同
じ
で
あ
る
。

　

Padlet

は
共
同
編
集
も
で
き
る
の

で
、
班
で
役
割
分
担
し
て
作
成
す
る

こ
と
も
で
き
る
。
そ
の
過
程
で
自
然

に
対
話
も
生
ま
れ
る
。

　

一
人
一
台
端
末
を
生
か
し
た
新
時

代
の
「
ノ
ー
ト
ま
と
め
」
で
あ
る
。

示
さ
れ
る
。
そ
れ
を
ク
リ
ッ
ク
す
れ

ば
、
付
箋
の
下
部
に
挿
入
さ
れ
る
。

③
連
結

　

付
箋
と
付
箋
を
矢
印
で
つ
な
ぐ
機

能
で
あ
る
。

　

右
ク
リ
ッ
ク
し
て
「
投
稿
に
連
結
」

を
選
択
。

　

一
人
一
台
端
末
時
代
の
今
な
ら
、

オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
共
同
編
集
を
体
験

さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

お
す
す
め
の
サ
イ
ト
が
あ
る
。

Padlet

（
パ
ド
レ
ッ
ト
）

　

い
ろ
い
ろ
な
タ
イ
プ
の
「
ボ
ー
ド
」

を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
私
が
使
っ

た
の
は
「
キ
ャ
ン
バ
ス
」
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
使
え
ば
、
コ
ン
テ
ン
ツ
を

ラ
ン
ダ
ム
に
並
べ
た
り
、
ま
と
め
た

り
、
連
結
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

使
い
方
も
シ
ン
プ
ル
だ
。

①
文
字
入
力

　

画
面
上
を
ダ
ブ
ル
ク
リ
ッ
ク
す
る

と
付
箋
の
よ
う
な
も
の
が
現
れ
る
。

　

そ
こ
に
タ
イ
ト
ル
や
内
容
を
入
力

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
画
像
検
索
を
す
る
。

　

虫
眼
鏡
の
よ
う
な
ア
イ
コ
ン
を
ク

リ
ッ
ク
す
る
と
検
索
が
で
き
る
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド
を
入
れ
、「
画
像
」

を
選
ぶ
と
ず
ら
っ
と
検
索
結
果
が
表

社会
Social studies

1人1台端末で 
行う新時代の 

「ノートまとめ」
Padletを使い、班全員で共
同作業を行うことで、主体
的、対話的な学習が実現す
る。

島根県川本町立川本小学校

太
おお

田
た

 政
まさ

男
お

と「主体的・対話的で深い学びの授業例」「基礎・基本の授業例」

主体的・対話的

で深い学び
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（
１
）
資
料
の
読
み
聞
か
せ

　

子
供
た
ち
の
内
部
情
報
を
増
や
す

た
め
、
高
橋
尚
子
さ
ん
の
写
真
や
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
映
像
を
用
意
す
る
。

（
２
）
内
容
確
認

　

登
場
人
物
と
そ
れ
ぞ
れ
の
つ
な
が

り
に
つ
い
て
、
簡
単
に
確
認
す
る
。

（
３
）
発
問

発
問
一 

高
橋
さ
ん
は
小
学
校
の
時
、

ど
ん
な
子
で
し
た
か
。

　

○
走
る
の
が
好
き
／
負
け
ず
嫌
い

発
問
二 

高
校
や
大
学
で
は
何
を
目

標
に
し
て
い
ま
し
た
か
。

　

○
自
分
／
自
分
の
記
録

発
問
三 

（
が
ん
ば
れ
ば
、
き
っ
と

で
き
る
）
と
い
う
思
い
で
、
高
橋

さ
ん
は
何
を
し
ま
し
た
か
。

　

○�

自
分
に
挑
戦
し
た

発
問
四 

こ
の
お
話
が
言
い
た
か
っ

た
こ
と
は
何
で
す
か
。

　

○
努
力
す
る
／
目
標
に
向
か
う

発
問
五 

今
、
あ
な
た
が
や
り
た
い

と
思
う
こ
と
は
何
で
す
か
。

　

○�

好
き
な
こ
と
を
長
く
続
け
る
／

習
い
事
で
記
録
越
え
を
目
指
す

博
之
編
著　

学
芸
み
ら

い
社
）
に
載
っ
て
い
る
。

こ
の
話
を
す
る
と
、
子

供
た
ち
は
じ
っ
と
聞
い

て
、
直
後
か
ら
努
力
を

重
ね
よ
う
と
動
き
始
め
る
。
全
学
年

で
通
用
す
る
力
の
あ
る
お
話
で
あ
る
。

二	

「
き
っ
と
で
き
る
」
の
授
業

　

も
ち
ろ
ん
、
教
科
書
教
材
を
使
っ

た
授
業
も
セ
ッ
ト
で
行
う
。
努
力
や

目
標
に
向
か
う
観
点
に
マ
ッ
チ
し
た

教
材
を
選
ぶ
必
要
が
あ
る
。

〈
あ
ら
す
じ
〉
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
女
子
マ
ラ
ソ
ン
で
金
メ
ダ

ル
を
獲
得
し
た
高
橋
尚
子
さ
ん
。
小

学
生
の
時
は
、
走
る
こ
と
が
好
き
で

負
け
ず
嫌
い
だ
っ
た
。
高
校
・
大
学

で
は
、
自
分
よ
り
速
い
人
ば
か
り
と

出
会
う
。
し
か
し
、「
人
と
で
は
な

く
自
分
の
記
録
と
戦
う
ん
だ
」
と
い

う
こ
と
を
思
い
、
練
習
に
励
ん
だ
。

苦
し
く
つ
ら
い
練
習
を
乗
り
越
え
た

こ
と
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
金
メ
ダ

ル
を
獲
得
し
た
。

一	 �

夏
休
み
明
け
最
初
の
道
徳
で
の

必
要
な
指
導

　

夏
休
み
明
け
最
初
の
道
徳
授
業
で

は
、
黄
金
の
三
日
間
や
シ
ル
バ
ー
の

三
日
間
で
行
う
語
り
の
よ
う
に
、
大

切
な
内
容
を
扱
う
。
そ
の
語
り
で
、

学
級
経
営
や
子
供
同
士
の
関
係
を
円

滑
に
し
た
り
、
規
律
を
正
し
た
り
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
長
期
休
み

の
緩
み
を
一
気
に
吹
き
飛
ば
す
の
で

あ
る
。
以
下
は
一
例
で
あ
る
。

（
１
）
規
律
・
対
人
に
つ
い
て

『
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
か
る
た
』

　

低
・
中
学
年
担
任
の
と
き
に
は
必

ず
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
か
る
た
」

を
取
り
入
れ
て
い
る
。
朝
学
習
や
授

業
時
間
、
休
み
時
間
に
も
使
う
。
す

る
と
、
叱
ら
ず
と
も
行
動
が
変
わ
る
。

あ
い
さ
つ
や
物
の
整
理
な
ど
、
日
常

生
活
に
必
要
な
行
動
規
範
を
遊
び
な

が
ら
学
ん
で
い
く
。「
一

学
期
の
続
き
だ
か
ら
」

と
油
断
す
る
と
、
学
級

の
荒
れ
に
つ
な
が
る

た
め
、
二
学
期
の
最
初

に
確
認
す
る
。

（
２
）
継
続
・
努
力
に
つ
い
て

「
ど
力
の
つ
ぼ
」
の
お
話

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ド
「
ど
力
の
つ

ぼ
」
や
『
小
学
生
が
シ
ー
ン
と
し
て

聴
く
道
徳
話
１
０
０
選
』（
長
谷
川

２学期最初の 
道徳授業でクラスの 
空気を引き締める
長期休みの緩みを一気に吹
き飛ばし、努力する姿勢を
つくる。

3年道徳

兵庫県伊丹市立南小学校

三
さえぐさ

枝 亜
あ

矢
や

子
こ

廣済堂あかつき３年
P66-69

「きっとできる」

↑
ソ
ー
シ
ャ

ル
ス
キ
ル
か

る
た

↑
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

ラ
ン
ド
「
ど

力
の
つ
ぼ
」
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　学習指導要領対応　道徳・英語・プログラミングの授業実践

ダイアローグ①どんな夏休みだったか
Ａ：How was your summer vacation?
Ｂ：It was exciting.
ダイアローグ②どこへ行ったか
Ａ：Where did you go?
Ｂ：I went to the mountains.
� 井戸砂織氏考案『やり取りカード』より

　児童が自分の思い出を話したくなる工夫が
必要である。

ポイント
１．教師自身の楽しい思い出を紹介
２．「思い出が無い」という児童への配慮

１　教師自身の楽しい思い出を紹介
　児童を巻き込むには、教師自身の楽しい思
い出を状況設定にする。可能であれば、実際
に教師が写っている写真や動画を用意すると、
児童を引き付ける事ができる。
例）Ｔ：○○先生, I went to 出雲大社.
　　　　It was exciting. I ate 出雲そば.
２　「思い出が無い」という児童への配慮
　中には、夏休みにどこへも行けなかった児
童もいる。加えて、コロナ禍で外出を控えな
ければいけない状況である。そのような児童
が寂しい想いをしない配慮が必要である。

状況設定：配慮のポイント
①「今年の夏休み」だけでなく、
　 「これまでの夏休み」とする
②「自宅や近所でできる事」を入れる

配慮①　「今年」に限らず、「これまでの」と
する事で、思い出として話ができる児童が増
える。昨年度の６年生も、数年前の夏休みの
思い出を話題として、盛り上がる事ができた。
例）Ｔ：３年前, ○○先生, I went to 沖縄.
　　　　It was exciting. I enjoyed swimming.
配慮②　「自宅や近所でできる事」で、教師
が楽しく過ごした事実を状況設定にする。

例）I enjoyed △△. → I enjoyed reading books.

△△の例：自宅でできる事
reading books watching movie
cleaning room playing games
jumping rope studying English

例）I went to the □□. I enjoyed （ate） △△.

□□の例：場所 △△の例：動作
park playing soccer
book store reading books
convenience store ate ice cream

➡

➡
➡

　自宅で過ごした事を、教師が心の底から
「楽しかった」と紹介する。だからこそ、児
童も自分の思い出で「楽しかった」と言える
選択肢が増える。そうして言えた児童を、力
強く褒める事もポイントである。
　学級の状況に合わせ、楽しく状況設定を考
える事で、児童を巻き込む授業を展開したい。

「夏休みの思い出」は
楽しい状況設定を！
Unit ４「Summer Vacations 
in the World」。
夏休みの思い出を、過去形を
使って表現する。「思い出が
無かった！」と言う児童も、
教師側の配慮で授業に巻き
込む事ができる。

愛知県小牧市立本庄小学校

松
まつ

原
ばら

 幸
こう

司
じ

東京書籍・６年
P34-41

6年英語
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「Scratch」を 
授業する③
直感的に操作できる「ビ
ジュアル・プログラミン
グ言語」。英数字をタイ
ピングしていく「テキス
ト・プログラミング言
語」。発達段階に合わせ
て計画的に体験させよう。

兵庫県姫路市立英賀保小学校

許
ほ

 鍾
じょん まん

萬

　

期
待
に
応
え
て
、Scratch

の
サ

イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
て
見
せ
た
。

　

子
供
た
ち
が
よ
く
知
っ
て
い
る

ゲ
ー
ム
と
同
じ
画
面
、
同
じ
音
楽
が

流
れ
た
。
ほ
ん
の
少
し
だ
け
、
キ
ー

ボ
ー
ド
を
使
っ
て
ゲ
ー
ム
を
操
作
し

て
見
せ
た
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
動
き

に
合
わ
せ
て
歓
声
が
あ
が
っ
た
。

　

子
供
た
ち
に
大
人
気
の
ゲ
ー
ム
だ
。

　
「
マ
リ
オ
カ
ー
ト
！
」

　
「
マ
リ
オ
ワ
ー
ル
ド
！
」

　
「
ス
ー
パ
ー
マ
リ
オ
！
」

　

次
々
と
発
表
さ
せ
た
後
で
正
解
を

見
せ
た
。

　

Scratch

で
ゲ
ー
ム
も
作
れ
る

の
？　

と
い
う
表
情
で
画
面
を
見
詰

め
る
子
供
た
ち
。

　

六
月
号
の
続
き
。

発
問
３  

何
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

し
ょ
う
か
。

教科で
使える
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一
気
に
難
し
く
な
っ
た
。

　

一
〇
月
号
へ
続
く
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
」
だ
。
と
こ

ろ
が
「
英
語
」
で
書
か
れ
て
い
る
。

説
明  

み
ん
な
が
よ
く
知
っ
て
い
る

ゲ
ー
ム
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
。
命

令
の
こ
と
を
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
書
く
こ
と
を
「
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
」
と
言
い
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
が
授
業
の
導
入
部
分
。

　

プ
ラ
グ
ラ
ム
か
ら
情
報
を
読
み
取

る
と
い
う
活
動
を
繰
り
返
し
た
。

　

Scratch

の
よ
う
な
直
感
的
に
操

作
で
き
る
タ
イ
プ
の
も
の
を
「
ビ

ジ
ュ
ア
ル
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
」

と
い
う
。
子
供
や
初
心
者
向
け
に
開

発
さ
れ
発
展
し
て
き
た
も
の
だ
。
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
必
要
な
情
報
を
、

ぱ
っ
と
見
て
分
か
る
よ
う
に
作
ら
れ

て
い
る
。
ド
ラ
ッ
グ
＆
ド
ロ
ッ
プ
の

操
作
が
中
心
で
、
キ
ー
ボ
ー
ド
の
タ

イ
ピ
ン
グ
に
習
熟
し
て
い
な
い
低
学

年
で
も
簡
単
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
。

⑴　

Scratch

⑵　

M
akeCode

⑶　

V
iscuit　

　

他
多
数

　

こ
れ
に
対
応
し
て
、
英
数
字
を
タ

イ
ピ
ン
グ
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
書
く

タ
イ
プ
の
も
の
を
「
テ
キ
ス
ト
・
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
」
と
い
う
。
一

般
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
で
、

い
ろ
ん
な
種
類
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
テ
キ
ス
ト
・
プ
ラ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言

語
に
よ
っ
て
得
意
分
野
が
異
な
る
。

①　

JavaScript

②　

PH
P

③　

Python

④　

Sw
ift

⑤　
O
bjective-C�

他
多
数

　

小
学
校
で
は
「
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
」
か
ら
体
験
さ

せ
る
こ
と
が
多
い
。
多
少
の
キ
ー

ボ
ー
ド
入
力
は
必
要
だ
が
、
ほ
と
ん

ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ド
ラ
ッ
グ
＆
ド

ロ
ッ
プ
で
作
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
だ
。

　

低
学
年
で
も
無
理
な
く
体
験
で
き

る
。

　

い
よ
い
よ
授
業
の
本
題
へ
。

発
問
４  

何
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

し
ょ
う
か
。

　

見
た
目
は
同
じ
「
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・

　学習指導要領対応　道徳・英語・プログラミングの授業実践
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英 語
授 業 実 践
中 学 校 の

「小学校で指導済み」
を中学校でどう引き
継ぐか
従来は、中学校１年で過去
形の導入をしていた。今年
度から新指導要領になった。
過去形は小学校で指導済
みのはずである。だが、目
の前の生徒の定着度に合わ
せて授業をする必要がある。

北海道幕別町立忠類中学校

加
か

藤
とう

 心
しん

　

言
語
活
動
に
ま
っ
し
ぐ
ら
で
あ
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
を
参
照

願
う
。
イ
メ
ー
ジ
が
沸
く
と
思
う
。

対
話
：�W

hat subject did you 
study?  /  I studied 
m
ath.

　

二
〇
二
〇
年
度
ま
で
は
こ
の
よ
う

に
や
っ
て
き
た
。

　

二
〇
二
一
年
度
か
ら
は
、
子
供
の

実
態
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
を
カ
ッ
ト

し
て
、
い
き
な
り
応
用
課
題
に
入
っ

て
も
か
ま
わ
な
い
。

理
由
①
小
学
校
で
習
熟
済
だ
か
ら
。

理
由
②
中
学
の
内
容
が
多
い
か
ら
。

　

応
用
課
題
と
は
以
下
で
あ
る
。

　

六
文
対
話
→
十
二
文
対
話
→
ス

ピ
ー
チ
→
自
由
会
話
な
ど
。

　

中
学
一
年
の
八
月
ご
ろ
、
過
去
形

を
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
英
会
話
の
三
構
成
法
で

指
導
す
る
。

　

三
構
成
法
の
説
明
は
省
略
す
る
。

〈
一
日
目
〉

単
語
：study, studied

状
況
：�

子
供
四
人
に
、
昨
日
勉
強
を

し
た
か
を
尋
ね
る
場
面
。

対
話
：�D

id you study 
yesterday? / Y

es, I did.

〈
二
日
目
〉

単
語
：
前
日
と
同
じ

状
況
：
前
日
と
同
じ

対
話
：�D

id you study 
yesterday? / Y

es, I did.  �
I studied yesterday.

〈
三
日
目
〉

単
語
：studied, 

各
教
科

状
況
：�

子
供
四
人
に
、
昨
日
何
を
勉

強
し
た
か
を
尋
ね
る
場
面
。

※‌�教室内で使っている資料ですが、掲載にあたり、著作権を考慮し、ボカシ加工しています。
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た
だ
「
方
程
式
の
解
き
方
」「
一

次
関
数
の
グ
ラ
フ
の
か
き
方
」
を
教

え
る
の
が
数
学
で
は
な
い
。

　

そ
の
広
が
り
、
先
の
世
界
を
知
る

こ
と
が
中
学
生
の
知
的
好
奇
心
に
つ

な
が
る
。

　

そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
情
報
を
教

師
が
語
っ
て
聞
か
せ
る
の
も
大
事
だ

が
、
生
徒
が
自
分
で
調
べ
、
発
見
し

て
い
く
こ
と
も
同
じ
く
ら
い
大
事
だ
。

　

そ
の
「
場
」
を
与
え
る
の
は
、
教

師
で
あ
る
我
々
の
役
目
で
あ
る
。

内
容
が
進
化
す
る
と
こ
ん
な
世
界
が

広
が
っ
て
い
る
、
っ
て
い
う
レ
ポ
ー

ト
も
Ｏ
Ｋ
だ
よ
」

と
伝
え
る
と
、
子
供
た
ち
の
動
き
が

変
わ
っ
た
。

「
先
生
！　
『
流
体
力
学
』
っ
て
何

で
す
か
」

「
天
気
予
報
も
方
程
式
が
関
係
し
て

い
る
み
た
い
で
す
！
」

「
人
口
の
予
測
も
で
き
る
っ
て
～
」

「
ｎ
次
元
方
程
式
っ
て
何
で
す
か
？
」

「
虚
数
…
…
っ
て
、
こ
の
前
先
生
の

本
（
教
室
で
紹
介
し
た
『N

ew
ton

』

（
ニ
ュ
ー
ト
ン
プ
レ
ス
））
に
あ
っ
た

や
つ
で
す
ね
！
」

　

徐
々
に
、
新
た
な
情
報
が
発
見
さ

れ
る
。
見
付
け
た
生
徒
が
嬉
し
そ
う

に
報
告
す
る
。
そ
し
て
、
発
見
さ
れ

た
情
報
が
周
り
に
波
及
し
、
さ
ら
に

広
が
っ
て
い
く
。

勉
強
し
て
い
る
内
容
が
、
ど
う

や
っ
て
先
に
つ
な
が
っ
て
い
く

の
か
。
世
の
中
の
ど
こ
で
役

立
っ
て
い
る
の
か
。

１
．
数
学
レ
ポ
ー
ト

「
素
因
数
分
解
が
ネ
ッ
ト
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
を
守
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
」

「
方
程
式
が
カ
ー
ナ
ビ
の
位
置
情
報

を
支
え
て
い
る
ん
で
す
よ
」

「
数
式
に
文
字
が
あ
る
こ
と
で
、
未

来
を
予
想
で
き
る
ん
で
す
」

　

い
ず
れ
も
、
私
が
言
っ
た
の
で
は

な
く
、
中
一
の
生
徒
が
担
任
に
言
っ

た
・
日
記
帳
に
書
い
た
言
葉
だ
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
担
任
が
「
星
野
先
生
、

何
教
え
た
ん
で
す
か
」
と
び
っ
く
り

し
て
い
た
。

　

昨
年
よ
り
、
単
元
の
最
後
に
「
数

学
レ
ポ
ー
ト
」
を
課
し
て
い
る
。

「
授
業
で
学
ん
だ
内
容
が
、
私
た
ち

の
生
活
の
ど
の
よ
う
な
場
面
で
役
に

立
っ
て
い
る
の
か
」
を
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
使
っ
て
調
べ
、
ま
と
め
る
と
い
う

も
の
だ
。

　

前
述
の
言
葉
が
聞
か
れ
た
の
は
、

「
文
字
式
」「
方
程
式
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
レ
ポ
ー
ト
執
筆
の
際
で
あ
る
。

２
．「
学
ん
で
い
る
先
」
を
学
ぶ

　

中
に
は
「
偏
微
分
方
程
式
」「
マ
ク

ス
ウ
ェ
ル
方
程
式
」「
オ
イ
ラ
ー
方
程

式
」
な
ど
中
一
で
は
絶
対
に
意
味
を

理
解
で
き
な
い
よ
う
な
も
の
も
あ
る
。

「
今
、
私
た
ち
は
『
方
程
式
』
を
勉

強
し
て
い
る
け
れ
ど
、
数
学
の
世
界

で
言
え
ば
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ

た
ば
か
り
な
ん
だ
よ
。
学
ん
で
い
る

数 学
授 業 実 践
中 学 校 の

「数学レポート」で
「学んでいる先」を
学ばせる
「現在学んでいる内容、
が世の中でどのように役
立っているか」を学ぶ学
習が必要だ。

埼玉県さいたま市立指扇中学校

星
ほし

野
の

 優
ゆう

子
こ

中学校中学校でのでのTOSS実践TOSS実践



長は

谷せ

川が
わ

　
博ひ

ろ

之ゆ
き

「
夏
の
二
〇
句
」
を
授
業
す
る

こ
れ
は
、
向
山
型
国
語
の
新
た
な
峰
を
構
築
す
る
同
志
た
ち
の
競
演
で
あ
る
。

国語
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埼
玉
県
吉
見
町
立
吉
見
中
学
校

一　

課
題
発
信
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
一
本
化
す
る

　

今
回
、
事
務
局
側
に
複
数
の
ミ
ス
が
生

じ
、
応
募
者
の
皆
様
に
迷
惑
を
お
か
け
す

る
事
態
と
な
っ
た
こ
と
を
、
ま
ず
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
、
論
文
送
付
先
に
誤
り
が
あ
っ
た
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
す
ぐ
に
修
正
を
行
っ
た
。

　

次
い
で
、
課
題
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　

私
が
出
し
た
課
題
は
次
だ
。

五
色
名
句
百
選
か
る
た
「
夏
の
二
〇
句
」

を
授
業
す
る
。

　

T
O
S
S

−

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
そ
う
発
信
し
た
。

　

こ
れ
が
、
事
務
局
発
信
で
は
「『
夏
の
二
〇

句
』
か
ら
授
業
を
つ
く
る
」
に
変
わ
っ
て
い
た
。

　

同
じ
よ
う
に
見
え
て
、
や
は
り
異
な
る
。

　

私
の
意
図
は
次
だ
。

こ
の
課
題
を
ど
う
咀
嚼
し
て
授
業
化
す
る

か
を
観
る
こ
と
。

　

す
な
わ
ち
、
授
業
に
値
す
る
句
を
選
択
し
て

指
導
案
を
書
く
と
い
う
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
形

に
限
ら
ず
、
夏
札
二
〇
句
す
べ
て
を
一
気
に
授

業
す
る
よ
う
な
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
実
践
の
出
現

に
も
期
待
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

「『
夏
の
二
〇
句
』
か
ら
授
業
を
つ
く
る
」
と

な
る
と
、そ
の
意
図
が
ず
れ
る
。
助
詞
「
か
ら
」

が
問
題
な
の
だ
。「
選
択
し
て
」
と
い
う
ニ
ュ

ア
ン
ス
が
付
き
ま
と
う
。
予
想
ど
お
り
、
応
募

者
の
多
く
が
一
句
あ
る
い
は
複
数
句
を
選
ん
で

授
業
化
し
て
い
た
。
原
稿
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
も

そ
う
書
か
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
無
理
も
な
い
。

　

中
に
は
、「
夏
の
二
〇
句
の
中
か
ら
自
由
に

一
つ
選
び
」
と
「
Ｍ
Ｌ
で
発
信
さ
れ
た
」
と
書

い
た
人
も
い
る
。
Ｍ
Ｌ
は
知
ら
な
い
が
、
私
の

ダ
イ
ア
リ
ー
に
は
、
そ
の
よ
う
な
記
述
は
な
い
。

　

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
以
後
、
課

題
は
私
の
T
O
S
S

−

Ｓ
Ｎ
Ｓ
ダ
イ
ア
リ
ー
で

の
み
発
信
す
る
こ
と
と
す
る
。
以
後
、
挑
戦
者

は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
注
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

二　

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
実
践
を
創
る

　

そ
れ
で
も
二
〇
句
全
体
を
授
業
化
し
た
人
が

三
名
い
る
。
宮
森
氏
、
吉
田
氏
、
辻
氏
で
あ
る
。

　

二
〇
枚
の
札
を
机
に
並
べ
ま
す
。

　

こ
の
中
に
生
き
物
が
入
っ
て
い
る
俳
句
が
あ

り
ま
す
。
ど
の
俳
句
で
す
か
。

　

生
き
物
が
入
っ
て
い
る
俳
句
と
そ
う
で
な
い

俳
句
で
分
け
な
さ
い
。

　

ど
ん
な
生
き
物
が
入
っ
て
い
ま
す
か
。
ノ
ー

ト
に
書
き
な
さ
い
。（
神
奈
川
・
宮
森
氏
）

　

こ
こ
ま
で
は
良
い
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
展

開
が
惜
し
い
。
宮
森
氏
は
「
恋
し
さ
は
」
と
「
尋

向山型に挑戦！



◆
「
五
色
名
句
百
選
か
る
た
」
は
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
教育技術研究所　0120-00-6564
TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
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向山型 に挑戦！　国語・算数の難問良問

　

こ
の
よ
う
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
実
践
が

あ
っ
て
よ
い
。

　

そ
の
後
「
子
供
た
ち
の
問
題
を
使
っ
て
、
討

論
さ
せ
る
」
と
あ
る
。
討
論
に
値
す
る
問
い
が

出
る
か
。
出
な
け
れ
ば
ど
う
す
る
か
。
そ
の
部

分
を
こ
そ
明
記
し
て
ほ
し
い
。

　

最
後
に
、
そ
の
他
の
応
募
者
の
優
れ
た
発
問

を
紹
介
す
る
。
追
試
し
て
ほ
し
い
。

　

蛍
は
、
話
者
に
見
え
て
い
ま
す
か
、
見
え
て

い
ま
せ
ん
か
。（
埼
玉
・
伊
藤
氏
）

　

な
ん
で
「
桜
」
が
感
動
の
中
心
な
の
で
す
か
。

（
茨
城
・
後
藤
氏
）

「
鎌
倉
も
」
の
後
に
言
葉
を
補
う
と
す
れ
ば
、

何
が
入
る
で
し
ょ
う
。（
奈
良
・
松
本
氏
）

（
蝉
の
音
も
の
）「
も
」
は
何
を
表
し
て
い
ま

す
か
。（
長
崎
・
岩
永
氏
）

（「
走
馬
灯
」
の
句
で
）
話
者
に
見
え
て
い
る

も
の
は
何
で
す
か
。（
山
口
・
下
窪
氏
）

　

ど
れ
も
討
論
に
な
る
。
報
告
を
待
つ
。

　

こ
の
句
で
見
え
て
い
る
も
の
は
何
か
。

　

こ
の
句
で
聴
こ
え
て
い
る
も
の
は
何
か
。

「
初
鰹
」
は
、
話
者
に
ど
う
な
っ
て
い
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
か
。（
愛
知
・
辻
氏
）　

　

最
後
の
発
問
が
不
明
で
あ
る
。

　

最
終
的
に
「
目
に
は
青
葉
」
を
扱
う
な
ら
ば
、

私
の
先
行
実
践
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

「
ル
ー
ル
違
反
を
し
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
名
句

と
言
わ
れ
る
の
か
」
の
発
問
で
、「
主
た
る
季

語
」
を
検
討
さ
せ
る
授
業
で
あ
る
。
中
学
Ｊ
Ａ

Ｐ
Ａ
Ｎ
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
五
〇
〇
名
の
熱
中
的

な
討
論
が
生
じ
た
。
ち
な
み
に
本
句
の
季
語
は

三
つ
だ
ろ
う
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
開
い
て
。

　

夏
の
俳
句
を
二
〇
句
集
め
た
一
覧
表
を
送
っ

て
あ
り
ま
す
。

「
感
覚
は
？
」
の
部
分
に
指
を
置
き
ま
す
。

　

先
生
が
「
蟻
の
道
」
と
言
っ
た
ら
、「
視
覚
」

と
言
い
ま
す
。（
中
略
）

　

残
り
の
空
白
、「
視
覚
」、「
聴
覚
」
の
ど
ち

ら
か
し
か
入
り
ま
せ
ん
。（
東
京
・
吉
田
氏
）

ね
と
ひ
」
の
二
句
を
用
い
て
「
物
の
名
」
の
授

業
に
進
ん
だ
。「
生
き
物
」
つ
な
が
り
だ
と
考

え
た
の
だ
ろ
う
が
、
安
易
で
あ
る
。
か
る
た
の

句
で
は
生
き
物
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
一
方
の

物
の
名
で
は
隠
さ
れ
て
い
る
。
か
る
た
を
授
業

す
る
な
ら
ば
、
生
き
物
を
探
し
た
後
の
展
開
で

勝
負
す
べ
き
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
隠
さ
れ
た
生
き

物
を
探
す
活
動
が
「
名
句
」
の
授
業
の
主
た
る

学
習
と
な
る
は
ず
が
な
い
か
ら
だ
。

　

次
い
で
、
辻
氏
で
あ
る
。

　

動
物
が
季
語
に
な
っ
て
い
る
の
は
ど
れ
か
。

　

植
物
が
季
語
に
な
っ
て
い
る
の
は
ど
れ
か
。

　
（
句
番
号
の
）「
五
、
七
、
九
、
十
一
、
十
二
、

十
四
」、「
十
三
、
十
七
」
は
何
が
季
語
に
な
っ

て
い
る
か
。

「
初
茄
子
」「
と
こ
ろ
て
ん
」「
初
鰹
」
こ
の
三

つ
の
季
語
に
共
通
し
て
い
る
の
は
何
か
。

　

見
え
て
い
る
も
の
を
詠
ん
だ
句
は
ど
れ
か
。

　

聞
こ
え
て
い
る
も
の
を
詠
ん
だ
句
は
ど
れ
か
。

　

何
か
気
が
付
く
こ
と
は
な
い
か
。

（「
目
に
は
青
葉
山
郭
公
初
鰹
」
は
ど
う
考
え

て
も
季
語
が
二
つ
で
あ
る
）
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様
々
な
場
面
で
活
用
で
き
る
Ａ
Ｓ
Ｄ
※
の

子
供
へ
の
対
応
方
法

子
供
を
叱
ら
な
い
五
回
の
法
則
。

１　

掃
除
を
さ
ぼ
る
子
供
へ
の
対
応

「
先
生
、
Ａ
君
が
掃
除
を
し
な
い
で
遊
ん
で

い
ま
す
」

　

図
書
室
の
出
張
掃
除
の
初
日
に
、
同
じ
班
の

女
の
子
が
訴
え
て
き
た
。
図
書
室
に
行
っ
て
み

る
と
、
Ａ
君
が
ほ
う
き
を
振
り
回
し
て
遊
ん
で

い
る
。
そ
こ
で
、
ほ
う
き
の
使
い
方
を
教
え
、

ど
こ
に
ご
み
を
集
め
る
か
や
っ
て
見
せ
た
。

　

そ
の
次
の
日
、
図
書
室
に
行
く
と
、
Ａ
君
は

昨
日
教
え
た
と
お
り
に
掃
除
を
し
て
い
た
。「
教

え
た
と
お
り
に
や
っ
て
偉
い
ぞ
」
と
褒
め
る
と

嬉
し
そ
う
な
顔
を
見
せ
る
。
そ
の
週
は
班
の
子

供
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
は
な
く
な
っ
た
。

　

次
の
週
、
廊
下
掃
除
に
変
わ
っ
た
初
日
に
班

の
女
の
子
が
、「
先
生
、
Ａ
君
が
ま
た
掃
除
を

し
な
い
で
遊
ん
で
い
ま
す
」
と
訴
え
て
き
た
。

　

廊
下
に
行
く
と
、
ほ
う
き
を
振
り
回
し
て
い

る
。
こ
こ
で
、「
先
週
教
え
た
の
に
何
を
や
っ

て
い
る
ん
だ
！
」
と
叱
っ
て
は
い
け
な
い
。

２　

宮
尾
ド
ク
タ
ー
か
ら
の
学
び

　

以
前
研
究
会
で
、
宮
尾
ド
ク
タ
ー
か
ら
「
コ

ン
ビ
ニ
で
お
に
ぎ
り
を
盗
っ
て
し
ま
う
子
供
の

話
」
を
学
ん
だ
。
あ
る
コ
ン
ビ
ニ
で
お
に
ぎ
り

を
盗
っ
て
し
ま
い
、
ダ
メ
だ
と
指
導
し
て
も
他

の
コ
ン
ビ
ニ
で
盗
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
指
導

し
て
も
、
ま
た
別
の
コ
ン
ビ
ニ
で
盗
っ
て
し
ま

う
と
い
う
事
例
で
あ
る
。

　

Ａ
Ｓ
Ｄ
の
子
供
は
「
も
の
を
盗
ん
で
は
い
け

な
い
」
と
「
コ
ン
ビ
ニ
で
お
に
ぎ
り
を
盗
っ
て
、

お
金
を
払
わ
な
い
で
持
っ
て
く
る
」
の
二
つ
の

意
味
が
つ
な
が
っ
て
い
な
い
と
い
う
。

　

そ
こ
で
、
そ
の
場
所
ご
と
に
同
じ
よ
う
に

「
お
に
ぎ
り
は
盗
っ
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う

丁
寧
な
指
導
が
必
要
だ
と
学
ん
だ
。

　

そ
し
て
、
そ
の
指
導
が
五
回
ほ
ど
繰
り
返
さ

れ
る
と
、
子
供
の
中
に
「
コ
ン
ビ
ニ
で
は
お
に

ぎ
り
を
盗
っ
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
大
枠
で

の
社
会
規
範
が
形
成
さ
れ
、
ど
こ
の
コ
ン
ビ
ニ

で
も
お
に
ぎ
り
を
盗
ら
な
く
な
る
だ
と
い
う
。

　

こ
の
学
び
が
、
掃
除
指
導
の
場
面
で
も
生
か

せ
た
の
で
あ
る
。

３　

廊
下
で
の
ほ
う
き
の
使
い
方
を
教
え
る

　

こ
の
時
も
Ａ
君
を
叱
ら
ず
に
、
ほ
う
き
の
使

い
方
と
ご
み
を
集
め
る
場
所
を
教
え
た
。

　

次
の
週
の
教
室
担
当
で
は
、
事
前
に
ほ
う
き

の
使
い
方
と
ご
み
を
集
め
る
場
所
を
教
え
た
ら
、

初
日
か
ら
教
え
た
と
お
り
に
ほ
う
き
を
上
手
に

使
い
掃
除
を
し
て
い
た
。

　

掃
除
場
所
は
お
よ
そ
五
か
所
あ
る
。
こ
の
方

針
で
残
り
の
掃
除
場
所
も
事
前
に
指
導
を
行
っ

た
。
初
日
は
必
ず
そ
の
場
所
を
訪
れ
、
教
え
た

と
お
り
に
掃
除
を
し
て
い
る
Ａ
君
を
褒
め
、「
ど

こ
の
掃
除
場
所
で
も
、
ほ
う
き
で
の
掃
除
の
や

り
方
は
同
じ
な
ん
だ
よ
」
と
念
を
押
し
た
。

【
参
考
文
献
】『
発
達
障
害
と
人
間
関
係　

カ
サ

ン
ド
ラ
症
候
群
に
な
ら
な
い
た
め
に
』（
宮
尾

益
知
著　

講
談
社
）

医
学
博
士
　
宮み

や

尾お 
益ま

す

知と
も�

構
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：
東
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公
立
小
学
校　

島し
ま

村む
ら 

雄ゆ
う
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郎ろ
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自
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ペ
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小こ

嶋じ
ま 

悠ゆ
う

紀き

発達凸凹のある子供のアセスメントスキル12＆12の対応法

長
野
県
長
野
市
立
通
明
小
学
校

　
多
動
性
は
、
A
D
H
D
※

で
あ
っ
て

も
A
S
D
で
あ
っ
て
も
、
表
出
し
や

す
い
行
動
の
一
つ
で
あ
る
。

１	
�

ア
セ
ス
メ
ン
ト
ス
キ
ル
５

多
動
を
こ
う
見
抜
く

①
　
大
き
な
多
動

　
多
動
性
の
中
で
も
一
番
分
か
り
や

す
い
の
は
「
離
席
」「
離
室
」「
走
り

回
る
」
な
ど
の
大
き
な
多
動
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
多
動
は
、
パ
ッ
と
見

て
分
か
る
。

　
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
大
き
な
多
動

の
場
合
、「
衝
動
性
」
に
よ
っ
て
そ

う
な
っ
て
い
る
の
か
、「
学
習
が
難

し
い
」「
集
団
行
動
が
難
し
い
」
な

ど
の
何
ら
か
の
「
困
難
」
に
よ
っ
て

生
じ
て
い
る
か
を
丁
寧
に
ア
セ
ス
メ

ン
ト
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。

②
　
小
さ
な
多
動

　
大
き
な
多
動
に
比
べ
て
、
見
付
け

に
く
い
の
が「
小
さ
な
多
動
」で
あ
る
。

　
席
に
座
っ
て
い
る
が
、「
足
が
動

く
」「
椅
子
を
ガ
タ
ガ
タ
さ
せ
る
」「
常

に
本
や
鉛
筆
な
ど
を
カ
タ
カ
タ
動
か

し
て
い
る
」
と
い
う
も
の
が
代
表
的

だ
ろ
う
。

　
小
さ
な
多
動
は
、「
困
難
」
に
よ
っ

て
生
じ
て
い
る
と
い
う
よ
り
も
「
特

性
が
強
く
出
て
い
る
」
と
い
う
の
が

基
本
的
な
考
え
方
だ
。

　
多
動
は
子
供
が
「
行
動
と
し
て
表

出
」
し
て
く
れ
る
の
で
、
と
て
も
分

か
り
や
す
く
ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
き
る
。

２	

ア
セ
ス
メ
ン
ト
か
ら
対
応
へ

①
　
大
き
な
多
動
へ
の
対
応

　
大
き
な
多
動
へ
の
対
応
は
「
基
本

的
に
大
き
く
動
か
し
て
あ
げ
る
」
と

い
う
こ
と
だ
。

 

「
立
ち
ま
し
ょ
う
」「
先
生
の
と
こ

ろ
へ
持
っ
て
き
ま
す
」
と
い
う
よ
う

に
、
授
業
の
中
に
大
き
く
動
く
パ
ー

ツ
を
入
れ
て
あ
げ
る
。

　
タ
イ
ミ
ン
グ
も
重
要
だ
。

 

「
あ

　
動
き
そ
う
だ
な
〜
」
と
い
う

タ
イ
ミ
ン
グ
で
指
示
を
行
う
。

　
す
る
と
脳
が
満
足
状
態
に
な
る
。

 

「
教
室
を
一
周
し
た
ら
座
ろ
う
ね
」

と
い
う
支
援
が
あ
っ
て
も
い
い
。

　
ま
た
、
大
き
な
動
き
の
多
動
は
、

特
性
と
し
て
「
低
学
年
」
で
表
出
す

る
こ
と
が
多
い
。

　
そ
し
て
、
多
く
は
三
〜
四
年
生
を

境
に
徐
々
に
消
失
し
て
い
く
。

　
低
学
年
時
の
み
と
い
う
特
性
を
踏

ま
え
、
症
状
を
抑
え
る
た
め
に
薬
物

多
動
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
対
応

〜
体
の
ど
の
部
分
が
動
く
の
か
、
そ
の
動
作
は
大
き
い
か
小
さ
い
か
を
観
察
す
る
〜

療
法
を
行
う
の
も
一
つ
の
選
択
肢
で

あ
る
。

　
高
学
年
で
大
き
な
多
動
が
あ
る
場

合
に
も
、
薬
物
療
法
を
検
討
す
べ
き

で
あ
る
。
ま
た
「
学
習
が
難
し
い
場

合
」「
集
団
行
動
が
苦
手
な
場
合
」

な
ど
に
こ
の
よ
う
な
行
動
に
出
る
場

合
も
あ
る
。
そ
の
場
合
は
、
学
習
内

容
の
検
討
や
学
習
へ
の
支
援
が
必
要

に
な
る
。

②
　
小
さ
な
多
動
へ
の
対
応

　
小
さ
な
多
動
は
、
周
り
へ
の
迷
惑

を
か
け
て
い
な
い
場
合
な
ど
は
「
必

要
な
動
き
だ
」
と
理
解
す
る
必
要
が

あ
る
。

　
周
り
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
範
囲

で
許
容
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。「
脳

が
そ
の
動
き
の
刺
激
が
必
要
だ
か
ら

動
い
て
い
る
」
の
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
ど
う
し
て
も
そ
の
行
動

が
気
に
な
る
場
合
、
教
育
技
術
研
究

所
か
ら
発
売
さ
れ
て
い
る
「
ふ
み
お

く
ん
」
な
ど
、
叱
ら
れ
ず
に
動
け
る

支
援
ツ
ー
ル
を
用
い
る
。
こ
れ
だ
け

で
も
、
子
供
は
大
き
く
安
心
で
き
る

は
ず
で
あ
る
。

※
注
意
欠
如
・
多
動
症
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通常学級における特別支援教育奮戦記低学年

１	

行
動
の
選
択
肢
を
増
や
す

　

な
ぜ
授
業
中
に
突
然
、
机
に
突
っ

伏
し
た
り
、
床
に
寝
転
が
っ
た
り
、

無
反
応
に
な
っ
た
り
す
る
の
か
。

　

Ａ
君
の
行
動
を
記
録
し
な
が
ら
、

一
つ
の
仮
説
を
立
て
た
。

不
安
を
避
け
る
た
め
の
行
動
。

　

失
敗
体
験
が
積
み
重
な
り
、
失
敗

か
ら
逃
げ
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強

く
な
り
、「
や
ら
な
い
」
と
い
う
選

択
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

彼
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
。

行
動
の
選
択
肢
を
増
や
す
。

「
や
ら
な
い
」
以
外
に
も
選
択
肢
が

あ
る
こ
と
を
教
え
た
か
っ
た
。

⑴
一
緒
に
選
択
肢
を
考
え
る
。

⑵
順
位
を
付
け
る
。

⑶
次
の
選
択
肢
を
選
ば
せ
る
。

　

Ａ
君
を
呼
び
、「
こ
ん
な
時
、
他

に
ど
ん
な
方
法
が
あ
る
と
思
う
？
」

と
聞
い
た
。
Ａ
君
は
黙
っ
た
ま
ま

だ
っ
た
。
思
い
付
か
な
い
の
だ
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
に
選
択
肢
を
書
き

な
が
ら
一
つ
一
つ
教
え
て
い
っ
た
。

　

選
択
肢
は
多
い
方
が
よ
い
。
私
は

五
つ
の
選
択
肢
を
用
意
し
た
。

　

大
事
な
こ
と
は
「
や
ら
な
い
」
こ

と
も
否
定
せ
ず
、
選
択
肢
の
一
つ
と

し
て
残
し
て
お
く
こ
と
だ
。

「
一
番
良
い
行
動
は
ど
れ
？
」

「
次
は
ど
れ
？
」

　

こ
う
し
て
行
動
に
順
位
を
付
け
て

お
き
、
最
後
に
選
択
さ
せ
る
。

「
も
し
今
度
同
じ
よ
う
な
こ
と
が

あ
っ
た
時
は
、
何
番
の
行
動
に
す

る
？
」

　

二
人
で
次
の
行
動
ま
で
決
め
た
。

２	

ト
ラ
ブ
ル
は
成
長
の
チ
ャ
ン
ス

　

次
に
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
時
が
、

成
長
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。

⑷
褒
め
て
強
化
す
る
。

「
や
ら
な
い
」
以
外
の
選
択
肢
を
選

ん
だ
な
ら
、
す
べ
て
褒
め
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
最
初
の
う
ち
は
う
ま
く

い
か
な
い
。
頭
で
理
解
し
て
も
、
行

動
に
変
わ
る
に
は
時
間
が
必
要
だ
。

　

落
ち
着
い
た
時
に
こ
の
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

メ
モ
を
見
せ
て
話
せ
ば
よ
い
。

「
さ
っ
き
は
何
番
の
行
動
だ
っ

た
？
」

「
ど
う
す
れ
ば
良
か
っ
た
か
分
か

る
？
」

　

自
分
の
行
動
を
客
観
視
さ
せ
、
良

い
行
動
を
再
イ
ン
プ
ッ
ト
す
る
の
で

あ
る
。
こ
れ
も
成
長
の
一
歩
に
な
る
。

　

最
後
に
こ
う
付
け
加
え
る
。

「
上
手
く
い
か
な
く
て
も
、
こ
う
し

て
ち
ゃ
ん
と
振
り
返
れ
る
こ
と
が
大

事
な
ん
だ
よ
。
成
長
し
た
ね
」

行
動
の
選
択
肢
を
増
や
し
、
ト
ラ
ブ
ル
を
成
長
の

チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
た
め
の
４
ス
テ
ッ
プ

ト
ラ
ブ
ル
が
続
く
子
の
共
通
点
は
「
行
動
の
選
択
肢
が
一
つ
し
か
な
い
」
こ
と
だ
。
ま
ず
は
選
択
肢

を
増
や
す
こ
と
か
ら
始
め
る
。

太お
お

田た

　
政ま

さ

男お

島
根
県
川
本
町
立
川
本
小
学
校

分
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プロが教え
る

プロが教え
る 教室でできる 作

業
療
法
士
：
福
田
恵
美
子
　
構
成
：
関
根
朋
子
・
鈴
木
恭
子

作業療法

　
新
・
感
覚
統
合
研
究
会
で
は
「
で
き
な
い
」

→
「
こ
う
す
れ
ば
で
き
る
」
過
程
を
感
覚
統
合

の
観
点
か
ら
捉
え
た
研
究
を
進
め
て
い
る
。
学

校
に
あ
る
「
で
き
な
い
」
事
例
を
「
改
善
シ
ー

ト
」
に
示
し
、「
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
事

例
を
明
確
に
す
る
。
局
面
を
限
定
し
（
①
）、
生

活
上
具
体
的
な
内
容
で
、本
人
が
困
り
感
を
も
っ

て
い
る
内
容
を
設
定
す
る
。
次
に
、
そ
の
子
の

運
動
や
動
作
の
情
報
を
集
め
、
行
動
を
分
析
す

る
（
②
）。
分
析
か
ら
、「
具
体
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
」（
③
）
を
決
定
し
、
そ
れ
を
「
必
要
な
自

動
的
に
動
け
る
動
作
」（
④
）
と
し
て
教
え
る
。

　
表
②
は
子
供
の
動
作
・
行
動
を
、「
皮
質
、

辺
縁
系
、
脳
幹
」
三
つ
の
レ
ベ
ル
か
ら
分
析
す

る
。
辺
縁
系
は
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
記
憶
や
感
情
記

憶
が
当
て
は
ま
る
。
脳
幹
レ
ベ
ル
の
内
容
は
、

作
業
療
法
士
の
専
門
家
に
よ
る
判
断
が
必
要
で

あ
る
。
例
え
ば
、
境
界
知
能
の
子
供
の
場
合
、

心
身
共
に
暦
年
齢
に
達
し
て
い
な
い
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
た
め
、
年
齢
相
応
の
学
習
に
繋
が
ら

ず
判
断
が
難
し
く
な
る
。

　
表
④
で
は
、
や
が
て
小
脳
で
自
動
化
さ
れ
、

脳
の
中
に
記
憶
さ
れ
る
「
自
動
的
に
動
け
る
動

作
」
を
示
す
。
楽
し
い
活
動
で
あ
れ
ば
、
何
度

も
繰
り
返
し
練
習
す
る
こ
と
が
嫌
に
な
ら
な
い
。

改
善
シ
ー
ト
を
活
用
し
、
情
報
共
有
す
る

「
で
き
な
い
」
→
「
こ
う
す
れ
ば
で
き
る
」
過
程
の
研
究
を
進
め
て
い
る
。

福田 恵美子
長野保健医療大学
　特任教授、
障害科学博士
発達支援飛翔のもり
　顧問
メリーランド高等学院
　センター長

供

＜改善シート＞                                TOS S 感覚統合研究会 
   

 
 

 
【ででききなないいこことと】】＜局⾯の限定＞ 

  「おお⼿⼿合合わわせせががででききなないい」」  
◯⼦どもが困っていること 

    ❌教師や親が困っていること	
 
 
	

 
 
 
 
   
 
   
 
 
 

他動運動で動きを誘導しながら、⾃動 
運動として、動きの⽅向を学習。 
⽴位のみでなく、椅座位で⾏ったり、 
⽴位で壁に背中をもたれさせたりしな 
がら拍を打つと、できるようになる。 
 
 
 

 
 

   

  

ででききたた！！  

 

 

 

必必要要なな応応⽤⽤動動作作  ＜＜⾃⾃動動運運動動へへ＞＞  

 

多動運動で関節の動きが分かった後に、⾃らその動
きを学習して繰り返すことで、体得でき、⽪質レベル
でコントロールしていたものが、⼩脳記憶（⾃動化⽔
準）になり、少しだけ意識するのみで⾃然に動けるよ
うになる。 

これらは、２つの課題を同時にできるようにするこ
と、例えば「♪たんたんたんうん」と、発声しながら拍
を打つとか、⾳楽に合わせてスキップできるようにな
る等につながる。 

つまり、「○○をしながら△△ができるようになる」 
という⽇常の⽣活の⾏動につながっていく。 

【【具具体体的的ななアアププロローーチチ】】  

①  

④   

【【動動作作・・⾏⾏動動分分析析＜＜細細分分化化＞＞・・体体全全体体のの特特徴徴】】  
◆◆動動作作・・⾏⾏動動分分析析＜＜細細分分化化＞＞ 

⽪ 向き合っている⼦と⼿合わせができない。経験がな
く、どうして良いかわからない。 

⽪「たんたんたんうん」のリズムに乗って拍が打てない。 
⽪「たんたんたんうん」のリズムに乗って⾔葉が回せない。 
⽪ 相⼿と⼿合わせをすると、押されて下がってしまう。 
⽪ ⾏進進をする際、⾳楽に何となく乗っているようでス
キップするが、実際には拍を感じて⾏進できていない。 

 
辺 楽しく参加している（⽪質も関係） 
辺 楽しく関わっている 
 
幹 リズム感が取れないのは運動機能を起因としている。 

反射活動、筋緊張の調整をすることが体幹の安定性に 
繋がる。 

幹 周囲の友達の⾏っているのを⾒てから真似して⾏っ
ているため、タイムラグ（伝達速度）が⽣じる。 

幹 ⾝体全体の動きを⾒てから、動きが悪い部分をみる。 
お⼿合わせの「⼿」の動きについて。筋緊張の低さが
起因する体幹の不安定さが、効果器として働かなけれ
ばならない上肢の動きに影響を及ぼしている。肩・肘・
⼿が分離して動くのではなく、上肢全体として⼀塊の
動きになり、分離されて協調した動きで随意運動にな
りにくい。 

◆◆体体全全体体のの特特徴徴 
⽴っていても筋緊張が低い。体の安定のため⾃⼰刺激を
⼊れるために、少々乱暴に、活発に、動いている。 
 
 
 
 
  

②  

⽪ ⽪質 
辺 辺縁系 
幹 脳幹 
  

（（例例））拍拍にに乗乗るるここととががででききなないい⼩⼩１１⼥⼥児児 

③  

⑤⑤  

脳の三層構造 

 

必要な自動的に
動ける動作 〈自動運動へ〉



◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
教
材
は
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

TOSSオリジナル教材
https://www.tiotoss.jp/

TOSSオリジナル教材ウェブサイトの
「タイアップ企画」からご注文ください。
関連商品のプレゼントなど、様々な特典
をご用意しております。7、8、9月号で
ご紹介する商品は、下記の３か月間ずっ
とご注文いただけます。
早めの準備をしたい方や、短い期間では
忙しくてつい買いそびれてしまう方にも
安心してお買い求めいただけます。
『教育トークライン』誌とともに、“クラス
全員が熱中する教材”もぜひご利用ください。

【お申込み方法】
各商品の下に記載されているパスワードを、
TOSSオリジナル教材ウェブサイトのタイアップ商
品ページにある限定コードの枠に半角英数字でご入
力ください。
※パスワードには有効期間がございますので、ご
　注意ください。

※消費増税などの影響で、期間中に値上げする可能性がございます。何とぞ、ご承知おきください。

TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
教育技術研究所　0120-00-6564
TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
教育技術研究所　0120-00-6564

かけ算九九計算尺セット
「かけ算九九の助」

 350円（税込） 
特典：�１回の注文ごとに、一筆箋「算

数の時間」　１冊プレゼント
パスワード：i9yscg

７月号で
紹介！

新授業ファイル
特別価格  360円 
（税込・定価：400円のところ）
特典：特別価格でのご提供
パスワード：n7luad

８月号で
紹介！

百玉そろばん
 2,000円（税込） 
特典：1回の注文ごとに、九九下敷
き　1枚プレゼント
パスワード：wrbtsm

９月号で
紹介！

『教育トークライン』&教育技術研究所
タイアップ企画！

期間：2021年6月15日〜 9月14日
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トークライン
読者限定
お得情報!!
くわしくは、下を
ご覧ください。

教
師
の
味
方
に
な
る
「
新
授
業
フ
ァ
イ
ル
」

働
き
方
改
革
を
進
め
な
が
ら
教
師
力
を
向
上
さ
せ
る
。

小こ

島じ
ま 

庸よ
う

平へ
い

東
京
都
公
立
小
学
校

「
国
語
の
授
業
を
ど
う
し
た
ら
い
い

か
、
一
番
悩
む
」。
あ
る
日
の
同
僚

の
先
生
と
の
会
話
。
そ
の
先
生
に
お

薦
め
し
た
の
が
「
新
授
業
フ
ァ
イ

ル
」
で
あ
る
。

一
．
優
れ
た
発
問
・
指
示
が
学
べ
る

「
良
い
授
業
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

た
い
」
教
師
な
ら
誰
で
も
願
う
こ
と

で
あ
る
。
し
か
し
、
一
朝
一
夕
に
は

い
か
な
い
の
が
現
実
。
そ
れ
で
も
近

道
は
あ
る
。「
優
れ
た
発
問
・
指
示

を
追
試
す
る
」
こ
と
で
あ
る
。「
新

授
業
フ
ァ
イ
ル
」
は
、
全
国
の
力
あ

る
先
生
方
が
執
筆
さ
れ
て
い
る
。
更

に
長
谷
川
博
之
氏
、
伴
一
孝
氏
が
添

削
さ
れ
た
後
、
教
育
技
術
研
究
所
か

ら
販
売
さ
れ
て
い
る
。
同
僚
の
先
生

が
二
年
生
東
京
書
籍
「
た
ん
ぽ
ぽ
」

の
「
新
授
業
フ
ァ
イ
ル
」
を
購
入
し

た
。「
こ
れ
を
使
っ
て
勉
強
し
ま
す
」

と
意
気
込
ん
で
い
た
。

二
．
働
き
方
改
革
に
つ
な
が
る

　
良
い
授
業
を
す
る
た
め
に
は
、
教

材
研
究
が
大
切
だ
。
し
か
し
、
全
て

の
授
業
に
お
い
て
入
念
に
教
材
研
究

す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
の
点
「
新

授
業
フ
ァ
イ
ル
」
は
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

教
材
で
あ
る
。
ス
マ
ホ
、
パ
ソ
コ
ン

等
か
ら
い
つ
で
も
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
通
勤
中
、
休
憩
時
間
な
ど
、
僅

か
な
時
間
で
授
業
を
準
備
で
き
る
。

　
教
師
の
味
方
と
な
る
心
強
い
教
材

で
あ
る
。

クラス全員が熱中するこの教材！



クラス全員が熱中するこの教材！

　

SDGsに関する 
授業づくりにおける必読本
〜「SDGsとは何か」 
作業を通して理解させるワークシート集付き〜 清

し

水
みず

 康
やす

弘
ひろ

神奈川県横須賀市立鷹取小学校

T「世界には電気のない地域があります。どうやって料理していると思う？」
C「薪や炭などを使って料理などをする」T「どうして分かったの？」C「書いてある」
T「見付けられた人、なぞりなさい」
　このあと、エネルギーに関連する内容として小型原子炉についての授業をした。
　「エネルギーをみんなに　そしてクリーンに」この目標の必要性について理解させるために、
子供たちに教えるべきキーワードは多い。「再生可能エネルギー」「貧困地域の生活」「脱炭素化」
である。こうしたキーワードを説明ではなく、作業を通して教えられるのが『キーワードで
教えるSDGs』テキストである。授業で使えるワークシートが全目標分ついている。これを使
えば、SDGsに関する授業で目標についての知識を理解させることが容易になる。ぜひ手にとっ
て参考にしていただきたい。

申し込み先　株式会社騒人社HPからWEBで注文できます。
　　　　　　『キーワードで教えるSDGs』『議論するSDGs』（第２弾・新刊）
　　　　　　各書店でもご注文可能です。

『キーワードで教えるSDGs』（騒人社）
向山洋一監修
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一
人
で
で
き
る
か
ら
う
れ
し
い

「
あ
か
ね
こ
夏
ス
キ
ル
」（
光
村
教
育
図
書
）

保
護
者
も
安
心
の
「
自
分
で
で
き
る
」
教
材
。

宇う

野の 

可あ
り

紗さ

京
都
府
京
都
市
立
常
磐
野
小
学
校

　

一
年
生
、
初
の
夏
休
み
は
「
あ
か

ね
こ
夏
ス
キ
ル
」
の
お
か
げ
で
楽
し

く
過
ご
せ
た
よ
う
だ
。
そ
れ
は
子
供

た
ち
の
「
虫
の
ペ
ー
ジ
が
面
白
か
っ

た
！
」「
お
母
さ
ん
に
花
丸
い
っ
ぱ

い
し
て
も
ら
っ
た
」、
保
護
者
か
ら

の
「
お
兄
ち
ゃ
ん
の
時
と
違
っ
て
自

分
か
ら
宿
題
を
し
て
く
れ
た
の
で
助

か
っ
た
」
と
い
う
言
葉
か
ら
分
か
る
。

子
供
が
自
分
で
で
き
る

　

国
語
で
は
視
写
、
算
数
で
は
計
算

が
苦
手
な
子
も
、
図
や
絵
を
見
る
と

解
け
る
等
、
子
供
が
自
分
で
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
子
供
た
ち
は
夏

休
み
で
も
、
保
護
者

は
い
つ
も
ど
お
り

仕
事
を
し
て
い
る

こ
と
が
多
い
。「
一
年
生
が
自
分
で

で
き
る
こ
と
」
が
夏
休
み
の
教
材
を

選
ぶ
上
で
重
要
だ
。

「
絵
日
記
の
か

き
方
」
も
好
評

だ
っ
た
。
保
護

者
は
、
我
が
子

に
ど
こ
ま
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
よ

い
か
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。
子

供
だ
け
で
な
く
、
保
護
者
も
安
心
さ

せ
る
ペ
ー
ジ
で
あ
る
。
ま
た
、
絵
日

記
用
の
カ
ラ
ー
用
紙
（
厚
紙
で
そ
の

ま
ま
掲
示
で
き
る
）
も
付
い
て
く
る

の
で
便
利
で
あ
る
。

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の

付
い
て
い
る
ペ
ー

ジ
も
あ
る
。
一
人
一

台
端
末
に
も
合
っ

た
教
材
で
あ
る
。
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校
内
で
広
め
る

特
別
支
援
教
育
の
基
礎
基
本

ぜ
ひ
校
内
特
別
支
援
教
育
研
修
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

で
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
文
科
省
な
ど
の
公
的
機
関
・

医
師
の
言
葉
を
集
め
た
五
つ
の
資
料
。

兵
庫
県
丹
波
篠
山
市
立
味
間
小
学
校　

川か
わ

原は
ら 

雅ま
さ

樹き

を
、
安
原
ド
ク
タ
ー
な
ど
多
く
の
専

門
家
の
言
葉
を
基
に
、
良
さ
を
紹
介

し
て
い
る
。

④
発
達
過
程
表
（
国
・
算
・
運
動
）

　

〇
～
六

歳
ま
で
の

発
達
過
程

表
。
発
達

チ
ェ
ッ
ク

欄
で
、
特

別
支
援
学

級
の
個
別

の
課
題
を

設
定
で
き

る
表
。

⑤
漢
字
の
許
容
範
囲

　

画
像
は
略
。
学
習
指
導
要
領
・
文

化
庁

「
常
用
漢
字
表
」
を
基
に
作
成
。

　

ど
れ
も
文
科
省
な
ど
の
公
的
機

関
・
医
師
の
言
葉
ば
か
り
集
め
た
校

内
研
究
で
使
え
る
資
料
で
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
、
研
修
の
機
会
に
も
十
二
分

に
活
用
で
き
る
内
容
で
あ
る
。

な
三
種
と
特
徴
、
合
理
的
配
慮
、
ア

セ
ス
メ
ン
ト
の
方
法
、
ワ
ー
キ
ン
グ

メ
モ
リ
ー
、
セ
ロ
ト
ニ
ン
５
、
ド
ー

パ
ミ
ン
５
、
対
応
法
、
ア
ス
ペ
ル

ガ
ー
・
カ
ナ
ー
の
言
葉
か
ら
な
る
。

校
内
特
別
支
援
基
礎
講
座
に
使
え
る
。

②
障
害
に
応
じ
た
指
導
上
の
工
夫

　

今
回
の
学
習
指
導
要
領
改
定
で
初

め
て
全
教
科
「
障
害
に
応
じ
た
指
導

上
の
工
夫
」
が
明
記
さ
れ
た
。
そ
れ

ら
を
全
て
網
羅
し
て
い
る
。

③
医
師
が
認
め
る
合
理
的
配
慮

　

画
像
は
略
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ 

教
材
５
種

①
特
別
支
援
教
育
基
礎
講
座

　

16
枚
の
シ
ー
ト
か
ら
な
る
プ
レ
ゼ

ン
資
料
。
右
は
「
合
理
的
配
慮
」
の

説
明
ス
ラ
イ
ド
。
新
学
習
指
導
要
領

教
科
別
合
理
的
配
慮
、
発
達
障
害
主

　

上
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
次
の
資
料

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
る
（
デ
ジ
タ

ル
・
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
に
も
掲
載
）。

①
特
別
支
援
教
育
基
礎
講
座

②�

指
導
要
領
「
障
害
に
応
じ
た

指
導
上
の
工
夫
（
全
教
科
）」

③�

医
師
が
認
め
る
合
理
的
配
慮

（
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
教
材
の
合
理
的

配
慮
）

④�

国
語
・
算
数
・
運
動
「
発
達

過
程
表
」（
〇
～
六
歳
）

⑤�

漢
字
の
許
容
範
囲（
文
化
庁
）

copy free

プリントは、デジタル・
トークラインからダウン
ロードできます。

TOSS指導法授業が激変！ 最前線
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顔
で
声
を
か
け
、
席
に
戻
ら
せ
る
。

　

問
題
は
全
て
「
わ
く
わ
く
ず
か

ん
」
か
ら
出
さ
れ
る
。

　

10
級
か
ら
１
級
に
進
む
ほ
ど
、
む

ず
か
し
く
な
る
。

　

10
級
か
ら
７
級
ま
で
は
、
一
問
。

６
級
か
ら
４
級
ま
で
は
、
三
問
中
二

問
以
上
正
解
す
れ
ば
合
格
。
３
級
か

ら
１
級
ま
で
は
、
三
問
中
三
問
正
解

す
れ
ば
合
格
。

　

７
級
ま
で
は
す
ぐ
に
合
格
す
る
子

が
多
い
の
で
、
二
回
目
は
６
級
合
格

で
持
っ
て
来
さ
せ
る
。

指
示
５　

６
級
も
「
合
格
！
」
と

言
わ
れ
た
人
は
、
１
級
ま
で
進
め

ま
す
。「
認
定
証
」
が
出
た
ら
、

先
生
の
と
こ
ろ
に
（
端
末
を
）
見

せ
に
き
な
さ
い
。

　
「
認
定
証
」

は
印
刷
し
て
、

ノ
ー
ト
に
貼

ら
せ
た
り
教

室
に
掲
示
し
た
り
す
る
。
ス
ク
リ
ー

ン
シ
ョ
ッ
ト
を
と
り
、
画
像
と
し
て

保
存
す
る
方
法
を
教
え
る
の
も
い
い
。

「
合
格
証
」
が
出
た
ら
、
先
生
の

と
こ
ろ
に
（
端
末
を
）
見
せ
に
き

な
さ
い
。

　

は
や
く
出

来
た
子
た
ち

は
、
難
し
そ

う
に
し
て
い

る
子
た
ち
の

サ
ポ
ー
ト
に

回
る
よ
う
に

す
る
。
隣
近

所
で
教
え

あ
っ
て
も
良

い
こ
と
に
す

る
。

　

教
師
が
操

作
方
法
を
教

え
て
回
ら
ず
、

ク
ラ
ス
全
体

の
様
子
を
見

て
お
く
。次
々

と
見
せ
に
来

る
の
で
、
画

面
を
素
早
く

確
認
す
る
。「
合
格
！
」
と
短
く
笑

準
備
物

①�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ

れ
た
一
人
一
台
端
末

②�

一
人
に
一
冊「
わ
く
わ
く
ず
か

ん
」（
※
な
く
て
も
実
践
可
能
）

指
示
１　
「
わ
く
わ
く
ず
か
ん
け
ん

て
い
」
を
検
索
し
な
さ
い
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
な
の
で
、
ブ
ラ

ウ
ザ
は
ど
れ
を
使
っ
て
も
良
い
。

キ
ー
ワ
ー
ド
が
漢
字
や
カ
タ
カ
ナ
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
も
、
検
索
結
果
は

ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
。

指
示
２　
「
株
式
会
社
正
進
社 

わ

く
わ
く
ず
か
ん
検
定
」
の
サ
イ
ト

を
開
き
な
さ
い
。

　

サ
イ
ト
の

ア
ド
レ
ス
を

共
有
し
て
ア

ク
セ
ス
さ
せ

て
も
い
い
。

http://www.
seishinsha.jp/~zukan/

指
示
３　

名
前
を
入
力
し
な
さ
い
。

指
示
４　
「
し
ょ
く
ぶ
つ　

は
か
せ

け
ん
て
い
」「
こ
ん
ち
ゅ
う　

は

か
せ
け
ん
て
い
」
ど
ち
ら
で
も
か

ま
い
ま
せ
ん
。
10
級
か
ら
は
じ
め

ま
す
。

　
　

わ
く
わ
く
ず
か
ん
を
見
な
が
ら

や
っ
て
も
い
い
で
す
。
10
級
の

１人１台端末を
活用した「わく 
わくずかん」検定
「わくわくずかんはかせ
けんてい」サイトを使っ
て、楽しく植物や昆虫の
学習ができる。雨の日の
理科や、隙間時間にすぐ
できる。単元のまとめと
して行っても盛り上がる。

兵庫県姫路市立英賀保小学校

許
ほ

　鍾
じょん

萬
まん

GIGAスクール
端末１人１台時代の
指導術

教師が と向き合うために

働き方改革！
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テ
ス
ト
を
回
収
し
、
す
ぐ
に
採
点

を
始
め
た
。

「
Ａ
さ
ん
、
満
点
」

　

拍
手
が
起
こ
る
。

　

次
々
に
採
点
を
行
う
。

　

そ
し
て
、
最
後
の
一
人
。

「
Ｎ
さ
ん
…
…
満
点
」

　

私
が
点
数
を
発
表
し
た
瞬
間
、
教

室
に
は
大
歓
声
が
沸
き
起
こ
っ
た
。

　

後
日
、「
漢
字
百
点
パ
ー
テ
ィ
ー
」

を
開
催
し
た
。
最
高
の
盛
り
上
が
り

を
見
せ
た
。

と
め
、
一
年
間
の
イ
ベ
ン
ト
を
決
定

し
た
。

 

２　

不
定
期
の
イ
ベ
ン
ト

　

漢
字
テ
ス
ト
で
全
員
が
満
点

を
取
っ
た
ら
、
パ
ー
テ
ィ
ー
を

開
き
ま
す
。

　

漢
字
テ
ス
ト
当
日
。
子
供
た
ち
は
、

緊
張
し
た
表
情
で
テ
ス
ト
を
受
け
て

い
た
。

　

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
は
、
子
供
を
笑

顔
に
さ
せ
、
学
級
の
絆
が
深
ま
る
。

　

私
の
学
級
で
は
、
一
カ
月
に
一
回

の
定
期
的
に
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
、

嬉
し
い
こ
と
が
あ
る
と
開
か
れ
る
不

定
期
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
る
。

 

１　

定
期
的
な
イ
ベ
ン
ト

　

イ
ベ
ン
ト
の
一
回
目
は
、
教
師
主

導
で
行
う
。教
師
が
、司
会
か
ら
ゲ
ー

ム
の
進
行
ま
で
す
べ
て
を
行
う
。
教

師
が
仕
切
る
こ
と
で
、
イ
ベ
ン
ト
の

テ
ン
ポ
感
を
掴
ま
せ
、「
イ
ベ
ン
ト

＝
楽
し
い
」
と
感
じ
さ
せ
る
こ
と
が

ね
ら
い
だ
。

　

二
回
目
以
降
は
子
供
が
進
行
す
る

が
、
一
回
目
の
指
導
が
生
か
さ
れ
た

会
に
な
る
。

　

ま
た
、
高
学
年
で
あ
れ
ば
、
一
年

間
を
通
し
イ
ベ
ン
ト
の
計
画
を
立
て

さ
せ
る
。

一
年
間
の
イ
ベ
ン
ト
を
考
え
ま

す
。
班
で
相
談
し
て
紙
に
書
き

な
さ
い
。

　

ど
の
班
も
熱
中
し
て
イ
ベ
ン
ト
を

考
え
、発
表
し
た
。
お
正
月
会
、チ
ャ

レ
ラ
ン
大
会
、
一
組
大
運
動
会
な
ど
、

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
提
案
さ
れ
た
。

　

次
に
、
ク
ラ
ス
全
体
で
意
見
を
ま

楽しいイベントを 
計画する
イベントは、学級の絆が
深まるツールである。

埼玉県草加市立小山小学校

吉
よし

川
かわ

 たえ

子供も教師も
元気になる
学級経営のコツ
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【
一
斉
自
由
学
習
】

苦
手
教
科
、
得
意
伸
長
か

ら
教
材
が
レ
コ
メ
ン
ド
（
お
す

す
め
）
さ
れ
る
「
お
す
す
め
学

習
」。
コ
ー
ス
を
選
ん
で
主
体

的
に
学
習
す
る
「
テ
ー
マ
学

習
」。
自
分
の
学
習
傾
向
を
俯

瞰
で
き
る
「
タ
イ
ル
マ
ッ
プ
学

習
」
な
ど
、
自
分
に
合
っ
た
ス

タ
ン
ス
で
学
習
で
き
る
。

 

２　
「
宿
題
」
等
で
活
用
し
、
時
短

　

コ
ン
テ
ン
ツ
は
ど
れ
も
問
題
数
を

選
択
で
き
、
宿
題
や
自
主
課
題
、
朝

学
習
な
ど
用
途
に
合
わ
せ
て
出
題
で

き
る
。
操
作
も
簡
単
で
、
一
分
あ
れ

ば
で
き
る
。
一
人
一
人
の
学
習
履
歴

も
残
り
、
学
習
状
況
も
把
握
で
き
る

た
め
、
授
業
や
宿
題
内
容
に
も
生
か

す
こ
と
が
で
き
る
。
慣
れ
れ
ば
、
放

課
後
の
職
員
室
や
出
張
先
か
ら
で
も

出
題
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

※�

操
作
の
手
順
に
つ
い
て
は
、デ
ジ
タ
ル
・
ト
ー

ク
ラ
イ
ン
に
掲
載
。

【
確
認
テ
ス
ト
】

教
師
が
、
児
童
生
徒
の
成

績
管
理
を
総
合
的
に
見
て
、
学

習
状
況
に
見
合
っ
た
問
題
を
出

題
で
き
る
。

 

１　

学
習
支
援
ソ
フ
ト
の
活
用

　

勤
務
市
で
あ
る
綾
瀬
市
で
は
、
昨

年
十
月
に
「
ラ
イ
ン
ズ
ｅ
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ア
ド
バ
ン
ス
」（
ラ
イ
ン
ズ
）
と
い

う
学
習
支
援
ソ
フ
ト
が
導
入
さ
れ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
家
庭
学
習
の
充

実
を
図
る
た
め
の
急
速
配
備
だ
。
研

修
も
各
学
校
で
行
わ
れ
た
が
、
学
校

現
場
は
そ
の
機
能
を
十
分
に
活
用
し

き
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
今
年

度
、
一
人
一
台
端
末
が
配
付
さ
れ
た
こ

と
で
、
よ
り
活
用
が
し
や
す
く
な
る

だ
ろ
う
。

（
他
の
支
援
ソ
フ
ト
に
も
類
似
機
能

が
付
い
て
い
る
。
追
試
可
能
）

【
教
材
指
定
学
習
】

学
年
、
教
材
が
指
定
で
き

る
解
答
選
択
形
式
の
問
題
。
す

べ
て
の
問
題
に
ヒ
ン
ト
や
解
答

解
説
が
付
い
て
い
る
。
ま
た
、

教
材
ご
と
に
難
易
度
も
指
定
で

き
る
た
め
、
学
級
の
実
態
に
合

わ
せ
て
出
題
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
四
月
に
新
た
な
教
材
が
追

加
さ
れ
た
『
読
解
ス
キ
ル
』
で

あ
る
。
簡
単
な
文
章
を
読
み
、

要
点
は
何
か
を
選
択
解
答
す
る

問
題
で
あ
る
。
中
学
生
の
タ
ブ

内
に
納
め
ら
れ
て
い
る
が
、
小

学
校
高
学
年
で
も
取
り
組
む
べ

き
内
容
で
あ
る
。

自治体から導入された 
学習支援ソフトを 
活用した時短術
「ラインズeライブラリア
ドバンス」で、宿題や自
習課題などの準備が楽し
く、簡単になる

神奈川県綾瀬市教育委員会
教育研究所指導主事

菅
かん

野
の

 真
まさ

智
とも

クラウドを活用した
時間短縮の仕事術

教師が と向き合うために

働き方改革！
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楽
し
く
な
い
授
業
で
も
、
せ
め
て

楽
し
そ
う
に
す
る
。

　

そ
ん
な
心
が
け
は
必
須
だ
。

三
　�

オ
ン
ラ
イ
ン
だ
か
ら
こ
そ
、
自

分
の
顔
を
常
に
見
る
こ
と
が
で

き
る

　

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
授
業
を
す
る
。

　

こ
れ
は
普
段
で
は
絶
対
に
知
る
こ

と
が
で
き
な
い
情
報
が
、
常
に
目
に

入
っ
て
く
る
。

　

そ
れ
は
自
分
の
表
情
だ
。

　

自
分
の
表
情
が
常
に
画
面
に
映
し

出
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
笑
顔
が

持
続
し
て
い
る
か
が
は
っ
き
り
と
分

か
る
。

　

さ
ら
に
、
録
画
す
る
こ
と
だ
っ
て

簡
単
で
あ
る
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

技
量
検
定
を
受
験
す
る
こ
と
で
一
番

鍛
え
ら
れ
る
の
が
『
笑
顔
』
だ
。

　

笑
顔
の
持
続
力
を
鍛
え
る
修
業
と

し
て
、
私
も
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
技
量

検
定
に
挑
戦
す
る
。

　

谷
氏
か
ら
笑
顔
の
持
続
力
を
意
識

す
る
こ
と
を
教
わ
っ
て
以
来
、
と
に

か
く
笑
顔
を
キ
ー
プ
す
る
こ
と
を
心

が
け
た
。

　

こ
れ
は
意
図
的
な
練
習
な
く
し
て
、

鍛
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

二
　�

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
技
量
検
定
で

の
検
定
者
の
コ
メ
ン
ト

　

最
近
ス
タ
ー
ト
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
技
量
検
定
。

　

何
度
か
参
観
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
検

定
で
の
検
定
者
の
コ
メ
ン
ト
で
も
、

笑
顔
と
目
線
、
こ
の
二
つ
は
繰
り
返

し
コ
メ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
オ
ン
ラ
イ
ン
だ
か
ら
こ
そ
、

画
面
に
映
る
所
作
と
し
て
、
表
情
や

目
線
の
占
め
る
割
合
が
大
き
く
な
る

か
ら
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
笑
顔
が
な
い
教
師
は
、

そ
れ
だ
け
で
、
授
業
が
つ
ま
ら
な
く

感
じ
る
。

　

逆
に
笑
顔
が
素
敵
な
だ
け
で
、
授

業
全
体
が
自
然
と
楽
し
く
な
る
。

　

楽
し
い
授
業
を
楽
し
そ
う
に
す
る
。

一
　
笑
顔
は
鍛
え
る
も
の

　

セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
の
感
想
に
最
近

よ
く
書
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
言
葉

が
あ
る
。

「
山
崎
先
生
は
ず
っ
と
笑
顔
で
す
ね
。

笑
顔
に
癒
さ
れ
ま
す
」

　

決
し
て
癒
す
よ
う
な
効
果
は
な
い

と
思
う
が
、
そ
れ
で
も
正
直
嬉
し
い
。

　

な
ぜ
笑
顔
で
講
座
が
で
き
る
の
か
。

　

こ
れ
は
間
違
い
な
く
授
業
技
量
検

定
で
練
習
し
て
き
た
か
ら
だ
。

　

授
業
技
量
検
定
の
項
目
の
一
つ
。

『
あ
た
た
か
な
表
情
、
対
応
』

　

Ｄ
表
検
定
で
授
業
を
す
る
度
に
、

繰
り
返
し
検
定
者
の
先
生
方
に
指
導

を
し
て
頂
い
た
。

　

と
り
わ
け
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
代
表
の
谷
和

樹
氏
か
ら
言
わ
れ
た
言
葉
は
心
に

残
っ
て
い
る

笑
顔
の
持
続
力
を
付
け
る
。

　

瞬
間
的
に
笑
顔
を
出
す
こ
と
は
、

あ
る
程
度
簡
単
だ
。

　

し
か
し
、
谷
和
樹
氏
の
笑
顔
は
別

格
だ
。

　

授
業
の
最
初
か
ら
最
後
ま
で
、
笑

顔
が
継
続
し
て
い
る
。

　

以
前
、
大
学
院
生
の
方
が
研
究
の

た
め
に
、
谷
氏
の
授
業
中
の
笑
顔
を

測
定
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
圧
倒
的

な
笑
顔
の
持
続
が
数
値
と
し
て
出
て

い
た
。

オンライン授業 
技量検定は 
笑顔の持続力を 
鍛える修業の場
自分の表情チェックができる
のは、オンラインの強みであ
る。

神奈川県小田原市立足柄小学校 

山
やま

崎
ざき

 克
かつ

洋
ひろ

TOSS授業技量検定
に挑戦！
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T
O
S
S
保
険
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

TOSS教職員賠償責任保険

保護者とのトラブル、同僚とのトラブル、管理職とのトラブル……
裁判になる前から弁護士に相談できるシステムでトラブルに対応します。
保険料は、年間6,380円です。１日たった約20円で教師人生を守ってもらえるのです。

TOSS教職員賠償責任保険ホームページ　https://tosshoken.com/

回
答
：
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
顧
問
弁
護
士　

中な
か

井い 

光ひ
か
る

　
　
構
成
：
中な

か
　た
に谷 

康や
す
　ひ
ろ博

T
O
S
S
弁
護
団
事
務
局

イラスト：木村 雄介

原
稿
の
執
筆
で
収
入
を
得
た
場
合
、
兼
業
届

は
必
要
で
し
ょ
う
か
。

許
可
の
申
請
を
す
る
の
が
大
原
則
で
す
。

こ
の
申
請
の
書
類
に
は
、
ど
の
よ
う
な

内
容
で
収
入
を
得
る
こ
と
に
な
る
か
も

書
き
、
許
可
を
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
許
可
の
権
限
は
教
育
長
に
あ

り
、
校
長
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
校
長
の

判
断
で
申
請
書
を
提
出
し
な
く
て
も
よ

い
と
い
う
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

　

条
例
に
よ
っ
て
、
教
育
長
よ
り
総
務

課
長
に
許
可
権
を
委
譲
し
て
い
る
一
部

地
域
も
あ
り
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
地

域
で
は
教
育
長
の
権
限
で
す
か
ら
、
注

意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
兼
業
は
、
対
価
が
あ
れ
ば
額

が
小
さ
く
て
も
許
可
が
必
要
で
す
。

　
「
一
定
額
以
下
な
ら
提
出
し
な
く
て
も

よ
い
」
と
い
う
規
定
が
条
例
に
あ
る
一

部
の
地
域
で
は
許
可
申
請
を
し
な
く
て

も
大
丈
夫
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
地
域

は
大
変
少
な
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
確
定
申
告
は
、
兼
業
許
可
申

　
　
　
　
　

中
井
弁
護
士
の
回
答

　

公
務
員
で
あ
る
先
生
方
は
、
兼
業

請
と
は
全
く
性
格
の
異
な
る
も
の
で
す
。

税
の
還
付
を
受
け
る
た
め
に
確
定
申
告

を
し
た
方
が
良
い
の
で
す
が
、
住
民
税

の
算
定
額
等
を
通
じ
て
教
育
委
員
会
に

も
伝
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
兼
業
の

許
可
を
得
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

次
回
の
事
件
簿
。
回
答
は
、
次
号
。

学
校
で
は
、
家
庭
環
境
調
査
表

や
保
健
調
査
表
の
よ
う
な
個
人
情

報
に
関
わ
る
書
類
を
保
護
者
に
提

出
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

ら
を
家
庭
訪
問
や
子
供
の
健
康
状

態
の
把
握
等
で
活
用
し
て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
個
人
情
報
に
関
わ

る
こ
と
だ
か
ら
と
、
そ
れ
ら
の
提

出
を
拒
む
保
護
者
も
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

今
後
、
ど
う
し
て
い
け
ば
い
い

の
で
し
ょ
う
か
。

教師が と向き合うために

働き方改革！

T
O
S
S
保
険
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

時
々
、
出
版
社
か
ら
原
稿
依
頼

を
頂
い
て
、
教
育
雑
誌
の
原
稿
を

執
筆
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

原
稿
執
筆
の
際
に
、
原
稿
料
を

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

勤
務
校
の
校
長
に
、
兼
業
届
を

出
し
た
方
が
良
い
の
か
ど
う
か
を

相
談
し
ま
し
た
。
校
長
か
ら
は
、

「
金
額
も
さ
ほ
ど
多
く
は
な
い
の
で
、

出
さ
な
く
て
も
い
い
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
報
酬
を
も
ら
っ

て
い
る
の
で
、
気
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
確
定
申
告
も
必
要
な
の

で
し
ょ
う
か
。
ど
う
し
た
ら
良
い

の
か
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。



チャレンジングチャレンジングチャレンジング
若手教師の

TOSS！

62

　

黄
金
の
三
日
間
と
同
様
に
、
シ
ル
バ
ー
の
三

日
間
も
貴
重
な
時
間
で
あ
る
。

　

私
が
実
際
に
し
た
、
シ
ル
バ
ー
の
三
日
間
に

向
け
た
準
備
を
示
す
。

①
　
一
学
期
中
に
や
る
べ
き
こ
と

　

二
学
期
の
初
日
に
漢
字
テ
ス
ト
を
す
る
こ
と

を
伝
え
る
（
向
山
洋
一
氏
の
始
業
式
の
指
導
が

音
声
Ｃ
Ｄ
と
し
て
発
売
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
、

始
業
式
か
ら
漢
字
テ
ス
ト
を
す
る
様
子
が
残
っ

て
い
る
。
貴
重
な
資
料
で
あ
る
）。

　

二
学
期
に
ス
ム
ー
ズ
な
動
き
出
し
が
で
き
る

よ
う
に
、
一
人
一
役
を
決
め
て
お
く
。
一
学
期

に
決
め
る
こ
と
で
、
仕
事
の
内
容
を
覚
え
た
ま

ま
で
引
き
継
ぎ
が
で
き
る
。
子
供
た
ち
同
士
で

も
正
確
に
伝
わ
る
。

　
「
二
学
期
の
め
あ
て
」
に
つ
い
て
、
書
け
る

と
こ
ろ
を
書
か
せ
る
。
通
知
表
を
渡
し
た
直
後

に
行
う
。
す
ぐ
に
書
く
こ
と
で
、
一
学
期
の
こ

と
を
思
い
出
し
、
二
学
期
に
頑
張
り
た
い
こ
と

を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
。

②
　
夏
休
み
中
に
や
る
べ
き
こ
と

（
一
）
ノ
ー
ト
の
準
備

　

シ
ル
バ
ー
の
三
日
間
で
は
、
黄
金
の
三
日
間

に
指
導
し
た
こ
と
を
復
習
す
る
。
黄
金
の
三
日

間
ノ
ー
ト
を
読
み
直
す
。
そ
の
時
の
反
省
な
ど

も
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
二
学
期
に
気
を
付
け

る
こ
と
が
す
ぐ
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
。

（
二
）　
二
学
期
の
教
材
研
究

　

単
元
や
題
材
ご
と
に
ノ
ー
ト
を
作
成
す
る
。

ノ
ー
ト
の
表
紙
に
「
体
積
」
や
「
や
ま
な
し
」

な
ど
と
書
い
て
い
く
。
T
O
S
S
ラ
ン
ド
や

『
教
育
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
』
な
ど
か
ら
関
連
箇
所

を
印
刷
し
、
ひ
た
す
ら
貼
っ
て
い
く
。

　

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
す
る
。
す
ぐ
に
役
に
立
つ

情
報
・
最
新
の
情
報
が
詰
ま
っ
て
い
る
。
講
師

の
先
生
方
の
授
業
や
対
応
術
を
記
録
す
る
。

　

サ
ー
ク
ル
例
会
で
の
模
擬
授
業
を
す
る
。
三

分
で
も
い
い
か
ら
授
業
を
す
る
こ
と
で
、
代
案

を
い
た
だ
け
る
。

（
三
）　
シ
ル
バ
ー
の
三
日
間
ノ
ー
ト
作
り

　

黄
金
の
三
日
間
同
様
に
具
体
的
に
、
時
系
列

に
指
導
す
る
べ
き
こ
と
を
書
い
て
い
く
。

（
四
）　
学
年
・
学
級
の
事
務
作
業

１　

学
年
便
り
の
日
付
、
行
事
予
定
の
変
更

（
九
・
十
・
十
一
・
十
二
月
・
冬
休
み
直
前
号
）

２　

か
き
ぞ
め
の
準
備
（
今
年
度
は
三
年
生
担

任
の
た
め
、
名
前
の
手
本
を
作
る
）

３　

二
学
期
の
会
計
報
告
の
準
備
（
ス
キ
ル
な

ど
分
か
っ
て
い
る
も
の
ま
で
作
っ
て
お
く
）

４　

週
案
の
作
成
（
日
付
と
専
科
な
ど
の
授
業

を
書
き
込
む
）

５　

担
当
校
務
分
掌
の
う
ち
、
一
学
期
に
行
わ

れ
た
行
事
の
実
施
案
を
次
年
度
の
教
育
計
画

用
に
作
成
す
る
。

東
京
都
荒
川
区
立
汐
入
小
学
校

加か

藤と
う 

雅ま
さ

成な
り

シ
ル
バ
ー
の
三
日
間
の
準
備
と
夏
休
み
の
過
ご
し
方

九
月
の
「
シ
ル
バ
ー
の
三
日
間
」
に
備
え
、
安
定
し
た
二
学
期
に
備
え
る
。
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新
た
な
る
戦
い
に
挑
む

子
供
の
事
実
か
ら
出
発
す
る
。
腹
の
底
か
ら
の
実
感
を
大
切
に
す
る
。
異
動
後
の
混
沌
期
に
あ
っ

て
、
師
匠
の
教
え
が
私
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
。

　

平
日
は
全
日
朝
夕
指
導
に
出
て
、
土
日
は
Ｔ

Ｏ
Ｓ
Ｓ
に
集
中
し
よ
う
。
異
動
前
、
部
活
指
導

に
つ
い
て
そ
う
考
え
て
い
た
。
仲
間
に
も
そ
う

伝
え
て
い
た
。

　

し
か
し
、
始
業
式
後
を
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、

土
日
祝
日
の
全
日
、
部
活
動
を
入
れ
て
い
る
。

Ｇ
Ｗ
も
（
男
女
別
日
に
大
会
が
入
る
な
ど
す
る

た
め
）
全
日
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
セ
ミ
ナ
ー
と
部
活
指

導
で
埋
ま
っ
た
。

　

無
論
早
朝
か
ら
指
導
し
、
午
前
中
の
う
ち
に

セ
ミ
ナ
ー
に
登
壇
す
る
と
い
う
、
二
十
年
来
続

け
て
い
る
動
き
に
変
わ
り
は
な
い
。
部
活
指
導

を
す
る
か
ら
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
活
動
を
し
な
い
。
そ

う
い
う
選
択
肢
は
も
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。

　

で
は
、
な
ぜ
当
初
の
予
定
を
変
え
た
の
か
。

変
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
だ
。
女
子
部
長
の

瞳
の
強
さ
と
思
考
の
深
さ
と
に
、
心
を
動
か
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
彼
女
が
提
出
し
て
き
た
ノ
ー

ト
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
そ
の
他
で
練
習
し
た
い
の

に
で
き
な
い
、
試
合
も
な
い
と
い
う
言
葉
が

「
皆
無
」
で
、
自
分
を
励
ま
し
、
時
に
叱
咤
し
、

も
っ
と
上
達
し
よ
う
と
す
る
思
い
が
溢
れ
て
い

た
。
ま
た
下
級
生
の
規
律
面
の
乱
れ
の
、
そ
の

責
任
を
も
背
負
い
、
反
省
し
て
い
た
。

　

逆
境
に
あ
っ
て
、
彼
女
の
日
記
に
は
そ
の

「
環
境
」
を
責
め
る
言
葉
が
一
切
な
か
っ
た
。

　

私
の
中
の
何
か
が
強
烈
に
燃
え
上
が
っ
た
。

や
れ
る
だ
け
や
っ
て
や
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
、
と
。

　

勤
務
地
区
は
、
男
女
共
に
埼
玉
県
優
勝
を
果

た
し
て
い
る
。
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
界
に
お
い
て
埼

玉
で
勝
つ
と
い
う
こ
と
は
、全
中
（
全
国
大
会
）

で
勝
つ
の
と
同
義
だ
。
実
際
、
中
一
中
二
で
全

中
に
出
て
行
く
男
女
が
後
を
絶
た
な
い
。

　

そ
う
い
う
厳
し
い
環
境
の
中
で
、
学
総
ま
で

の
残
り
二
か
月
、
私
に
為
し
得
る
最
大
の
指
導

を
為
そ
う
と
決
め
た
。
彼
女
ら
の
目
標
は
県
大

会
出
場
で
あ
る
。
そ
の
向
こ
う
に
広
が
る
世
界

を
い
か
に
見
せ
て
や
れ
る
か
。

　

私
自
身
も
ま
た
幾
つ
も
の
物
理
の
壁
に
囲
ま

れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
挑
戦
す
る
価
値
は
確
か

に
あ
る
。
地
域
の
リ
ソ
ー
ス
も
最
大
限
活
用
し

つ
つ
、挑
ん
で
み
た
い
。
新
時
代
の
「
部
活
動
」

を
構
築
す
る
好
機
だ
。

　

中
学
校
は
、
学
級
経
営
だ
け
で
は
ま
っ
た
く

足
り
な
い
。
学
級
経
営
に
学
年
経
営
と
部
活
指

導
を
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
さ
せ
て
初
め
て
、
大
き

な
成
果
が
出
せ
る
。
中
学
校
で
学
級
経
営
が
う

ま
く
い
っ
て
い
る
話
を
し
て
も
、
だ
か
ら
ど
う

し
た
、
と
い
う
顔
を
さ
れ
る
の
が
落
ち
だ
。
器

の
小
さ
な
人
間
だ
と
思
わ
れ
て
終
わ
り
だ
。
Ｔ

Ｏ
Ｓ
Ｓ
外
で
す
ら
そ
う
で
あ
る
。

　

も
っ
と
大
き
な
視
野
で
生
徒
の
成
長
を
見
る

必
要
が
あ
る
。
そ
の
道
を
切
り
拓
く
の
も
ま
た
、

自
身
の
仕
事
で
あ
る
。
実
践
を
積
み
上
げ
る
。

実践日誌圧倒的圧倒的
長谷川博之の

授業技量向上授業技量向上のの法則法則

長は

谷せ

川が
わ 

博ひ
ろ

之ゆ
き

埼
玉
県
吉
見
町
立
吉
見
中
学
校
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谷
たに

 和
かず

樹
き

で
あ
る
。

新
卒
教
師
や
教
育
実
習
生
の
授
業

が
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
し
て
混
乱
す
る
の

は
、
こ
う
し
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
雑

だ
か
ら
だ
。

極
め
て
基
本
的
な
こ
と
だ
。
し
か

し
、
基
本
的
な
こ
と
だ
か
ら
こ
そ
、

重
要
で
あ
る
。

ベ
テ
ラ
ン
と
思
え
る
教
師
の
授
業

で
も
、
こ
う
し
た
配
慮
が
抜
け
て
い

る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。

当
然
、
子
供
た
ち
は
集
中
し
な
く

な
る
。
教
室
は
混
乱
す
る
。

二
　
作
業
指
示
を
使
い
こ
な
す
実
例

あ
る
小
学
校
で
算
数
の
飛
び
込
み

授
業
を
し
た
。

二
年
生
。

か
け
算
の
導
入
で
あ
る
。

私
が
担
当
し
て
い
る
大
学
院
生
の

研
究
と
し
て
実
施
し
た
た
め
、
授
業

に
は
い
く
つ
か
の
条
件
が
あ
っ
た
。

次
号
か
ら
、
こ
の
授
業
を
作
業
指

示
の
観
点
か
ら
解
説
す
る
。

そ
の
上
で
、
さ
ら
に
次
の
こ
と
も

大
切
で
あ
る
。

③
質
問
に
は
端
的
に
答
え
る

曖
昧
に
答
え
て
は
い
け
な
い
。

「
そ
れ
は
や
り
ま
せ
ん
」

の
よ
う
に
き
っ
ぱ
り
と
言
い
切
る
。

④
活
動
し
て
い
る
途
中
で
全
体
に

関
わ
る
こ
と
は
言
わ
な
い
（
指

示
の
修
正
・
追
加
は
し
な
い
）

ど
う
し
て
も
指
示
を
追
加
す
る
場

合
に
は
、
手
に
持
っ
て
い
る
も
の
を

置
か
せ
る
。
体
を
教
師
に
向
け
さ
せ

る
。
そ
し
て
、
必
ず
全
体
に
聞
か
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑤
全
員
の
進
行
状
況
を
複
数
回
確

認
す
る

「
今
、
何
番
を
や
っ
て
い
ま
す
か
。

手
を
挙
げ
な
さ
い
」

こ
の
よ
う
に
簡
単
に
確
認
す
る
の

一
　�

作
業
指
示
の
応
用
（
一
時
一
事

の
原
則
と
、
子
供
を
動
か
す
法

則
）

通
常
は
「
一
時
一
事
」
で
指
示
を

す
る
こ
と
が
基
本
で
あ
る
（『
授
業

の
腕
を
上
げ
る
法
則
』　
向
山
洋
一

著
）。し

か
し
、
ど
う
し
て
も
子
供
に
長

く
活
動
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

合
が
あ
る
。

遠
足
等
の
校
外
学
習
で
自
由
に
遊

ば
せ
る
よ
う
な
時
だ
。

あ
る
い
は
、
教
科
書
の
練
習
問
題

ペ
ー
ジ
に
そ
れ
ぞ
れ
で
取
り
組
ま
せ

る
よ
う
な
こ
と
も
あ
る
。

そ
う
し
た
場
面
で
は
、
次
の
法
則

が
重
要
で
あ
る
。

　
最
後
の
行
動
ま
で
示
し
て
か
ら
、

子
供
を
動
か
せ
。（『
子
供
を
動
か

す
法
則
』　
向
山
洋
一
著
）

仮
に
教
室
で
練
習
問
題
に
取
り
組

ま
せ
て
い
る
な
ら
、
少
な
く
と
も
次

の
二
つ
は
ハ
ッ
キ
リ
と
さ
せ
て
お
く

必
要
が
あ
る
。

①
ど
こ
ま
で
で
き
た
ら
教
師
の
と

こ
ろ
に
持
っ
て
い
く
の
か

②
全
部
終
わ
っ
た
ら
何
を
す
る
の

か

授業のベーシックス
キル７
「作業指示」⑧
『新版 授業の腕を上げる法則』
と『新版 子供を動かす法則』

（いずれも学芸みらい社）が原
点だ。作業指示についての大
切なことも、そこに全部書い
てある。何度も再読し、自分
の授業を点検しておきたい。

授業の
ベーシックスキル
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「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
騒
動
」
で
、
お
か
し

な
事
を
や
っ
て
い
る
学
校
が
多
い
。「
上
」
か

ら
の
指
示
で
仕
方
が
無
い
の
だ
ろ
う
が
、
子
供

た
ち
の
方
が
呆
れ
て
い
る
。
教
師
は
ナ
メ
ら
れ

て
当
然
だ
。

　

そ
も
そ
も
「
密
」
と
や
ら
を
避
け
る
の
で
あ

れ
ば
、
学
校
は
閉
鎖
す
る
べ
き
だ
。
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
等
の
学
校
は
昨
年
か
ら
ず
っ
と
閉
ま
っ

て
い
る
。
今
年
の
九
月
ま
で
、
一
年
以
上
だ
。

本
当
に
「
脅
威
」
が
あ
る
の
な
ら
ば
そ
う
す
る
。

ハ
ワ
イ
の
学
校
で
は
宿
題
に
す
ら
「
紙
」
を
使

わ
な
い
。
全
て
オ
ン
ラ
イ
ン
だ
。
接
触
感
染
で

死
に
至
る
の
だ
ろ
う
か
ら
、
や
は
り
そ
う
す
る
。

正
し
い
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
ま
だ
筋
は

通
っ
て
い
る
。
日
本
の
学
校
は
滅
茶
苦
茶
で
あ

る
。

「
プ
ー
ル
指
導
」
を
す
る
の
だ
と
い
う
。
多
く

の
学
校
が
そ
う
だ
ろ
う
。
だ
が
「
マ
ス
ク
」
は

必
要
な
の
だ
そ
う
だ
。
何
を
言
っ
て
い
る
の
か

分
か
ら
な
い
。
止
め
れ
ば
良
い
の
だ
。
本
当
は

「
危
険
」
で
は
な
い
と
知
っ
て
い
る
か
ら
、
形

だ
け
守
っ
て
や
ろ
う
と
す
る
。
姑
息
な
の
だ
。

「
プ
ー
ル
サ
イ
ド
ま
で
マ
ス
ク
着
用
」「
マ
ス
ク

は
そ
こ
に
置
い
て
入
水
」「
プ
ー
ル
か
ら
上
が

る
と
同
時
に
マ
ス
ク
着
用
」
と
い
う
学
校
ま
で

あ
る
。
折
角
だ
か
ら
、
水
中
で
も
「
マ
ス
ク
着

用
」
に
す
れ
ば
良
い
の
だ
。
そ
う
す
れ
ば

「
上
」
の
覚
え
は
目
出
度
い
だ
ろ
う
。
一
体
ど

こ
を
見
て
仕
事
を
し
て
い
る
の
か
と
思
う
。
戦

時
中
ま
で
「
軍
事
教
練
」
で
竹
槍
戦
闘
の
訓
練

を
さ
せ
て
い
た
日
本
の
学
校
は
、
今
で
も
何
も

変
わ
っ
て
い
な
い
。

「
筋
道
立
て
た
考
え
方
」「
論
理
的
思
考
力
」

を
育
て
る
と
、
学
習
指
導
要
領
に
は
以
前
か
ら

ず
っ
と
書
い
て
あ
る
。
あ
れ
は
全
部
、
嘘
で
あ

る
。
今
、
学
校
で
や
っ
て
い
る
「
指
導
」
を
見

れ
ば
分
か
る
。「
建
前
を
重
視
す
る
思
考
力
」

を
、
日
本
中
の
学
校
で
育
て
て
い
る
。
戦
前
は

「
国
防
」
と
い
う
建
前
が
あ
っ
た
か
ら
ま
だ
良

い
。
今
は
「
同
調
圧
力
に
逆
ら
わ
な
い
」、
こ

れ
だ
け
だ
。「
腰
抜
け
」
を
育
て
る
教
育
で
あ
る
。

　

国
を
滅
ぼ
す
に
は
「
テ
レ
ビ
・
学
校
は
核
兵

器
に
勝
る
武
器
」
で
あ
る
。
闘
わ
ず
し
て
相
手

国
民
を
骨
抜
き
に
出
来
る
。
敵
国
は
「
腰
抜
け

国
家
」
を
簡
単
に
占
領
出
来
る
。
か
つ
て
、
小

学
校
国
語
教
科
書
（
お
そ
ら
く
六
年
）
に
『
最

後
の
授
業
』
と
い
う
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

今
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ

が
巧
妙
に
「
学
校
」
で
子
供
た
ち
を
洗
脳
し
て

い
く
。
そ
の
恐
ろ
し
さ
と
、
被
占
領
国
教
師
の

悔
し
さ
を
描
い
て
い
た
。
日
本
も
そ
う
な
る
。

「
マ
ス
ク
」
や
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
非
科
学
的
で

珍
妙
極
ま
る
指
導
は
「
全
体
主
義
」
へ
の
道
で

あ
る
。
七
六
年
で
、
ま
た
戻
っ
て
来
た
の
だ
。

　
　
「
マ
ス
ク
全
体
主
義
」
は
国
家
を
破
滅
に
導
く

「
事
実
だ
け
に
依
拠
す
る
」
こ
の
テ
ー
ゼ
を
信
じ
て
教
師
の
道
を
歩
ん
だ
。
そ
れ
は
多
く
の
同
僚
・
上
司

と
の
軋
轢
を
生
ん
だ
。
後
悔
は
し
て
い
な
い
。
人
は
「
信
じ
る
も
の
」
の
為
に
生
き
る
の
だ
。
二
〇
一
九

年
一
〇
月
に
学
校
を
辞
め
た
。
そ
の
直
後
、
今
回
の
騒
動
が
始
ま
っ
た
。「
現
場
を
離
れ
ろ
」
と
何
か
が

教
え
て
く
れ
た
の
だ
ろ
う
。
良
か
っ
た
。

Ｔ
‐
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
（
元
長
崎
県
教
諭
）

伴ば
ん 

一か
ず

孝た
か

授業技量向上授業技量向上のの法則法則
伴一孝
の
教師道
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教
育
書
の
価
値
は
内
容
の
密
度
に
負
う
。

　

本
書
に
限
っ
て
は
「
誰
が
書
い
た
か
」
が
さ
ら
に
重

要
な
意
味
を
も
つ
。

１
板
倉
先
生
っ
て
ど
ん
な
先
生
？

　「
向
山
が
手
が
け
た
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
い
つ
も

サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
し
た
。
唯
一
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト

で
す
」

　

こ
の
評
価
の
意
味
を
ど
う
受
け
止
め
る
か
。
長
い
歴

史
を
も
つ
日
本
の
初
等
教
育
の
成
果
は
い
っ
た
ん
東
京

の
公
立
小
学
校
教
諭
だ
っ
た
向
山
氏
の
懐
に
流
れ
こ
み
、

そ
こ
に
蓄
え
ら
れ
、
洗
練
さ
れ
、
再
び
日
本
中
の
教
育

現
場
に
流
れ
出
し
た
。
い
わ
ば
明
治
の
東
京
が
配
電
盤

の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
、
西
洋
の
文
化
を
広
げ
た
の

と
似
て
い
る
。
そ
の
過
程
に
著
者
が
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
。

　
「
過
去
の
文
献
に
あ
た
り
尽
く
し
て
ま
し
た
。
教
材

づ
く
り
の
、
基
礎
研
究
は
任
せ
て
き
ま
し
た
が
（
中
略
）

実
に
根
気
よ
く
調
べ
て
あ
り
、
ま
さ
に
研
究
者
タ
イ
プ

の
教
師
で
す
」

　

ま
さ
に
そ
の
通
り
。
本
書
の
主
調
音
で
あ
る
「
個
別

指
導
」
に
関
す
る
文
献
を
調
べ
尽
く
し
て
あ
る
。
上
田

薫
の
個
人
カ
ル
テ
・
座
席
表
、
医
療
現
場
の
カ
ル
テ
、

向
山
洋
一
の
障
害
児
教
育
・
向
山
形
算
数
・
学
級
経
営

案
（
実
態
調
査
）
・
都
研
究
員
レ
ポ
ー
ト
・
京
浜
サ
ー

ク
ル
の
机
間
巡
視
論
、
安
彦
忠
彦
の
「
授
業
の
個
別
指

導
入
門
」。
古
く
は
大
正
三
年
の
「
机
間
巡
視
に
関
す

る
新
研
究
」、
新
し
い
と
こ
ろ
で
は
大
学
教
授
の
本
田

由
紀
、
田
中
博
之
氏
の
提
言
、
そ
し
て
文
科
省
の
「
個

別
最
適
化
の
学
び
」
と
関
連
付
け
て
い
る
。

　「
調
べ
方
は
誠
実
さ
が
表
れ
て
い
ま
し
た
」

　

論
の
展
開
の
根
拠
と
な
る
文
献
を
明
記
し
、
自
他
の

区
別
を
つ
け
て
い
る
。
し
か
し
最
も
貴
重
な
文
献
は
、

指
導
原
理
の
根
拠
と
な
る
「
指
導
の
構
想
」、「
学
習
指

導
案
」、「
授
業
記
録
」、「
観
察
メ
モ
」、「
子
供
の
学
習

ノ
ー
ト
」
で
あ
ろ
う
。
私
は
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
度
に
た

め
息
を
つ
い
た
。「
こ
こ
ま
で
詰
め
て
い
く
の
か
」

２　

授
業
実
践
に
お
け
る
「
巨
視
」
と
「
微
視
」

　

板
倉
氏
の
実
践
を
追
っ
て
い
く
と
そ
の
背
後
に
向
山

実
践
が
立
ち
上
が
っ
て
く
る
。
一
九
九
五
年
、
算
数
Ｔ

Ｔ
と
し
て
授
業
を
担
当
し
た
こ
と
で
、
向
山
氏
の
個
別

指
導
観
が
大
き
く
転
換
す
る
。
授
業
を
二
人
体
制
で
実

施
す
る
こ
と
で
、
学
習
に
取
り
組
む
以
前
の
子
供
た
ち

の
状
況
が
は
っ
き
り
見
え
る
よ
う
に
な
る
。
も
の
す
ご

く
勉
強
が
で
き
な
い
子
の
ほ
と
ん
ど
は
読
解
力
が
な
い

の
で
は
な
く
、
作
業
指
示
に
よ
る
行
動
が
で
き
な
い
の

だ
。
勉
強
が
で
き
な
い
子
は
勉
強
以
前
の
こ
と
が
で
き

な
い
。
大
き
な
発
見
だ
っ
た
。
板
倉
氏
も
Ｔ
２
の
立
場

で
同
様
の
経
験
を
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
子
供
た
ち

は
、
や
は
り
一
対
一
の
個
別
指
導
が
ど
う
し
て
も
必
要

と
い
う
発
見
で
あ
る
。
少
人
数
教
室
に
よ
る
個
別
指
導

と
さ
ら
な
る
個
別
化
。
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
第
４
章
に
整

理
さ
れ
て
い
る
。
本
書
の
白
眉
の
部
分
で
あ
る
。

３
　
学
力
向
上
推
進
Ｔ
と
し
て
の
取
り
組
み

　

教
育
書
で
、
以
下
の
こ
と
を
欠
く
も
の
は
読
む
必
要

は
な
い
。

①
子
供
の
実
態
把
握
と
成
長
の
保
障
。

②�

子
供
に
力
を
付
け
る
指
導
の
具
体
化
と
組
織
的
運
営

の
ノ
ウ
ハ
ウ
。

③
実
践
研
究
の
手
法
と
検
証
の
視
点
。

（
読
者
は
、
③
に
関
す
る
資
料
に
目
を
見
張
る
こ
と
だ

ろ
う
）

〈
指
導
の
細
や
か
さ
が
変
容
の
大
き
さ
に
比
例
す
る
〉

　

本
書
の
主
張
で
あ
る
。

　

本
書
は
一
二
三
ペ
ー
ジ
と
薄
い
。
実
感
で
き
た
こ
と

を
も
と
に
指
導
原
理
を
整
理
し
て
い
る
か
ら
だ
。
冒
頭

に
要
約
文
が
あ
り
、
そ
の
解
説
と
具
体
例
が
続
く
。
削

り
に
削
っ
た
文
体
に
魅
了
さ
れ
た
。

Ｔ
２
教
師
が
見
抜
い
た

学
力
の
様
相
と
そ
の
対
策

ど
ん
な
厳
し
い
子
も
置
き
去
り
に
し
な
い
個
別
指
導
の

原
理
と
そ
の
仕
組
み
。
一
門
一
番
弟
子
の
著
者
が
世
に

問
う
渾
身
の
一
書
で
あ
る
。

吉よ
し

永な
が 

順じ
ゅ
ん

一い
ち

T
O
S
S
熊
本

『算数少人数教室実践
者必携ハンドブック』
（板倉弘幸著　学芸みらい社）
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回答

高
段
者
が
答
え
る「
私
が
困
っ
て
い
る
こ
と
Q
　　
A

」

A

Q

林は
や
し 

健た
け

広ひ
ろ

山
口
県
下
関
市
立
清

末
小
学
校

ま
と
め
テ
ス
ト
で
子
供
が
自
信
を

な
く
さ
な
い
指
導
法

必
ず
復
習
を
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
復
習
の
学
習
方
法
も
教
え
ま
す
。

せ
ま
す
。
範
囲
を
四
五
分
で
終
わ
る
範
囲
に
し

ま
す
。一
ペ
ー
ジ
と
は
限
り
ま
せ
ん
。こ
の
ペ
ー

ジ
は
難
し
い
な
ぁ
と
思
っ
た
ら
、
半
ペ
ー
ジ
に

す
る
時
も
あ
り
ま
す
。

　

す
ら
す
ら
解
け
な
い
子
供
は
、
も
ち
ろ
ん
い

ま
す
。「
忘
れ
る
よ
ね
。
大
丈
夫
だ
よ
。
だ
か
ら
、

復
習
が
必
要
な
ん
だ
」「
１
分
考
え
て
分
か
ら

な
け
れ
ば
、
教
科
書
を
見
直
し
な
さ
い
。
林
先

生
、
友
達
に
聞
い
て
も
い
い
」「
ノ
ー
ト
を
見

返
し
て
も
い
い
。
一
番
い
け
な
い
こ
と
は
、
何

も
し
な
い
こ
と
で
す
」。
分
か
ら
な
い
と
き
は

ど
う
す
る
か
、
学
習
方
法
を
教
え
ま
す
。

　

丸
付
け
は
、
教
師
が
す
る
と
き
も
あ
れ
ば
、

子
供
に
さ
せ
る
と
き
も
あ
り
ま
す
。

　

ス
テ
ッ
プ
③
教
科
書
チ
ェ
ッ
ク

　

正
解
し
た
か
ど
う
か
、
教
科
書
に
子
供
が

チ
ェ
ッ
ク
を
書
き
ま
す
。
教
師
は
、

子
供
の
ノ
ー
ト
と
、
教
科
書

チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
る
か
ど
う
か

を
必
ず
見
ま
す
。詳
し
く
は
、右
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
動
画
を
見
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
し
て
、
最
後
に
正
進
社
の
プ
レ
テ
ス
ト
→

学
期
末
テ
ス
ト
で
す
。

　

必
ず
復
習
を
さ
せ
ま
す
。

　

単
元
テ
ス
ト
が
終
わ
る
と
、
学
期
末
テ

ス
ト
が
あ
り
ま
す
。
す
ぐ
に
テ
ス
ト
を
さ
せ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
子
供
は
前
の
学
習
内
容
を
忘

れ
て
い
る
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ス
テ
ッ
プ
①　

進
度

　

教
科
書
の
進
度
を
、
年
間
指
導
計
画
通
り
に

し
ま
す
。
計
画
通
り
な
ら
ば
、
学
期
末
、
あ
る

程
度
、
時
間
の
余
裕
が
あ
り
ま
す
。
遅
れ
て
い

る
と
、
学
期
末
テ
ス
ト
を
す
ぐ
に
せ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。

　

ス
テ
ッ
プ
②
復
習
ペ
ー
ジ

　

教
科
書
巻
末
に
あ
る
「
復
習
ペ
ー
ジ
」
を
さ

　
算
数
の
単
元
テ
ス
ト
で
は
で
き
て
も
、

学
期
末
や
年
度
末
の
テ
ス
ト
に
な
る
と

で
き
な
く
な
っ
て
い
る
子
た
ち
が
た
く

さ
ん
い
ま
す
。
単
元
テ
ス
ト
で
自
信
を

付
け
て
も
、
ま
と
め
テ
ス
ト
で
「
や
っ

ぱ
り
ダ
メ
か
」
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
ま
と
め
テ
ス
ト
前
や
日
常
の
授
業
で

工
夫
し
て
い
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
教
え

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

＆＆

授業技量向上授業技量向上のの法則法則

イラスト：ナカジマ　ヤヨイ
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向む
こ
う

山や
ま 

行ゆ
き

雄お

敬
愛
大
学
教
育
学
部
教
授
・

教
育
学
部
長

全
国
連
合
小
学
校
長
会
顧
問

続
・
小
学
校
に
お
け
る
教
科
担
任
制

間
三
コ
マ
で
合
計
一
五
コ
マ
。
他
学
級
で
は

社
会
九
コ
マ
、
特
別
活
動
を
一
コ
マ
の
合
計

一
〇
コ
マ
。

　

自
学
級
の
持
ち
コ
マ
は
、
一
日
平
均
し
て

二
．五
二
コ
マ
で
あ
り
、
自
学
級
の
子
供
へ

の
指
導
が
十
分
に
で
き
な
い
。
特
に
、
緊
急

的
な
事
案
に
対
し
て
迅
速
に
対
応
で
き
な
い

こ
と
が
あ
っ
た
。

　

算
数
担
当
は
四
コ
マ
で
教
科
書
の
内
容
を

進
め
、
二
コ
マ
で
担
任
が
発
展
的
指
導
や
補

充
的
指
導
を
受
け
も
つ
。
国
語
担
当
も
四
コ

マ
で
教
科
書
を
扱
い
、
二
コ
マ
で
担
任
が
書

写
と
学
校
図
書
館
で
の
読
書
を
受
け
も
つ
。

　

算
数
も
国
語
も
、
担
当
者
は
短
時
間
で
教

科
書
を
進
め
る
た
め
に
学
習
進
度
を
早
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

加
え
て
、
教
科
担
任
制
実
施
の
た
め
の

「
肝
」
で
あ
る
学
年
メ
ン
バ
ー
四
名
の
情
報

交
換
が
放
課
後
に
し
か
で
き
な
い
。
な
ぜ
な

年
齢
を
重
ね
る
と
、
個
人
と
し
て
も
仕
事
が

膨
ら
ん
で
く
る
。

二
　
四
教
科
の
教
担
制
の
課
題

　

さ
て
、
前
号
で
述
べ
た
小
学
校
に
お
け
る

教
科
担
任
制
度
の
続
き
。

　

前
号
で
、
一
九
七
九
年
の
二
十
九
歳
の
時

の
四
教
科
の
教
科
担
任
制
の
自
己
評
価
を

「
Ｃ
」
と
低
く
記
し
た
。

　

こ
の
時
の
五
年
生
メ
ン
バ
ー
。

一
組　

二
十
七
歳
男
性　
　
　

理
科
担
当

二
組　

五
〇
代
半
ば
の
男
性　

算
数
担
当

三
組　

五
〇
代
半
ば
の
女
性　

国
語
担
当

四
組　

二
十
八
歳
（
向
山
）　

社
会
担
当

　

向
山
の
自
学
級
で
の
授
業
は
、
社
会
三
コ

マ
、
体
育
三
コ
マ
、
算
数
練
習
二
コ
マ
、
書

写
一
コ
マ
、
読
書
一
コ
マ
、
道
徳
一
コ
マ
、

学
級
会
・
学
級
指
導
一
コ
マ
、
ゆ
と
り
の
時

一
　
は
る
か
昔
と
少
し
昔
の
夏
休
み

　

夏
休
み
に
な
っ
た
。
学
校
の
教
師
の
一
番

の
楽
し
み
で
あ
る
。
一
九
七
四
年
の
初
任
者

時
代
の
夏
休
み
。
は
っ
き
り
と
は
覚
え
て
い

な
い
が
、
ざ
っ
と
次
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。

　

日
直
一
日
、
プ
ー
ル
当
番
三
日
、
日
光
林

間
学
校
三
日
、
そ
の
事
前
指
導
一
日
。
出
勤

日
は
わ
ず
か
八
日
間
。

　

ず
い
ぶ
ん
と
恵
ま
れ
た
夏
休
み
だ
っ
た
。

　

一
九
八
九
年
の
現
場
教
師
と
し
て
の
最
後

の
夏
休
み
。

　

日
直
二
日
、
プ
ー
ル
三
日
、
校
内
宿
泊
二

日
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
研
修
三
日
、
区
社
会

科
研
究
部
三
日
、
各
種
研
修
会
一
〇
日
、
社

会
科
サ
ー
ク
ル
一
日
、
教
科
書
の
取
材
二
日

の
合
計
二
五
日
間
。
土
日
以
外
で
休
め
た
の

は
三
日
間
程
度
。

　

一
〇
数
年
た
っ
て
学
校
も
忙
し
く
な
っ
た
。

の

新
時
代

40

学
校
物
語

学
校
物
語

学
校
物
語
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を
す
る
必
要
が
あ
る
。
市
販
の
週
案
簿
よ
り
、

使
い
勝
手
の
よ
い
週
案
簿
を
創
作
し
た
方
が

効
果
的
で
あ
る
。

　

九
点
目
は
、
学
校
の
ス
リ
ム
化
で
あ
る
。

※
私
は
教
科
担
任
制
で
勤
務
が
楽
に
な
る
と

い
う
考
え
方
に
は
懐
疑
的
で
あ
る
。

　

一
〇
点
目
は
、
教
科
担
任
制
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
作
成
で
あ
る
。

　

一
一
点
目
は
、
家
庭
と
の
連
携
で
あ
る
。

※
教
科
担
任
制
で
は
、
自
分
の
学
級
で
の
指

導
時
間
が
減
る
の
で
、
各
担
当
教
員
か
ら
情

報
を
得
て
、
総
合
的
判
断
を
し
て
保
護
者
と

連
携
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　

紙
幅
の
関
係
で
、
こ
こ
で
は
項
目
だ
け
列

挙
し
た
。
こ
れ
ら
の
詳
し
い
説
明
や
こ
れ
ま

で
の
実
践
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
論
文
に
ま

と
め
て
い
る
。

「
小
学
校
に
お
け
る
教
科
担
任
制
の
導
入
に

つ
い
て　

─
変
化
す
る
社
会
と
教
職
の
専
門

性　

そ
の
一
〇
─
」（
向
山
行
雄
著
『
帝
京

大
学
大
学
院
教
職
研
究
科
年
報
第
一
一
号
』

（
二
〇
二
〇
年
七
月
発
行
））

策
定
等
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
今
後
の
提
言

を
述
べ
る
。

　

一
点
目
は
、
我
が
国
の
小
学
校
教
育
の
良

き
伝
統
で
あ
る
全
教
科
担
任
制
の
良
さ
を
継

承
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

二
点
目
は
、
学
校
規
模
に
応
じ
た
制
度
設

計
を
す
べ
き
で
あ
る
。

　

三
点
目
は
、
担
当
者
の
打
ち
合
せ
時
間
を

時
程
表
に
明
記
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

四
点
目
は
、
チ
ー
ム
を
組
む
教
科
の
専
門

性
や
年
齢
、
男
女
な
ど
の
長
所
と
短
所
を
見

極
め
る
こ
と
で
あ
る
。

　

五
点
目
は
、
指
導
力
不
足
教
員
の
後
始
末

を
教
科
担
任
制
で
カ
バ
ー
し
よ
う
と
思
わ
な

い
こ
と
だ
。

　

六
点
目
は
、
教
科
担
任
制
に
向
か
な
い
教

員
は
、
担
当
か
ら
外
す
べ
き
で
あ
る
。

　

七
点
目
は
、教
員
が
「
四
五
分
間
」
の
〈
時

間
感
覚
〉
を
身
に
付
け
る
こ
と
で
あ
る
。
可

能
な
ら
一
時
間
目
と
二
時
間
目
、
三
時
間
目

と
四
時
間
目
の
業
間
も
一
〇
分
間
確
保
す
る
。

　

八
点
目
は
、
週
案
簿
の
工
夫
で
あ
る
。

※
教
科
担
任
制
で
は
、
担
当
す
る
自
学
級
で

の
授
業
進
度
や
学
習
内
容
の
他
に
、
業
間
や

昼
休
み
、
放
課
後
に
も
個
別
指
導
や
連
絡
等

ら
、
専
科
教
員
が
三
名
し
か
い
な
い
た
め
に
、

四
名
そ
ろ
っ
て
の
空
き
時
間
設
定
が
物
理
的

に
で
き
な
い
か
ら
だ
。
放
課
後
の
学
年
会
は
、

学
校
行
事
準
備
、
各
種
会
合
、
メ
ン
バ
ー
の

出
張
や
緊
急
的
な
対
応
等
で
、
開
催
で
き
ぬ

こ
と
も
あ
る
。

　

自
学
級
で
の
も
ち
コ
マ
が
少
な
い
こ
と
と
、

定
期
的
な
情
報
交
換
の
時
間
が
確
保
で
き
な

い
こ
と
。
こ
れ
が
、
国
語
、
算
数
、
社
会
、

理
科
の
四
教
科
担
任
、
音
楽
、
図
工
、
家
庭

の
専
科
担
任
制
度
の
致
命
的
な
課
題
だ
っ
た
。

　

私
た
ち
五
年
メ
ン
バ
ー
は
、
年
度
末
の
教

育
課
程
編
成
会
議
で
、
問
題
点
を
提
起
し
た
。

か
な
り
活
発
な
議
論
の
末
に
、
結
局
二
教
科

教
担
制
に
変
更
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

三
　
教
科
担
任
制
に
つ
い
て
の
一
一
の
提
言

　

一
九
九
八
年
、
品
川
区
教
育
改
革
構
想

「
プ
ラ
ン
21
」
で
小
学
校
に
お
け
る
教
科
担

任
制
の
導
入
を
決
め
た
。
私
は
教
育
委
員
会

指
導
課
長
と
し
て
、
こ
の
構
想
を
進
め
た
。

各
学
校
の
実
態
に
応
じ
た
教
科
担
任
制
を
開

始
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

私
自
身
の
教
科
担
任
制
や
「
プ
ラ
ン
21
」
の
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関西外国語大学�
教授兼学長補佐

西
にし

阪
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 昇
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⑫
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
（
新
人
類
）

⑬�

日
本
列
島
が
大
陸
か
ら
分
離
（
氷
河
期
終

了
）

　

学
生
た
ち
は
、「
教
育
の
講
義
な
の
に
、

宇
宙
物
理
、
生
物
の
進
化
、
歴
史
を
学
ぶ

の
？
」
と
キ
ョ
ト
ン
と
し
て
い
る
。

　

そ
れ
に
続
け
て
、「
そ
し
て
今
こ
こ
に
私

が
い
る
の
は
」
と
題
す
る
次
の
よ
う
な
フ

リ
ッ
プ
を
出
し
て
い
く
。

・�

私
た
ち
人
間
は
、
六
〇
兆
個
の
細
胞
か
ら

な
る
地
球
の
生
物
で
す
。

・�

み
ん
な
最
初
は
一
つ
の
細
胞
で
あ
る
受
精

卵
が
遺
伝
子
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、

細
胞
分
裂
を
行
い
、
六
〇
兆
個
ま
で
成
長

し
た
も
の
で
す
。

・�

そ
の
受
精
卵
は
、
母
の
卵
子
と
父
の
精
子

が
結
び
付
い
て
で
き
た
も
の
で
す
。

・�

す
べ
て
の
細
胞
の
核
に
は
、
遺
伝
子
が
存

在
し
て
い
ま
す
。

・�

遺
伝
子
は
二
三
対
の
染
色
体
で
構
成
さ
れ
、

一
対
の
中
の
そ
れ
ぞ
れ
の
遺
伝
子
は
、
母

二	

そ
し
て
今
こ
こ
に
私
が
い
る
の
は

⑪
三
〇
万
年
前　

⑫
二
〇
万
年
前

⑬
一
．三
万
年
前

　

答
え
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
と
お
り
。

①�

宇
宙
の
誕
生
（
ビ
ッ
グ
バ
ン
。
素
粒
子
の

発
生
）

②
地
球
誕
生
（
太
陽
系
の
形
成
）

③
地
球
に
お
け
る
生
命
の
誕
生

④
生
物
が
陸
上
に

⑤
恐
竜
の
大
繁
栄

⑥
恐
竜
絶
滅
（
哺
乳
類
の
時
代
に
）

⑦
類
人
猿
の
誕
生

⑧
類
人
猿　

直
立
歩
行

⑨
ア
ウ
ス
ト
ラ
ロ
ピ
テ
ク
ス
（
猿
人
）

⑩
北
京
原
人

⑪
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
（
旧
人
類
）

　

私
の
「『
学
校
』
と
人
間
」
の
第
一
回
授

業
で
は
、
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
の
大
作
『
我
々
は
ど

こ
か
ら
来
た
の
か　

我
々
は
何
者
か　

我
々

は
ど
こ
へ
行
く
の
か
』
の
絵
画
を
学
生
た
ち

に
見
せ
て
、
画
家
は
何
を
思
い
こ
の
絵
を
か

い
た
の
か
考
え
て
も
ら
う
。

　

そ
し
て
、
そ
の
後
に
、
次
の
よ
う
な
年
代

の
表
を
提
示
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
イ
ベ

ン
ト
を
答
え
て
も
ら
う
。

①
一
三
八
億
年
前　

②
四
六
億
年
前

③
三
八
億
年
前　

④
四
億
年
前

⑤
二
億
年
前　

⑥
六
六
〇
〇
万
年
前

⑦
二
五
〇
〇
万
年
前　

⑧
七
〇
〇
万
年
前

⑨
四
〇
〇
万
年
前　

⑩
五
〇
万
年
前

一	

第
一
回
目
の
授
業
で

我
々
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
　
我
々
は
何
者
か

我
々
は
ど
こ
へ
行
く
の
か

自
分
と
い
う
存
在
に
つ
い
て
学
生
に
考
え
て
も
ら
う
。
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人
生
百
年
時
代
と
言
わ
れ
る
が
、
私
た
ち

は
皆
、
い
つ
か
こ
の
世
か
ら
消
え
て
、
生
命

の
バ
ト
ン
を
次
に
つ
な
ぐ
存
在
で
あ
る
。

　

万
人
に
平
等
に
与
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、

一
日
二
四
時
間
と
い
う
時
間
。

自
分
の
未
来
の
姿
を
想
い
描
い
て
、
そ
れ

に
向
か
っ
て
今
の
一
時
間
を
ど
の
よ
う
に
生

き
る
か
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
判
断
。
振
り

返
れ
ば
、
そ
の
毎
日
の
積
み
重
ね
が
、
自
分

の
人
生
で
あ
る
。

人
生
の
真
の
幸
せ
と
は
？　

豊
か
な
人
生

と
は
？

未
来
あ
る
学
生
た
ち
に
は
、
大
学
時
代
に

そ
の
こ
と
の
ヒ
ン
ト
を
見
付
け
て
ほ
し
い
。

五	

人
生
を
生
き
る

　

そ
れ
と
と
も
に
、
自
分
の
周
り
の
人
そ
れ

ぞ
れ
が
、
自
分
と
同
じ
よ
う
に
奇
跡
の
よ
う

な
存
在
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
常
に
頭
に
お

い
て
、
周
り
の
人
を
自
分
と
同
じ
よ
う
に
大

切
に
思
い
、
接
す
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ

る
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
を
、
第
一
回
の
講
義
で

ま
ず
話
す
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

外
国
語
大
学
な
の
で
、
学
生
た
ち
は
、
語

学
力
を
磨
き
、
海
外
留
学
な
ど
で
海
外
の
文

化
に
肌
で
触
れ
、
知
見
を
広
げ
る
こ
と
を
望

み
大
学
に
入
っ
て
く
る
。

　

そ
の
よ
う
な
ス
キ
ル
や
知
識
を
磨
き
、
増

や
す
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
社
会
に
出
て
活
躍

し
て
い
く
に
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
れ
と
と
も
に
、
大
学
は
、
社
会
に
出
て

い
く
前
の
最
後
の
教
育
機
関
で
あ
る
。
そ
れ

ぞ
れ
の
学
生
た
ち
に
「
自
分
は
何
者
か
」
と

い
う
こ
と
を
見
つ
め
直
し
て
、
こ
れ
か
ら
の

人
生
を
ど
う
生
き
る
か
を
考
え
て
も
ら
い
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

四	

自
分
は
何
者
か
見
つ
め
直
す

と
父
か
ら
一
つ
ず
つ
引
き
継
が
れ
た
も
の

で
す
。

・�
母
や
父
も
同
じ
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
母

や
父
か
ら
引
き
継
い
で
き
た
も
の
で
す
。

・�

そ
れ
を
ず
っ
と
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、
私
た
ち

の
命
は
、
生
命
の
誕
生
、
さ
ら
に
は
宇
宙

の
誕
生
か
ら
ず
っ
と
途
切
れ
ず
に
引
き
継

が
れ
て
き
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
を
示
す
と
、
学
生
た
ち
は
何
と
な
く

視
線
を
遠
く
に
漂
わ
せ
る
よ
う
に
な
る
。

　

学
生
た
ち
に
伝
え
た
い
の
は
、「
今
こ
こ

に
自
分
が
い
る
の
は
、
宇
宙
誕
生
以
来
、
連

綿
と
続
い
て
き
た
生
命
の
営
み
が
途
切
れ
る

こ
と
な
く
続
い
て
き
た
結
果
で
あ
り
、
そ
れ

は
奇
跡
と
し
か
言
い
よ
う
の
な
い
」
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

　

私
た
ち
一
人
一
人
は
、
今
こ
の
日
本
に
存

在
す
る
こ
と
に
何
ら
か
の
意
味
が
あ
る
は
ず

で
あ
る
。
そ
れ
を
探
す
こ
と
が
大
学
で
学
ぶ

こ
と
で
は
な
い
か
（
た
だ
、
私
自
身
、
自
分

の
存
在
の
意
味
は
ま
だ
分
か
ら
な
い
の
で
あ

る
が
…
…
）。

三	

奇
跡
の
よ
う
な
存
在

イラスト：水川　勝利



72

向
山
論
文

今
、
改
め
て
か
み
し
め
た
い
六
項
目

向
山
氏
が
「
教
師
な
ら
、
ぜ
ひ
身
に
付
け
て
ほ
し
い
」
と
い
う
六
項
目
が
あ
る
。

若
手
の
先
生
方
の
明
確
な
指
標
に
な
る
と
と
も
に
、
自
身
の
振
り
返
り
に
も
な
る
。松ま

つ

井い 

明あ
き
ら

埼
玉
県
公
立
小
学
校

　
教
師
な
ら
、
ぜ
ひ
身
に
つ
け
て
ほ
し
い

こ
と
が
あ
る
。
と
り
あ
え
ず
は
、六
項
目
だ
。

　
第
一
は
、
い
か
な
る
時
も
明
る
い
笑
顔

で
い
て
ほ
し
い
。
こ
れ
は
、
そ
の
気
に
な

ら
な
い
と
身
に
つ
か
な
い
。

　
日
本
一
の
授
業
の
名
人
と
言
わ
れ
た
有

田
先
生
は
、
五
十
歳
を
過
ぎ
て
も
毎
日
笑

顔
の
練
習
を
し
て
か
ら
、
学
校
に
向
か
っ

た
と
い
う
。
世
界
的
な
脳
外
科
の
日
大
医

学
部
の
林
ド
ク
タ
ー
の
チ
ー
ム
数
十
人
は
、

第
一
に
笑
顔
が
い
い
こ
と
が
、
要
求
さ
れ

た
と
い
う
。

　
鏡
で
笑
顔
を
つ
く
る
練
習
を
す
る
の
は
、

当
然
だ
。
暗
い
表
情
は
、
小
・
中
学
校
の

教
師
に
向
か
な
い
。
努
力
す
る
こ
と
だ
。

　
第
二
は
、
子
ど
も
に
は
、
上
品
に
、
丁

寧
に
対
応
す
る
こ
と
だ
。

「
よ
び
す
て
」「
ど
な
り
声
」「
一
方
的
な

き
め
つ
け
」
を
な
く
す
こ
と
だ
。

　
上
品
に
、
て
い
ね
い
に
対
応
す
る
教
師

の
教
室
は
、
安
定
し
て
い
る
。
子
ど
も
た

ち
も
か
わ
い
ら
し
く
育
つ
。

　
第
三
は
、
子
ど
も
達
を
ほ
め
る
こ
と
で

あ
る
。
一
人
一
人
を
、
情
熱
を
込
め
て
ほ

め
る
こ
と
で
あ
る
。

　
通
り
い
っ
ぺ
ん
の
ほ
め
方
で
は
駄
目
だ
。

　
心
か
ら
ほ
め
る
こ
と
だ
。
情
熱
を
も
っ

て
ほ
め
る
こ
と
だ
。
さ
ま
ざ
ま
な
言
葉
で

ほ
め
る
こ
と
だ
。
子
ど
も
達
は
、
先
生
が

大
好
き
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
少
な
く
て
も
、
一
週
間
の
う
ち
に
、
全

員
を
、
一
人
残
ら
ず
ほ
め
る
こ
と
で
あ
る
。

　
第
四
は
や
ん
ち
ゃ
な
子
ど
も
の
困
っ
た

行
動
を
、
一
度
は
受
け
入
れ
る
こ
と
だ
。

　
や
ん
ち
ゃ
の
行
動
を
見
る
と
、
す
ぐ
に

①�

向
山
氏
が
こ
こ
で
最
初
に
取
り
上
げ
て
い
る

の
が
、
笑
顔
で
あ
る
。
管
理
職
に
な
り
五
〇

〇
本
以
上
の
授
業
を
見
て
き
た
。
な
か
な
か

「
こ
れ
ぞ
」
と
い
う
笑
顔
に
は
会
え
な
い
。

笑
顔
か
ど
う
か
確
か
め
る
に
は
、
録
音
す
る

の
が
良
い
。
今
な
ら
ば
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

簡
単
に
で
き
る
。声
は
笑
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

②�

上
品
さ
、
丁
寧
さ
を
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
の

二
つ
は
同
列
に
並
べ
ら
れ
な
い
。
レ
ベ
ル
が

違
う
の
だ
。
丁
寧
な
教
師
は
ど
の
学
校
に
も

い
る
だ
ろ
う
。
だ
が
上
品
さ
を
感
じ
る
教
師

は
ど
う
か
。
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
こ
と
を
行

う
の
は
難
し
い
。
ど
う
し
た
ら
良
い
か
。
向

山
氏
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
る
こ
と
だ
。

③�

教
師
も
人
間
だ
か
ら
得
手
不
得
手
が
あ
る
。

「
褒
め
や
す
い
子
」
が
い
れ
ば
、
そ
の
逆
も

い
る
。
だ
か
ら
全
員
を
褒
め
る
仕
組
み
作
り

が
大
切
だ
。
私
は
担
任
時
代
、
毎
週
一
枚
の

名
簿
に
褒
め
た
内
容
を
記
録
し
て
い
た
。
週

末
、
記
録
が
な
い
子
は
「
自
分
に
と
っ
て
褒

め
に
く
い
子
」
だ
。
翌
週
は
そ
の
子
の
良
い

と
こ
ろ
を
見
付
け
出
そ
う
と
血
眼
に
な
っ
た
。

時
に
は
意
図
し
て
褒
め
る
場
面
を
つ
く
る
。

④�

二
十
代
の
頃
、
不
登
校
児
が
二
名
い
る
ク
ラ

ス
を
担
任
し
た
こ
と
が
あ
る
。
家
庭
訪
問
を

向山洋一が教育界に創ってきたもの
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続
け
た
が
、
解
消
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
以

来
「
来
て
く
れ
さ
え
す
れ
ば
良
い
」
と
思
う

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
思
う
と
、
ど
ん
な
や

ん
ち
ゃ
で
も
「
ま
、
い
い
か
」
と
い
う
気
持

ち
に
な
っ
た
。
ハ
ン
ド
ル
の
遊
び
の
よ
う
な

も
の
だ
。
こ
の
「
遊
び
」
が
あ
る
か
ど
う
か

で
や
ん
ち
ゃ
へ
の
対
応
が
変
わ
っ
て
く
る
。

⑤�

努
力
ゆ
え
の
成
功
は
、
有
名
人
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
に
は
事
欠
か
な
い
。
そ
れ
以
外
に
も
身
近

に
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
あ
な
た
自
身

だ
。「
先
生
、
最
近
授
業
が
楽
し
い
」
と
子

供
に
声
を
か
け
ら
れ
た
と
す
る
。「
楽
し
い

授
業
を
し
た
く
っ
て
、
毎
月
た
く
さ
ん
授
業

の
本
を
読
ん
で
い
る
ん
だ
。
今
年
は
だ
い
た

い
お
へ
そ
の
高
さ
ま
で
読
ん
だ
よ
」
と
答
え

た
時
、
そ
れ
は
子
供
に
と
っ
て
大
切
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
に
な
る
だ
ろ
う
。

⑥�「
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
語
る
」
と
言
っ
て
も
、
理

解
さ
れ
な
い
場
合
は
「
様
子
が
目
に
浮
か
ぶ

よ
う
に
話
す
」
と
言
い
直
す
。
上
の
向
山
氏

の
論
文
を
読
み
返
し
て
ほ
し
い
。
有
田
氏
、

林
ド
ク
タ
ー
と
、
目
に
浮
か
ぶ
描
写
で
た
た

み
か
け
て
い
る
。

　

経
験
の
浅
い
先
生
方
が
増
え
て
い
る
。
そ
う

い
う
方
に
は
も
ち
ろ
ん
、
ベ
テ
ラ
ン
に
も
改
め

て
か
み
し
め
て
ほ
し
い
六
項
目
で
あ
る
。

ど
な
る
教
師
が
い
る
。
長
々
と
説
教
す
る

人
が
い
る
。
ど
ち
ら
も
、
感
心
し
な
い
。

や
ん
ち
ゃ
は
、
教
師
を
大
嫌
い
に
な
る
。

　
叱
る
こ
と
は
必
要
だ
が
、
叱
り
方
は
工

夫
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。ユ
ー
モ
ア
が
、入
っ

て
い
る
の
が
い
い
。
口
で
は
き
つ
く
言
っ

て
も
目
が
笑
っ
て
い
る
く
ら
い
が
い
い
。

「
生
命
に
関
わ
る
こ
と
」
は
、
真
剣
に
叱

る
べ
き
だ
が
、
そ
ん
な
に
は
な
い
。

　（
中
略
）
や
ん
ち
ゃ
に
対
し
て
「
長
い

説
教
」
を
し
た
り
、「
き
つ
く
責
め
た
り
」

し
が
ち
で
あ
る
。

　
一
回
勝
負
で
、
決
め
よ
う
と
す
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
は
失
敗
に
終
る
。

「
や
ん
ち
ゃ
」
は
、
一
日
一
日
、
少
し
ず
つ
、

ふ
み
込
ん
で
い
き
、
い
つ
し
か
先
生
の
言

う
こ
と
を
聞
く
よ
う
に
な
る
の
が
い
い
。

　
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
が
い
い

の
か
、
事
前
に
二
十
く
ら
い
知
っ
て
お
い

た
方
が
い
い
。
サ
ー
ク
ル
で
、
教
え
て
も

ら
え
ば
い
い
。

　
第
五
は
、
努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
、

そ
れ
が
成
功
の
も
と
で
あ
る
こ
と
を
語
る

こ
と
だ
。
語
る
と
き
に
は
、
必
ず
誰
か
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
で
語
る
こ
と
だ
。

　
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
語
る
時
、
教
師
の
こ
と

ば
は
子
ど
も
の
心
に
届
く
。
お
説
教
の
よ

う
に
語
る
と
き
、
何
も
届
か
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
三
十
は
語

れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
有
名
人
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
集
め
、語
る
練
習
を
す
る
こ
と
だ
。

　
第
六
に
、
続
け
る
こ
と
の
す
ご
さ
を
、

エ
ピ
ソ
ー
ド
で
語
る
こ
と
だ
。

　
ど
の
よ
う
な
道
に
進
も
う
と
、「
続
け

る
」
こ
と
が
、
成
功
へ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
だ
。

　
何
か
一
つ
で
も
、
続
け
て
い
る
人
は
、

す
ご
い
人
だ
。
私
は
、朝
・
夕
、仏
壇
に
「
お

花
と
水
」
を
あ
げ
て
、
線
香
を
あ
げ
る
。

六
十
年
近
く
続
い
て
い
る
習
慣
だ
。
夜
、

寝
る
前
に
本
を
一
、
二
冊
は
読
む
。
こ
れ

も
五
十
年
は
続
け
て
い
る
習
慣
だ
。
私
の

能
力
は
、
こ
の
二
つ
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ

た
と
言
っ
て
よ
い
。

　
子
ど
も
が
「
続
け
て
い
る
」
こ
と
を
、

と
り
あ
げ
、
ほ
め
る
べ
き
だ
。

　
さ
ら
に
、
イ
チ
ロ
ー
は
じ
め
、
多
く
の

人
が
、
ど
の
よ
う
に
続
け
て
い
る
の
か
を

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
も
と
に
語
る
べ
き
だ
。

�

（『
教
育
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
』　
二
〇
一
〇
年
二
月
号

　
東
京
教
育
技
術
研
究
所
）
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一
　
郵
便
教
育
動
画
撮
影

　

郵
便
教
育
の
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ン

テ
ン
ツ
に
関
わ
る
仕
事
を
騒
人
社

が
担
当
し
て
い
る
。

　

テ
キ
ス
ト
に
合
わ
せ
た
提
示
用

Ｐ
Ｄ
Ｆ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
、
指
導
書
、

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
教
材
や
家
庭
向
け

の
案
内
な
ど
を
制
作
し
て
い
る
。

　

非
同
期
型
コ
ン
テ
ン
ツ
（
学
習

者
が
端
末
を
使
い
、
動
画
を
操
作

し
な
が
ら
一
人
で
学
習
で
き
る
）

の
動
画
撮
影
に
も
参
加
し
て
い
る
。

　

年
賀
状
、
手
紙
の
書
き
方
、
夏

の
お
便
り
の
テ
キ
ス
ト
に
合
わ
せ

て
、
三
回
の
授
業
動
画
の
撮
影
が

行
わ
れ
た
。

　

五
月
中
旬
は
、
三
回
目
「
夏
の

お
便
り
」
の
た
め
の
動
画
撮
影

だ
っ
た
。

　

動
画
台
本
は
、
セ
リ
フ
が
検
討

さ
れ
て
い
る
た
め
、
一
言
一
句
変

え
ず
に
授
業
す
る
こ
と
が
要
求
さ

れ
る
。
加
え
て
カ
メ
ラ
に
目
線
を

ず
っ
と
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

さ
す
が
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
五
人
の
先

生
方
（
並
木
友
寛
氏
、
鈴
木
恭
子

氏
、
田
丸
義
明
氏
、
市
川
玲
名
氏
、

鈴
木
良
幸
氏
）
は
、
動
画
台
本
を
、

ほ
ぼ
完
壁
に
覚
え
て
き
て
下
さ
っ

た
。
加
え
て
、
プ
ロ
ン
プ
タ
ー
が

用
意
さ
れ
、
目
線
の
課
題
は
解
決

で
き
た
。

動
画
撮
影

は
、
か
な

り
の
教
師

修
業
に

な
っ
た
に

ち
が
い
な

い
。

二
　�「TO
SS Sunny

」
に
サ
ー

ク
ル
訪
問

　

騒
人
社
で
は
、
一
年
で
二
十
五

の
都
道
府
県
の
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー

ク
ル
訪
問
を
行
っ
た
。
第
一
回

サ
ー
ク
ル
訪
問
は
、
一
年
前
の
七

月
に
、
井
戸
先
生
の
申
し
出
が
あ

り
、「TOSS Sunny

」
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
。

『
こ
の
目
で
見
た
向
山
実
践
と

バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
〜
向
山
学
年
団
の

証
言
〜
』（
師
尾
喜
代
子
・
向
山

洋
一
・
板
倉
弘
幸
著　

騒
人
社
）

の
書
籍
を
発
刊
し
た
ば
か
り
で
、

そ
の
宣
伝
を
兼
ね
て
い
た
。

　

六
月
発
刊
の
『
議
論
す
る
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
』（
向
山
洋
一
監
修
・
師
尾

喜
代
子
編　

騒
人
社
）
の
書
籍
の

発
刊
に
合
わ
せ
、
井
戸
先
生
が
二

度
目
の
サ
ー
ク
ル
訪
問
を
希
望
し

て
く
れ
た
。
申
し
出
が
あ
っ
た
の

は
、
五
月
十
六
日
、
サ
ー
ク
ル
訪

問
は
五
月
二
十
八
日
。
募
集
を
か

け
る
時
間
は
二
週
間
も
な
い
。

　

県
ご
と
の
サ
ー
ク
ル
訪
問
は
二

十
名
く
ら
い
で
行
っ
て
き
た
が
、

今
回
は
、
騒
人
社
が
担
当
す
る
仕

事
に
つ
い
て
情
宣
が
目
的
な
の
で
、

参
加
人
数
は
多
い
方
が
あ
り
が
た

い
。

　

当
日
、
百
二
十
名
の
先
生
方
と

オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
が
っ
た
。
井

戸
先
生
の
テ
ン
ポ
よ
い
進
行
で
、

騒
人
社
の
書
籍
や
教
材
を
使
っ
て

の
実
践
報
告
や
授
業
ま
で
提
案
し

て
く
れ
た
。
学
校
現
場
で
実
際
に

使
っ
て
く
れ
て
い
る
報
告
は
本
当

に
励
み
に
な
る
。

　

向
山
先
生
も
、
ほ
と
ん
ど
初
め

か
ら
参
加
し
て
下
さ
っ
た
。

　

Ｑ
Ａ
コ
ー
ナ
ー
で
、「
再
雇
用

と
し
て
現
場
で
教
師
を
続
け
る
と

き
に
ど
ん
な
こ
と
に
気
を
付
け
た

ら
よ
い
か
」
と
い
う
質
問
が
あ
っ

た
。
向
山
先
生
は
「
教
え
よ
う
と

し
な
い
こ
と
で
す
ね
」
と
優
し
く

答
え
ら
れ
た
。
そ
う
い
え
ば
、
向

山
先
生
は
、
請
わ
れ
れ
ば
惜
し
げ

も
な
く
教
え
て
く
れ
た
が
、
押
し

付
け
る
よ
う
な
指
導
を
さ
れ
る
こ

と
は
一
度
も
な
か
っ
た
。

　

井
戸
先
生
の
Ｑ
Ａ
検
討
会
が

あ
っ
た
お
か
げ
で
、
向
山
先
生
か

ら
珠
玉
の
答
え
を
お
聞
き
で
き
た
。

となりの座席の女発
女 社 長 奮 戦 記

師
もろ

尾
お

 喜
き

代
よ

子
こ株式会社

騒人社

郵便教育・騒人社サークル訪問
再雇用の教師へ　向山先生のメッセージ 

「教えようとしないことですね」
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向山洋一の
日常から学ぶ仕 事 術

美
み

崎
さき

 眞
ま

弓
ゆみ特定非営利

活動法人 TOSS

【
向
山
語
録
】
素
直
に
な
っ
た

　

自
分
の
意
見
を
は
っ
き
り
伝
え
、

相
手
の
言
葉
に
見
事
な
切
り
返
し

を
す
る
師
尾
先
生
。
頭
の
回
転
が

速
く
羨
ま
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
そ
の
昔
、
師
尾
先
生

は
い
ろ
い
ろ
な
人
の
意
見
を
聞
く

と（
そ
う
か
も
し
れ
な
い
）（
そ
う
だ

な
）と
思
っ
て
、
自
分
の
意
見
が

な
か
な
か
言
え
な
か
っ
た
そ
う
だ
。

　

し
か
し
、
今
は
人
の
意
見
に
惑

わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
は
っ
き
り

自
分
の
考
え
を
言
え
る
よ
う
に

な
っ
た
と
師
尾
先
生
が
向
山
先
生

に
話
す
と
、
向
山
先
生
は
「
素
直

に
な
っ
た
ん
だ
ね
」
と
一
言
。

　

他
人
の
言
動
な
ど
を
逆
ら
わ
ず

に
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

私
も
向
山
先
生
の
よ
う
に
、
素
直

な
心
を
も
っ
て
人
の
意
見
を
よ
く

聞
く
よ
う
心
掛
け
た
い
。

　

し
か
し
、
私
は
て
っ
き
り
向
山

先
生
は
こ
う
言
わ
れ
る
と
思
っ
た
。

　
「
強
く
な
っ
た
ん
だ
ね
」。

【
向
山
語
録
】
教
養
が
に
じ
み
出
る

　

お
祝
い
に
頂
い
た
胡
蝶
蘭
の
花

が
散
っ
て
い
く
。
た
く
さ
ん
咲
い

て
い
た
花
が
あ
と
一
つ
に
な
っ
た
。

　
「
花
の
命
は
短
く
て
」
と
つ
ぶ

や
い
た
ら
、
す
か
さ
ず
「
苦
し
き

こ
と
の
み
多
か
り
き
」
と
向
山
先

生
が
続
け
て
く
れ
た
。

　
「
誰
が
言
っ
た
ん
だ
っ
け
」
と

問
わ
れ
る
。

　
「
石
川
啄
木
？　

与
謝
野
晶

子
？　

誰
だ
っ
け
？
」
私
も
師
尾

先
生
も
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
向
山
先
生
は
答
え
を

知
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
笑
顔

が
そ
う
語
っ
て
い
た
。

　

そ
し
て
、
と
ど
め
の
一
声
「
貧

乏
っ
ぽ
い
（
笑
）」。

　
「
モ
ロ
ち
ゃ
ん
ら
し
い
ね
ぇ
」

と
向
山
先
生
。
ら
し
い
、
ら
し
い
。

　

誰
の
言
葉
だ
ろ
う
と
後
で
調
べ

た
が
、
何
気
な
い
一
言
か
ら
話
が

膨
ら
ん
で
楽
し
い
時
間
だ
っ
た
。

【
師
尾
語
録
】
く
ち
が
…
…

　

コ
ロ
ナ
禍
で
師
尾
先
生
と
バ
ト

る
こ
と
が
難
し
い
。
た
ま
に
会
っ

て
も
マ
ス
ク
越
し
で
は
、
話
も
弾

ま
な
い
。

　
「
つ
ま
ん
な
い
、
口
が
腫
れ
そ

う
。
ミ
サ
キ
ち
ゃ
ん
は
？
」

　
「
私
も
独
り
言
が
増
え
た
～
」

と
は
言
わ
ず
「
平
気
で
す
よ
。

私
っ
て
無
口
だ
っ
た
ん
だ
な
と
再

確
認
し
ま
し
た
、
ふ
ふ
ふ
」
と
見

栄
を
は
る
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
し
ゃ
べ
り
す

ぎ
て
口
（
唇
）
が
腫
れ
る
な
ら
理

解
も
で
き
よ
う
が
、
し
ゃ
べ
り
足

り
な
く
て
腫
れ
る
と
は
、さ
す
が
だ
。

　

一
日
も
早
い
コ
ロ
ナ
の
終
息
を

願
う
ば
か
り
だ
。
腫
れ
る
の
は
口

だ
け
に
留
め
て
あ
げ
た
い
。

裏話人気女性ライタートークラインだけの裏話

語録・語録・そして…
コミュニケーションで大切なことは相手の
気持ちに寄り添う言葉がけ。

【
美
崎
妄
想
】
マ
ス
ク
を
外
す
と

…
…

　

す
っ
か
り
マ
ス
ク
が
顔
の
一
部

に
な
り
、
私
の
●
し
さ
を
ア
ピ
ー

ル
で
き
ず
残
念
で
な
ら
な
い
。

　

今
は
、
初
対
面
の
方
と
も
お
互

い
マ
ス
ク
姿
で
の
挨
拶
と
な
る
。

　

あ
る
時
偶
然
、
そ
の
人
の
マ
ス

ク
を
外
し
た
顔
の
全
貌
を
見
た
。

　
（
ふ
ー
ん
、
な
る
ほ
ど
…
…
）

　

ふ
と
、
逆
に
私
の
顔
面
を
フ
ル

オ
ー
プ
ン
し
た
ら
ど
う
思
う
か
と

妄
想
し
た
。
ぜ
ひ
こ
う
思
っ
て
く

れ
た
ら
う
れ
し
い
（
マ
ス
ク
で
隠

れ
て
残
念
だ
な
ぁ
）。

▲�ペーパーチャレランを紹介する向山先生。ペーパー
チャレランは多くのドクターに評価されている。
　教育技術研究所からダウンロード教材として販売中。
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オ
ン
ラ
イ
ン
手
紙
の
書
き
方

１
　

小
学
校
六
年
生
と
中
学
校
三
年
生

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
あ
る
。

１　

住
所
、
郵
便
番
号
の
認
知
度

小
六　

住
所　
　
　

六
七
％

小
六　

郵
便
番
号　

四
三
％

中
三　

住
所　
　
　

八
五
％

中
三　

郵
便
番
号　

七
五
％

２　

�

年
賀
状
を
送
っ
た
枚
数
が�

一
〇
通
未
満
の
割
合

小
六
男
子　

八
二
％

小
六
女
子　

六
八
％

中
三
男
子　

八
三
％

中
三
女
子　

五
八
％

　

小
学
校
六
年
生
で
、
自
分
の
住
所

高
学
年
、
中
学
、
高
校
と
作
成
さ
れ

た
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
児
童
・
生
徒
が

日
本
郵
便
の
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
、

動
画
を
見
な
が
ら
自
分
で
学
習
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

（
こ
の
よ
う
な
学
習
の
仕
方
を
「
非

同
期
型
」
の
授
業
と
い
う
）。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
用
「
手
紙
の
書

き
方
」
は
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
活

用
が
で
き
る
。

　

各
学
校
に
配
布
さ
れ
て
い
る
日

本
郵
便
Ｄ
Ｍ
の
「
手
紙
の
書
き
方

テ
キ
ス
ト
」
を
申
し
込
む
と
、
一

緒
に
郵
便
は
が
き
が
児
童
・
生
徒

分
も
ら
え
る
。
夏
休
み
や
冬
休
み

前
に
は
が
き
を
配
り
、
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
用
コ
ン
テ
ン
ツ
「
手
紙
の

書
き
方
」
を
見
な
が
ら
、
暑
中
見

舞
い
や
年
賀
状
を
書
い
て
く
る
よ

う
指
導
す
る
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
の
た
め
、
い
つ
で
も
、

何
度
で
も
、
動
画
を
見
て
学
習
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
（
写
真
は
「
年
賀

状
の
書
き
方
」）。

が
分
か
ら
な
い
子
が
三
〇
％
以
上
、

郵
便
番
号
は
五
〇
％
以
上
と
な
っ
て

い
る
。

　

年
賀
状
に
関
し
て
は
、
一
〇
通
未

満
の
割
合
が
高
い
。
さ
ら
に
、
一
枚

も
送
ら
な
い
子
が
一
〇
〜
二
五
％
と

な
っ
て
い
る
。

「
手
紙
の
良
さ
」
を
児
童
・
生
徒
に

教
え
て
い
く
こ
と
は
、
家
庭
教
育
と

と
も
に
、
学
校
教
育
で
も
大
切
な
こ

と
で
あ
る
。

　

教
科
書
に
も
「
手
紙
の
書
き
方
」

「
お
礼
状
の
書
き
方
」
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。

　

こ
の
度
、
手
紙
の
書
き
方
、
宛
名

の
書
き
方
な
ど
を
学
習
で
き
る
動
画

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
用
テ
キ
ス
ト
「
手

紙
の
書
き
方
」
が
低
学
年
、
中
学
年
、

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
用
テ
キ
ス
ト
を

活
用
し
て
手
紙
の
書
き
方
教
育
を

手
紙
の
書
き
方
、
手
紙
の
良
さ
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
教
え
て
い
る
。

田た

丸ま
る 

義よ
し

明あ
き

神
奈
川
県
川
崎
市
立
小
学
校
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『教育コミュニティ』とは、1994年に創刊された『ジュニア・ボランティア教育』誌を前身とし、2014年３月にリニューアル創刊し
た、教師の社会貢献活動を支える雑誌です。2019年４月号より、『教育トークライン』と合体し、ウェブ展開をスタートしました。

教育コミュニティWEB　８月号　▪CONTENTS▪
【連載】

１．TOSS社会貢献活動報告〈子どもTOSSデー〉……勇和代
２．学校外でのビジネスマナー……田村純子（教育技術研究所）
３．TOSSサークル紹介returns……田代勝巳・小塚祐爾

【特別コンテンツ】
●今、大注目のSDGsセミナー　大公開！
　2021年６月27日（日）にTOSS SDGsセミナー IN大阪が開
催されました。池上彰氏の講演など、クロスボーダーで展開
するセミナーの様子を大公開します。

■教育コミュニティ
WEB　閲覧方法
①PC・スマートフォンでアクセス
　http://kc.tiotoss.jp
②あとは見るだけ、読むだけ、
　コメントを書き込むだけ！

　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
学
習
が
広
が
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
教
師

と
児
童
・
生
徒
が
同
じ
空
間
で
学
習

す
る
「
対
面
型
の
授
業
」
だ
け
で
な

く
、
様
々
な
学
び
方
が
可
能
に
な
っ

て
い
る
。

日
本
郵
便
の
サ
イ
ト
か
ら

２
　

切
手
を
貼
る
位
置
は
、
縦
長
封

校
」「
文
通
相
手
学
級
」
を
見
付
け

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

文
通
を
す
る
こ
と
が
、
手
紙
が
届

い
た
と
き
の
嬉
し
い
気
持
ち
、
手
紙

だ
か
ら
こ
そ
伝
え
ら
れ
る
あ
た
た
か

さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
と
思
う
。

　

日
本
郵
便
の
サ
イ
ト
に
は
、
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
用
コ
ン
テ
ン
ツ
の
他
に

も
、
様
々
な
手
紙
に
関
す
る
ペ
ー
ジ

が
あ
る
。
一
度
、
の
ぞ
い
て
み
て
い

た
だ
き
た
い
。

筒
で
は
左
上
で
す
が
、
横
長
封
筒

は
ど
こ
に
貼
る
で
し
ょ
う
。

　

日
本
郵
便
の
サ
イ
ト
に
あ
る

「
レ
ッ
ツ
ト
ラ
イ
！　

郵
便
ク
イ
ズ
」

の
問
題
で
あ
る
。

「
レ
ッ
ツ
ト
ラ
イ
！　

郵
便
ク
イ

ズ
」
で
は
、
手
紙
に
関
す
る
ク
イ
ズ

が
小
学
校
低
学
年
か
ら
高
校
生
ま
で
、

そ
れ
ぞ
れ
五
〇
問
程
度
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
ク
イ
ズ
を
通
し
て
楽
し
く
手

紙
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

一
人
一
台
端
末
を
使
っ
て
、
子
供
た

ち
に
体
験
さ
せ
て
欲
し
い
。

「
文
通
相
手
校
お
探
し
サ
イ
ト
」
で

は
、
登
録
を
し
た
学
校
の
先
生
同
士

が
や
り
と
り
を
し
て
、「
文
通
相
手
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全
国
の
T
O
S
S
サ
ー
ク
ル
紹
介

https://circle.toss-online.com
/

共
に
教
育
を
語
る
仲
間
が
い
る
と
、
教
師
修
業
は
何
倍
も
楽
し
く
な
り
ま
す
！
　
授
業
の
腕
を
上
げ
た

い
先
生
、
子
供
が
熱
中
す
る
授
業
を
し
た
い
先
生
は
、
ぜ
ひ
T
O
S
S
サ
ー
ク
ル
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

神奈川県
TOSS大和だましい

神奈川県大和市立草柳小学校

小
こ

塚
づか

 祐
ゆう

爾
じ

連絡先：kozuka.yuji@toss2.com

リアルとオンラインを併用してサークル活動を進行中
　県央地区の小中高の先生が多く集まるサー
クル。模擬授業や授業の相談などを中心に活
動を行っている。コロナの影響で会場の「大
和市生涯学習センター」が使えない時はZoom
で、使える時は、対面とZoomの併用で活動を
している。毎年、新しいメンバーが参加してく
れている。サークルに興味のある先生、是非
ご連絡を（写真は、2020年３月、初のオンライ
ン教え方を開催した時の様子）。

共
に
教
育
を
語
る
仲
間
が
い
る
と
、
教
師
修
業
は
何
倍
も
楽
し
く
な
り
ま
す
！
　
授
業
の
腕
を
上
げ
た

い
先
生
、
子
供
が
熱
中
す
る
授
業
を
し
た
い
先
生
は
、
ぜ
ひ
T
O
S
S
サ
ー
ク
ル
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

新潟県
TOSS SANJO

新潟県三条市立栄中央小学校

田
た

代
しろ

 勝
かつ

巳
み

連絡先：tashiro.katsumi@tss2.com

とにかく元気になる！　授業をするのが楽しみになる！
　「参加すると元気になります」例会後には、
そういう声が届く。模擬授業で曖昧な指示が
あると、すかさず突っ込みが入る。雰囲気が
明るいので、思わず笑いが出る。そして具体
的な代案が次々と出される。その通りにやって
みると、子供が変化する。まさに「子供の事
実と腹の底からの手応え」がある。結成21年目。
例会数は600回を超えた。20代の若手から年配
まで幅広いメンバーで楽しく続けている。

最新セミナー情報
http://seminar.tos-online.com/

【お知らせ】
TOSSでは、このページでご紹介した以外にもたくさ
んのセミナーを全国で開催しています。
各セミナーの詳細・お申込みは「TOSS最新セミナー
情報」へ！
県別・月別・キーワード検索ができます。

（TOSS中央事務局　手塚美和）

８月 エネルギー教育シンポジウム・
向山型国語教え方教室

◆エネルギー教育シンポジウム広島2021 ＜オンラインZoom＞
【開催日】８月28日（土）
【開催時間】10：00 ～ 12：00
【参加費】無料
【主催NPO】特定非営利活動法人TOSSエネルギー事務局
【後援】経済広報センター
【担当者】佐藤泰弘　yasu6sato@gmail.com
【主な内容】
１）エネルギー教育模擬授業全国大会　ブロック予選会
２）講師講評
３）講師特別授業（小森栄治氏、谷和樹氏）
４）外部講師によるエネルギー特別講座

◆向山型国語教え方教室　８月29日（Zoom開催）
「日々の授業を知的にしたい」
「子どもが熱中する授業がしたい」
そんな先生方の思いを実現するのが「向山型国語教え方教室」です。

【開催日】8月29日（日）
【開催時間】9：30 ～ 12：00
【講　師】谷和樹氏、長谷川博之氏
【申込先】https://0829mk.peatix.com
【参加費】早割7月28日まで（11,000円）通常（12,000円）
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向
山
日
記

五
月
一
日
㈯	

午
前
中
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

会
議
（
I
C
T
）、午
後
は
向
山
塾
に
ア
ネ
ッ

ク
ス
二
階
（
騒
人
社
）
か
ら
参
加
。

五
月
二
日
㈰	

午
前
中
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
挨
拶
。
電
事
連
と
の
連
携
は
二

〇
年
を
超
え
る
。

そ
の
後
三
人
会
。
板
倉
先
生
持
参
の
資
料
。

浅
草
「
み
よ
し
」
は
休
業
な
の
で
「
木
曽
路
」。

五
月
六
日
㈭	

五
反
田
の
本
屋
、
師
尾
先
生
の

車
で
。
昼
食
、
い
つ
も
の
地
下
の
店
。

五
月
七
日
㈮	

税
理
士
の
先
生
か
ら
、
確
定
申

告
の
説
明
を
受
け
る
。

五
月
九
日
㈰	

母
の
日
、
孫
の
か
ん
ち
ゃ
ん
が

花
を
持
っ
て
く
る
。

五
月
一
一
日
㈫	

午
前
中
は
、
理
学
療
法
士
さ

ん
の
リ
ハ
ビ
リ
。
昼
食
、
芝
公
園
の
い
つ
も

の
店
。

五
月
一
二
日
㈬	

読
書
（
三
冊
）。

五
月
一
三
日
㈭	

午
前
中
は
、
理
学
療
法
士
さ

ん
の
リ
ハ
ビ
リ
。
パ
ス
ポ
ー
ト
用
写
真
の
撮

影
。
夕
方
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
央
事
務
局

会
議
。
会
議
後
、
オ
ン
ラ
イ
ン
飲
み
会
。

五
月
一
四
日
㈮	

銀
行
と
打
ち
合
わ
せ
。

五
月
一
五
日
㈯	

自
分
の
部
屋
の
整
頓
。

五
月
一
六
日
㈰	

ア
ネ
ッ
ク
ス
二
階
で
、
向
山

一
門
総
会
に
出
席
。
一
四
時
三
〇
分
～
一
六

時
三
〇
分
。
各
県
の
報
告
な
ど
。

五
月
一
九
日
㈬	

歯
医
者
で
治
療
。

五
月
二
一
日
㈮	

聖
路
加
病
院
で
定
期
検
査
。

五
月
二
二
日
㈯	

午
前
中
は
、
理
学
療
法
士
さ

ん
の
リ
ハ
ビ
リ
。
恵
理
子
と
銀
行
へ
行
く
。

五
月
二
四
日
㈪	

午
前
中
は
、
看
護
師
さ
ん
の

チ
ェ
ッ
ク
。
そ
の
後
、ア
ネ
ッ
ク
ス
に
て
「
今

月
の
一
言
」
と
『
教
育
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
』
九

月
号
Q
&
A
の
ビ
デ
オ
撮
り
。

五
月
二
五
日
㈫	

午
前
中
は
、
理
学
療
法
士
さ

ん
の
リ
ハ
ビ
リ
。
夜
は
、
向
山
塾
わ
い
わ
い

タ
ッ
チ
ポ
イ
ン
ト
に
ア
ネ
ッ
ク
ス
二
階
の
騒

人
社
か
ら
参
加
す
る
。

五
月
二
六
日
㈬	

昼
食
う
な
ぎ
「
大
黒
屋
」
に

て
、
吉
永
先
生
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
板
倉
先

生
の
書
籍
に
つ
い
て
の
文
章
を
読
む
。

五
月
二
八
日
㈮	

二
階
本
棚
一
二
個
の
整
理
。

五
月
二
九
日
㈯	
ア
ネ
ッ
ク
ス
二
階
か
ら
名
古

屋
の
サ
ー
ク
ル
訪
問
。
一
二
〇
名
の
参
加
で

楽
し
か
っ
た
。

五
月
三
〇
日
㈰	

楽
し
み
な
テ
レ
ビ
将
棋
。

五
月
三
一
日
㈪	

午
前
中
は
、
看
護
師
さ
ん
の

チ
ェ
ッ
ク
。
そ
の
後
、
研
究
所
で
書
類
に
押

印
。
夜
、
恵
理
子
一
家
と
食
事
。

谷
日
記

五
月
一
日
㈯	

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
セ
ミ
ナ
ー
in
東
京

を
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
開
催
。
会
場
に
は
講
師

ス
タ
ッ
フ
を
含
め
て
二
〇
名
程
度
。
オ
ン
ラ

イ
ン
か
ら
は
六
〜
七
百
名
が
ロ
グ
イ
ン
。
カ

メ
ラ
三
台
と
Ｐ
Ｃ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ス
イ
ッ

チ
ャ
ー
で
切
り
替
え
な
が
ら
。
午
後
は
向
山

塾
オ
ン
ラ
イ
ン
。
二
百
名
以
上
参
加
。

五
月
二
日
㈰	

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
東

京
。非
常
に
質
の
高
い
授
業
群
と
解
説
が
無
料
。

五
月
四
日
㈫	

5m
in.

ア
ン
サ
ー
自
宅
で
自
撮
。

五
月
六
日
㈭	

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
執
行
部
オ
ン
ラ
イ
ン
。

五
月
十
日
㈪	

五
色
百
人
一
首
理
事
会
。

五
月
十
一
日
㈫	

谷
企
画
会
議
。
お
店
か
ら
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
。
会
議
は
す
べ
て
英
語
で
進
行
。

五
月
十
二
日
㈬	

正
進
社
会
議
。
そ
の
後
、
向

山
洋
一「
新
」実
物
資
料
集
会
議
。Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
。

五
月
十
三
日
㈭	

シ
ア
ト
ル
Ｂ
Ｃ
Ａ
の
清
水
先

生
、金
先
生
ご
夫
妻
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
打
合
せ
。

五
月
十
六
日
㈰	

向
山
一
門
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
総
会
。

五
月
十
七
日
㈪	

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
和
の
例
会
。
今
年

度
か
ら
毎
回
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
実
施
中
。

五
月
二
十
日
㈭	

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
執
行
部
オ
ン
ラ
イ
ン
。

五
月
二
三
日
㈰	

研
究
所
四
階「
向
山
資
料
室
」

を
視
察
。
凄
す
ぎ
る
資
料
群
。
井
上
好
文
氏

た
ち
が
大
変
な
作
業
を
し
て
下
さ
っ
て
い
る
。

向山・谷日記
2021年5月
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『教育トークライン』9月号
予告　8月15日発行

2学期の「荒れ対策」は9月から
コロナに負けない授業力・学級経営特集

谷　和樹　河田孝文　松田春喜　松島博昭
渡辺大祐　林　健広　田丸義明　江成雅枝
原地信久　熊倉史記　染谷幸二　太田政男
　　塩谷直大　長谷川博之　小嶋悠紀　　

教育トークライン：第536号
編集人：向山洋一
編集：谷和樹（編集長）、長谷川博之（副編集長）、
　　　手塚美和、小嶋悠紀、松島博昭、塩谷直大
　　　板倉弘幸（校正）、田村純子（編集実務）
発行人：向山洋一
発行所：教育技術研究所、TOSS
〒142-0064 東京都品川区旗の台2-4-12 TOSSビル
電話	：03-3787-6564　
FAX	：03-5702-2384
印刷所：株式会社　光陽メディア
編集協力：株式会社　友人社
DTP：株式会社　明昌堂

大成功の
絵画工作授業（本誌４・５ページ） サークル紹介動画５

※デジタル・トークラインは３か月限定公開です！　

今月の
向山洋一教育語録１ お悩み解決！

谷編集長の５min. アンサー２ ３

４

（動画） （動画）

本誌の PDF データのダウンロードができ
ます！ スマートフォン・タブレット・PC
でいつでもどこでも読むことができます。

トークライン
本誌 PDF データ７本誌掲載論文の

関連カラー画像６
※このマークのあるページは、
　デジタル・トークラインに
　連動コンテンツがあります！

生活科の指導案

本
ま
で

３か月限定公開です！　

、

！

1 人 1台端末でできること1人 1台端末でできること

編
集
後
記	

▼
公
立
小
中
学
校
に
勤
め
る
九
割
方
の
教
師

に
と
っ
て
、
英
語
を
学
習
す
る
必
要
性
・
必

然
性
を
感
じ
る
場
面
は
圧
倒
的
に
少
な
い
こ

と
で
し
ょ
う
。
授
業
担
当
者
で
な
い
な
ら
尚

更
で
す
。
毎
日
指
導
及
び
教
務
用
務
で
多
忙

な
の
に
、
そ
の
上
な
ぜ
英
語
学
習
ま
で
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。率
直
な
疑
問
で
し
ょ

う
。
本
特
集
が
、
そ
の
疑
問
に
対
す
る
答
え

の
ひ
と
つ
と
な
り
ま
す
。（
長
谷
川
）

▼
谷
氏
の
「
子
供
た
ち
の
前
に
立
つ
教
師
だ

か
ら
こ
そ
、
英
語
を
学
ぶ
必
要
が
あ
る
の
で

す
」
と
い
う
言
葉
が
胸
に
突
き
刺
さ
り
ま
し

た
。
最
先
端
の
有
益
情
報
は
九
九
％
以
上
が

英
語
。
い
つ
か
英
語
の
勉
強
を
し
よ
う
と
何

度
も
思
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
で
き
な
い
自

分
。
今
月
号
を
き
っ
か
け
に
、
共
に
本
気
で

英
語
の
勉
強
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。（
松
島
）

▼
谷
編
集
長
が
書
い
て
い
る
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
化
」
は
、現
在
の
学
校
現
場
で
重
要
な
キ
ー

ワ
ー
ド
で
す
。
私
は
太
田
政
男
氏
の
論
文
が

非
常
に
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
ア
ナ
ロ
グ
の

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
を
活
用
し
た
実
践
と
、
パ
ド

レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
デ
ジ
タ
ル
の
ノ
ー
ト
ま

と
め
の
実
践
。
ど
ち
ら
も
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な

情
報
活
用
の
授
業
と
し
て
参
考
に
な
り
ま
し

た
。（
塩
谷
）

Digital Talkline

ID：TL8� パスワード：u7kjfe











生徒の言葉や思いが形として残るよう
な掲示物を心がけた。ポイントはカッ
コいいこと。格言や自分の名前一文字
を使っての学級旗など、生徒からも歓
声が上がるような掲示物で学級を明る
く、元気にした。

↑カウントダウンカレンダーに、自分の好きな格言を書かせる。
カレンダーを終えるたびに、教室の周りに貼り出していく。学
年末まで自分の作品が残るので、生徒にも好評であった。

↑全校で実施した生活アンケートで、学級の「良
いところ」「課題」を書かせた。そのコメントを
AIテキストマイニングで※可視化した。自分たち
の良いところを自覚することができ、好評であっ
た。

千葉県匝瑳市立野栄中学校 吉
よし

原
わら

 尚
なお

寛
ひろ

教室の
風景

↑道徳の授業で、「天国言葉」「地獄言葉」の授業を行った。
授業だけで終えずに、掲示物として教室に言葉を残した。「地
獄言葉」については、時々見ることができるように清掃用具
の扉の裏に貼った。こういうヤンチャさも大切。

↑学級旗は手形で作成することが多いが、今年は自分の名前の漢字
一文字をなぞらせた。布の上からお手本をなぞるので、失敗がない。

※大量の文章データから有用な情報を取り出す分析方法。

小学校高学年や中学生は言葉を心の栄養にする。
だからこそ、言葉を視覚化し、吸収させる。
そして、カッコいいことに憧れるのがこの年代の
子供たちである。

タイアップ企画

⇒ 詳しくは54ページをお読みください。

百玉そろばん
2,000円（税込）
特典：１回の注文ごとに、九九下敷き　
　　　１枚プレゼント
パスワード：wrbtsm

かけ算九九計算尺セット
「かけ算九九の助」
１冊　350円（税込）
特典：�１回の注文ごとに、一筆箋「算数の

時間」　１冊プレゼント
パスワード：i9yscg

教育技術
研究所

『教育トー
ク

ライン』＆＆

９月号
で紹介！

新授業ファイル
特別価格　360円 

（税込・定価：400円のところ）
特典：特別価格でのご提供
パスワード：n7luad

７月号
で紹介！

TOSSオリジナル教材　https://www.tiotoss.jp/
★掲載商品のタイアップ期間は2021年６月15日～９月14日
※パスワードを入力して、３か月間お得に購入できます。

お申込み先

とってもお得な

今月のご紹介教材
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日
発
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特
集
・
先
生
の
仕
事
が
楽
し
く
な
る「
英
語
力
向
上
法
」

すべての子供の学力を保障する

教育

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！

2021
8

August
No.536

教育技術研究所

特集

先生の仕事が楽しくなる
「英語力向上法」
先生の仕事が楽しくなる
「英語力向上法」

令和3年7月15日発行（毎月1回15日発行）第536号

夏からはじめよう！

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 宮尾益知
プロが教える“教室でできる作業療法” …… 福田恵美子
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

発想を引き出す工作指導

一目でわかる
板書術・ノート術
カラーで登場！
発想を引き出す工作指導

小学１年　算数 「データ活用のはじめの一歩」　鈴木恭子
小学２年　国語 「登場人物の気持ちを音読に」 松﨑　力
小学３年　国語 「ポスターを読もう」　　　　　手塚美和
小学４年　国語 「忘れもの（高田敏子）」 　 　谷　和樹
小学５年　算数 「四角形の４つの角の大きさ」　木村重夫
小学６年　算数 「考え方をパターン化」　　　　河田孝文

中学校の授業実践
英語「『小学校で指導済み』を中学校でどう引き継ぐか」
数学「『数学レポート』で『学んでいる先』を学ばせる」

永久
保存版！

４・８・１月号限定
TOSS 授業技量検定 高段者の国算授業

もうすぐワクワク夏休み
先生は英語でスキルアップ！
もうすぐワクワク夏休み
先生は英語でスキルアップ！
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